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商標説明 

• CompactFlash ™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft ® および Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
登録商標です。 

• Macintosh、Mac OS 、 QuickTime は米国およびその他の国で登録された米国アップルコンピュータ 
社の商標です。 

• Adobe および Adobe Acrobat は Adobe Systems , Inc . (アドビシステムズ社）の商標、また 
は特定地域における同社の登録商標です。 

• PictBridge □ゴは商標です。 

• Microdrive ® は Hitachi Global Storage Technologies の登録商標です。 

• D - ライティングは § アビカル社の技術によるものです。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 


ニコン デジタルカメラ COOLPIX 8400 
をお買い上げいただき、誠にありがとう 
ございます。この使用説明書はデジタル 
カメラ COOLPIX 8400で撮影をお楽しみ 
いただくために必要な情報を記載していま 
す。ご使用の前に、この使用説明書をよく 
お読みの上、内容を充分に理解してから 
正しくご使用ください。お読みになった後 
は、お使いになる方がいつでも見られると 
ころに保管してください。 


本文中の マークに ついて 


1^^ 

D 

カメラの故障を防ぐために、使用前に 
注意していただきたいことや守ってい 
ただきたいことを記載しています。 

m 

カメラを使用する前に知っておいてい 
ただきたいことを記載しています。 

HP 

□ 

カメラを使用する場合に、便利な情報 
を記載しています。 

圄 

関連情報を記載した参照ページを記載 
しています。 


コンパクトフラッシュカードの 
表記について 

この使用説明書では、コンパクトフラッ 
シュカー ドを CF 力ードと表記しています。 

「初期設定」について 

この使用説明書では、カメラご購入時に 
設定されている機能やメニューの設定状 
態を「初期設定」と表記しています。 


はじめに 


撮影の準備 


撮影の基本ステップ 


シーンモード 


いろいろな撮影 


動画の撮影と再生 


いろいろな再生 


撮影メニュー 


再生メニユ ー 


セツトアップメニュー 


付録 
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絵表示の例 


△記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具 
体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

( S ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

• 記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近 
くに具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントから抜く）が描かれてい 
ます。 


安全上のご注意 


ご使用の前に「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

この「安全上のご注意」は製品を安全に正しく使用していただき、あなたや他の 
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載していま 
す。内容を理解してから本文をお読みいただき、お読みになった後は、お使いに 
なる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。 

表示と意味は次のようになっています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 
Itaiw 可能性が高いと想定される内容を示しています。 

A ssist この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 
言口 可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想 
，土思 定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


(カメラについて） 


⑧ 


感電したり、異常動作をしてケガの 
原因となります。 


⑩ 

接触禁止 

❶ 

終を電池、電源を抜いて' ニコンサ_ビス 
センタ-に修理を讎してください。 


落下などによって破損し、内部が露 
出したときは、露出部に手を触れな 
いこと 

感電したり、破損部でケガをする原 
因となります。 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いなど 
^の異常時は、速やかに電池を取り出 
電池を取るすこと 

© そのまま使用すると火災、やけどの 
_原因となります。 

芹電池を取り出す際、やけどに充分 
注意してください。電池を抜いて、 
ニコンサービスセンターに修理を 
依頼してください。 


/〇\ 水につけたり、水をかけたり、雨に 
ぬらしたりしないこと 

ボかけ発火したり感電の原因となります。 


A®® 
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0 引火、爆発のおそれのある場所では> 

使用しないこと 

使用禁止プ□パンガス、ガソリンなど引火性 
ガスや粉塵の発生する場所で使用す 
^_ると爆発や火災の原因となります。 

0 レンズまたはカメラで直接太陽や強 
い光を見ないこと 

貝■なし〉こと失明や視力障害の原因となります。 

Q 車の運転者等にむけてスピードライ 
卜を発光しないこと 

事故の原因となります。 


0 スピードライトを人の目に近づけて 
発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するときは lm 以 
上離れてください。 


A 幼児の口に入る小さな付属品は、幼 
^児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだ場合は直ちに医師に 
_ご相談ください0 _ 

A ストラップが首に巻き付かないよう 
にすること 

ぼ胃胃特に幼児•児童の首にストラップを 
かけないこと 

_首に巻き付いて窒息の原因となります。 

A 指定の電池または専用 AC アダプタ 
を使用すること 

指定以外のものを使用すると、火災 • 
感電の原因となります。 

0 AC アダプタご使用時に雷が鳴り出 
したら電源プラグに触れないこと 

使用禁止感電の原因となります。 

雷が鳴り止むまで機器から離れてく 
ださい。 


A 注意（カメラについて) 


A ぬれた手でさわらないこと 

. 感電の原因になることがあります。 


^ 製品は、幼児の手の届かない所に置 

ケガの原因になることがあります。^ 

A 使用しないときは、レンズにキャッ 
プをつけるか太陽光のあたらない所 
保管注意に保管すること 

太陽光が焦点を結び、火災の原因に 
なることがあります。^ 

A 三脚にカメラを取り付けたまま移動 
しないこと 

胃転倒したりぶつけたりしてケガの原 
因になることがあります。 v 


A カメラのレンズ可動部に注意すること 

_ 指がはさまれてケガの原因となるこ 
とがあります。 


A 飛行機内で使うときは、航空会社の 
指示に従うこと 

本機器が出す電磁波などにより、飛 
行機の計器に影響を与えるおそれが 
あります。 

病院で使う際も、病院の指示に従つ 
てください。 


0 長期間使用しないときは電源（電池 
や AC アダプタ）を外すこと 

mit 電池の液漏れにより、火災、ケガや 
^ 周囲を汚損する原因となることがあ 

誓ります。 

プ三$を AC アダプタをご使用の場合には、 
AC アダプタを取り外し、その後電 
源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。火災の原因となることがあ 
ります。 
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/< r \ 本機器や ac アダプタは布団でお 
おったり、つつんだりして使用しない 
禁止 こと 

熱がこもりケースが変形し、火災の 
、 原因となることがあります。 v 

/ C \ 本機器に付属の CD-ROM を音楽用 
CD プレーヤーで使用しないこと 

m± 機器に損傷を与えたり大きな音がし 
て聴力に悪影響を及ぼす場合があり 
ます。 

’ 窓を閉め切った自動車の中や直射 

〇/ 日光が当たる場所など、異常に温度 
放置禁止が高くなる場所に放置しないこと 

内部の部品に悪い影響を与え、火災 
^ の原因となることがあります。 v 


[ △ 危険 （専用 Li-ion リチャージャブルバッテリーについて） 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

1 禁止 J 

/ C \ Li-ion リチャージャブルバッテリー 
EN-EL7 は、 ニコン デジタルカメラ 
使用禁止専用の充電式電池で、 
C00LPIX8400 に対応しています。 
EN-EL7 に対応していない機器には 
使用しないこと 

^ 液もれ、発熱の原因となります。 ▲ 

< E \ 電池をショート、分解しないこと 

^ 液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

分解禁止 J 

广 \ 

A 専用の充電器を使用すること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 電池からもれた液が目に入ったとき 

は、すぐにきれいな水で洗い、医師 
危険の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を 
t 与^■る原因となります。 j 

A ネックレス、ヘアピンなど金属製 

/«\ のものと一緒に持ち運んだり、保管 
危険 したりしないこと 

ショートして液もれ、発熱、破裂の 
原因となります。 

持ち運ぶときは端子カバーをつけて 
ください。 v 


A 警告 （専用 Li-ion リチャージャブルバッテリーについて） 

電池は幼児の手の届かない所に置く 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師 

( C \ 変色 • 変形、そのほか今までと異な 
v^y ることに気づいたときは、使用しな 
使用禁止いこと 

, 液もれ、発熱の原因となります。 , 


㉘ 

水かけ禁止 


水につけたり、ぬらさないこと 

液もれ、発熱の原因となります。 


ノ 

’ A 

充電の際に所定の充電時間を超えて 

\ 

も充電が完了しない場合には、充電 


警告 

をやめること 

ノ 


液もれ、発熱の原因となります 。 v 
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A 電池をリサイクルするときや、やむ 
ZIA なく廃棄するときはテープなどで接 
警告点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、 
発火の原因となります。ニコンサー 
ビスセンターやリサイクル協力店へ 
ご持参くださるか、お住まいの自治 
, 体の規則に従って廃棄してください％ 

A 電池からもれた液が皮膚や衣服に 
/ -\ 付いたときは、すぐにきれいな水で 
警告洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚がかぶ 
l れたりする原因となります。 ^ 


[ △ 注意（専用 Li-ion リチャージャブルバッテリーについて） 

A 電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となることがあります。 

[ /?\警告（バッテリーチャージャーについて） 

/ON 分解したり修理 • 改造をしないこと 

^ 感電したり、異常動作をしてケガの 
原因となります。 

/ C \ 引火、爆発のおそれのある場所では 
Vjy 使用しないこと 
使用禁止プ□パンガス、ガソリンなど引火 
性ガスや粉塵の発生する場所で使用 
^ すると爆発や火災の原因となります。^ 

落下などによって破損し、内部が露 
出したときは、露出部に手を触れな 
接触禁止いこと 

A 感電したり、破損部でケガをする 
V 臓となります。 

電源プラグをコンセントから抜いて' 
販売店またはニコンサービスセン 
、 ターに修理を依頼してください。^ 

A 電源プラグの金属部やその周辺に' 
/•\ ほこりが付着している場合は、乾いた 
警告布で拭き取ること 

そのまま使用すると火災の原因にな 
^ ります。 v 

/ C \ 雷が鳴り出したら電源プラグに触れ~ 

Vjy ないこと 

感電の原因となります。 

雷が鳴り止むまで機器から離れて 
t ください。 ^ 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなど~ 

^ の異常時は、速やかに電源プラグを 
電池を取るコンセントから抜くこと 

A そのまま使用すると火災、やけどの 
V 臓となります。 

芹電源プラグを抜く際' やけどに充 
分注意してください。販売店または 
ニコンサービスセンターに修理を依 

1 頼してください。 , 

/ C \ 電源コードを傷つけたり加工したり 
'〇/ しなぃこと 

禁止 また、重いものを載せたり、加熱 
したり、引っぱったり、むりに曲げ 
たりしないこと 

電源コードが破損し、火災、感電の 
^ 原因となります。 ^ 

/0\ 水につけたり、水をかけたり、雨に 
ぬらしたりしないこと 

ボかけ発火したり感電の原因となります。 

A ぬれた手で電源プラグを抜き差し~ 

/フ\ しないこと 

感電の原因になることがあります。 
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A \ 注意(バッテリーチヤージャーについて) 


A ぬれた手でさわらないこと 

_感電の原因になることがあります。 


/}\製品は、幼児の手の届かない所に置 

ケガの原因になることがあります。^ 
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ご確認ください 


•保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録力ードが付いていますのでご確認ください。「保証書」は、お 
買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっています。「ご愛用者氏名」および 
「住所」「ご購入年月日」「ご購入店」がすべて記入された保証書を必ずお受け取りください。「保証書」 
をお受け取りになりませんと、ご購入1年以内の保証修理が受けられないことになります。もし、 
お受け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請求ください。 

• カスタマ登録は下記のホームページからも可能です。 

http://reg.nikon-image.com 

•使用説明書について 

• この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたします。 

• 製品の外観 • 仕様_性能は予告なく変更することがありますので、ご承知ください。 

• 使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 

• 使用説明書が破損などによって内容が判読できなくなったときは、 ニコン サービスセンターにて新 
しい使用説明書をお求めください（有料)。 

•大切な撮影を行う前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）を行う前には、必ず試し撮りをしてカメラが正常に機能するか 
を事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益喪 
失等に関する損害等） についての 補償はご容赦願います。 

•著作権についてのご注意 

あなたがデジタルカメラで撮影したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利者に無 
断で使用できません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であっても、 
撮影を制限している場合がありますのでご注意ください。また、著作権の目的となっている画像は、 
著作権法の規定による範囲内で使用する以外は、ご利用いただけませんのでご注意ください。 

•ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、ラジオやテレビに近接して 
使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。使用説明書に従って正しい取り扱いをして 
ください。 


f ♦本製品を安心してご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー（バッテリー、バッテリーチャージャー、 AC アダプタ、外付けスピー 
ドライトなど）に適合するように作られておりますので、当社製品との組み合せでご使用ください。 

• 模倣品の Li - ion リチャージャブルバッテリーを使用されますと、カメラの充分な性能が出せな 
いことやバッテリーの異常な発熱や液もれ、破裂、発火などの原因となります。 

• 他社製品および模倣品と組み合わせて使用することにより、事故_故障などが起こる可能性が 
あります。その場合、当社の保証の対象外となりますのでご注意ください。 
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はじめに 


ご使用になる前に 


ストラップについて 

付属のストラップは、次のようにカメラのストラップ取り付け部 （2 力所）に取り 
付けます。 

① I © II ③ III ® III 



レンズキャップについて 

レンズキャップの取り付け • 取り外しは、レンズキャップ装着レバーを押し込ん 
で行ってください（イラスト①)。レンズキャップの紛失を防止するため、付属の 
ひもをレンズキャップの穴に通して、ストラップに結んでおくことをおすすめし 
ます（イラスト②）。 



イラスト① イラスト© 


はじめに 
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各部の名称 


〇 (スピードライトモード） 
ボタン (SB 52) 


アクセサリーシューカバー 

(5 S 1 28) 

アクセサリー 
シュー 

m 1 28) 


イルミ ネーター ボタン 

( SS 2 16) 


モー ドダイヤル 

(SB 18) 


(露出補正/ 
音声メモ録音 • 
再生）ポタン 
(圊59/ 



シヤツター 
ポタン 
(SB 19) 


DC 入力端 
子カバー 


ストラップ取り 
付け部 （2 ケ所) 


DC 入力端子| 
(SB 23) 



内蔵スピードライト 
(SB 32、 52) 

AF 補助光 ( LED ) 

(SB 35,176、 186) / 

セルフタイマーランプ 

( S 3 56) / 

撮影確認 LED 
(SB 1 69) 

AF 測距センサー 

(SB 1 24) 


レンズリング 


レンズリング 
取り外し時 


電源スイッチ 

(SB 26) 



マイク レンズ 

(SB 75. 95) (SS 175、 186) 

レンズ収納時 




リモコン 
受光部 
(SB 57) 
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デジタル端子 （SB 98) / 
オーディオビデオ出力端子 
(SB 96) 


參 


ズーム（0/%ポタン 
(SB 33、85、 88) 



AE/AF-L(AE/ ハドロック) 
ポタン （SB 36、 169) 


電子ビューファインダー 

( S 314.15) 

視度調節ダイヤル 


麵>(メニュー）ポタン 
(SB 40、107、 137) | 
® (クイックレビュー） 
ポタン （SB 37) 

マルチセレクター 

(SB 18) 

（ 決定）ボタン 

■-⑩/0 r 削除/セルフ 
タイマー）ボタン 
(圊37、74、 83/56) 
©(表示切り換え）ポタン 
(SB 19, 83) 


コマンドダイヤル 


CF カードカバー 
(SB 24. 25) 


アジタル晒- 
/オーティオ 
ビデオ出力端子 
カバー 


スピーカー 

(SB 82, 95) 



液晶モニタ 
(35 14、15、 17) 

MF-AF (マニュアル 
フォーカス/フォーカス 
モード）ポタン 
(圜55/ 73) 


バッテリーカバー開閉ノブ 

(SB 22) 


P|sel (モニタ選択）ポタン 
( S 215) 


はじめに 
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15 1413 

図は説明のため、全表示を点灯させた状態を示しています。 


オート撮影モード . 30 

シーンモード . 40 

ズーム表示％ 2 . 33 

フオ J レダ名 . 39、140、160 

AF 表示 . 34 

フオーカスモード . 55 

スピードライトモード . 53 

バッテ U — チェック※ 4 . 31 

時計マーク％ 5 . 28 

画像記録中表示 . 35 


選択されたシーンモードによって変更 （as 4〇) 
1 ズーム操作時に表示 
I シャッターポタンの半押し時に表示 
レバッテリー残量が少なくなったときに表示 
； 日時が設定されていない場合に点滅表示 


スピードライト表示 . 34 

画像サイズ . 50 

画質 . 50 

撮影可能コマ数 . 30 

デー ト写し込み表示 . 172 

絞 D 値 . 63、65 

シャッタースピード . 62、64 

セルフタイマー/カウントダウン表示 

. 56、57 

露出補正アイコン/露出補正値 . 59 

AE / AF 、 AE - し AF - L アイコン 
. 46、81、121 


撮影画面について（液晶モニタ/電子ビニ 


撮影時には液晶モニタと電子ビューファインダーに同じ情報が表示されます。 


56789 10ド12 
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図は説明のため、全表示を点灯させた状態を示しています。 

19 カスタム No . 118 28 露出インジケータ . 65 


20 

UH 連写進行表示 . 

. 111 

21 

スポット測光エリア . 

. 109 

22 

外付けスピードライトモード. 

. 129 

23 

ホワイトバランス . 

. 70 

24 

ISO 感度変更モード . 

■■■■67、68 

25 

階調補正 . 

. 116 


モノクロモード . 

. 117 

26 

AF ェ IJ ア※ 6、7 . 

■41、124 

27 

動画時間表示 . 

. 79 


マニュアルフオーカスインジケータ ...73 


露出モード . 61〜64 

コンバータ . 120 

巳 SS / AE - 巳 SS . 115 

ブラケテイング/ホワイトバランス 

ブラケテイングアイコン . 131 

ノイズ除去表示 . 132 

測光方式 . 109 

連写モード . 111 


撮影メニューの 「AF エリア選択」 を 「オート」 に設定した場合 （圄 1 23) は、被写体にピントが合ったと 
きに5つの AF エリアのいずれかが表示され、 「マニュアル」 に設定した場合（圜 123) は、9つの AF 
エリアが常に表示されます。 

※フシーンモード （圚 4〇)を ！ (ポートレート）、 S (夜景ポートレート）、<1^(クローズアップ）に設定した 
場合は、9つの AF エリアが常に表示されます。 


■ IOISEL (モニタ 選択）ポタンに ついて 

IOISEL (モニタ 選択）ボタンを使用すると、液晶モニタまたは電子ビューファインダーのどちらかに撮影 
画面を切り換えることができます。たとえば、明るい場所で液晶モニタが見えにくいときなどは、電子 
ビューファインダーを使用して撮影することをおすすめします。撮影状況に合わせてお選びください。 
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表示パネルについて 
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図は説明のため、全表示を点灯させた状態を示しています。 


1 

スピードライトモード________ 


■■53 

2 

バッテリーチェック . 


■■31 

3 

露出補正マーク . 


■■59 

4 

ホワイトバランス . 


..70 

5 

感度変更マーク . 


■■67 

6 

シャッタースピード※ . 

. 62、 

64 


絞 D 値％ . 

. 63、 

65 


連写モード . 

■■……110、 

168 


シーンモード . 


..40 


動画モード . 


■■76 


カスタム No . 

■■……118、 

168 


釀 . 


■■49 


画像サイズ . 


■■49 


露出補正値 . 


■■59 


ISO 感度表示 . 


■■67 


ホワイトバランス . 


..70 


通信状態表示 . 


■■98 


カウンタ（撮影可能コマ数） . 30 

露出状態表示 . 65 

フオーカスモード . 55 

マニュアルフォーカス . 73 

測光方式 . 109 

連写モード . 111 

セルフタイマー . 56 


; FUNC ボタンを押すと、シャッタースピード 
と絞り値が切り換わります（露出モードが A 
または S の場合を除く）。 


京(イルミネーター）ボタン 12) を押すと、表示パネルが約8秒間点灯します。表示パネルが 
点灯している間に再度-な(イルミネーター）ボタンを押すと、表示パネルが消灯します。 
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液晶モニタについて 


液晶モニタの開き方 

図のように液晶モニタを開くと、手前に最大90°、レンズ側に最大180°回転さ 
せることができます。さまざまなアングルからの撮影が可能です。 


通常の撮影には 



カメラ本体に折りたたんだ状態で、液晶モニ 
夕を使用した撮影や再生が行えます。通常の 
撮影では、この状態でのご使用をおすすめし 
ます。 


セルフポートレートには 



液晶モニタをレンズと同じ方向に向けると、 
セルフポートレートを撮影できます。液晶モ 
二夕には鏡に映ったような状態（鏡像）で表 
示されますが、撮影画像は正面から見た状態 
(正像）で記録されます。 



使用しないときは 

液晶モニタを使用しないときは、キズ•汚れ防 
止のため、モニタ画面を内側にして、カメラ本 
体に収納することをおすすめします。 


[5 液晶モニタ取り扱い上のご注意 

液晶モニタを回転させる場合は、回転範囲内でゆっくりと回してください。無理な力がかかると、 
カメラ本体と接続しているヒンジ部の破損の原因となります。 

0液晶モニタと電子ビューファインダーの自動切り換えについて 

電源を 0 N にしているときに液晶モニタのモニタ画面を内側にして閉じると、自動的に液晶モニタ 
が消灯し、電子ビューファインダーが点灯します。 
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モードダイヤルについて 


モードを切り換えるときは、モードダイヤルを回して、使用す 
るモードのアイコン（絵文字）を_指標に合わせます。 

露出モード（圊 60) 


撮影状況により4種類の露出モー 
ド （ P 、 S 、 A 、 M ) を選択して撮 
影できます。 


〇オート 撮影 モード （SB 30) 

才_卜で気軽に簡単に撮影できま 
す。デジタルカメラをはじめてお 
使いになる方におすすめします。 


E 再生モード（圜 83) 

撮影した画像を液晶モニタで再生 
します。 


4-画質/画像サイズ設定（圊 48) 
ISO 撮像感度設定 （ S 3 67) 

WB ホワイトバランス設定 （SS 69) 

各設定のメニュー画面が表示されます。 



M シーンモード （ SB 40) 

パーティーや夜景など15種類の 
シーンに応じた最適な設定で撮影 
でぎます。 



填 . 

，動画モード（围 75) 

1 

5種類の動画を撮影でき 
ます。 _1 


SET UP セットアップモード （08156) 

セットアップメニューが表示されます。 
日時や画面の明るさなどを設定します。 


マルチセレクターについて 


メニュー操作時 （SB 107、137、156)は、マルチセレクターを使用します。 

上（の項目）に移動 


前画面に戻る 

(キャンセルまたは左を選択) 




次画面に移動 
(右を選択または決定） 


はじめに 
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® (表示切り換え）ポタンについて 


® (表示切り換え）ボタンを押すと、撮影時の画面表示を切り換えることができます。 


撮影情報と撮影画像 撮影時に撮影画像のヒストグラムが表示されます 

が表示されます。 （モードダイヤルが P 、 S 、 A の場合のみ”。 



シャッターポタンの半押しについて 


シャッターボタンを軽く押して、途中で止める動作を「シャッターボタンを半押 
しする」といいます。シャッターボタンを半押しすると、ピントと露出が決まり、 
半押し中は、ピントと露出は固定されます。半押しした状態から、さらに深く押 
し込むと、シャッターがきれます。 



はじめに 
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バッテリーチャージャーの電源コードを接続します 

• 電源コードの AC プラグを AC ブラ 
グ差し込み口に（①)、電源プラグ 
をコンセントに差し込みます（②）。 
CHARGE ランプが点灯して（③)、 
通電中であることをお知らせします。 



2付属のリチャージャブルバツテリー EN - EL 7 の端子カバーを外し 
て、ノ（ツテリーチャージャーにセツトします 

• バッテリーの端子部側からセツトし 
てください。 


[5 バッテリーチャージャーについてのご注意 

•バッテリーチャージャ ー MH -56 をご使用の際には、「安全上のご注意」の「警告」、「注意 」 （SB 
5〜 6) の注意事項を必ずお守りください。 

• MH -56 は、ニコン Li-ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 を充電するためのバッテリー 
チャ—ジャ—です。 MH -56 に対応していないバッテリーは、使用しないでください。 

• MH -56 には、国内での使用に適合する専用の電源コードが付属しています。付属の電源コードは 
MH -56 以外の製品には使用しないでください。また、 MH -56 を海外で使用する場合は、別売の 
電源コードが別途必要になります。別売の電源コードについては、ニコンサービスセンターにお問 
い合わせください。 
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撮影の準備 


バッテリーを充電します 


このカメラには専用 Li - ion リチャージャブルバッテリー（充電式リチウムイオン 
電池） EN - EL 7 が付属しています。はじめてご使用になるときや、バッテリーの 
残量が少なくなったときは、付属の専用バッテリーチャージャー MH -56 で充分 
■ に充電してからご使用ください。 


撮影の準備 






































4 充電が完了したら、バッテリーをバッテリーチャージャーから取 
り外し、電源プラグをコンセントから抜きます 

• バッテリーチヤージャーを使用しないときは、電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 


[5 バッテリーについてのご注意 

•リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 をご使用の前に、「安全上のご注意」の「警告」、「危険 」 （SB 
4 〜 5) の注意事項を必ずお守りください。 

• リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 をご使用の際には、「バッテリーの取り扱いについて 」 （SB 
177) の注意事項をよくお読みの上、内容を充分に理解してから正しくご使用ください。 

• 周囲の温度が 0° C 〜 4 CTC の範囲を超える場所で使用しないでください。バッテリーの性能が劣化 
したり、故障の原因となります。充電は室温 （5° C 〜 35° C ) で行ってください。 

•カメラの使用直後など、バッテリー内部の温度が高くなる場合は、バッテリーの温度が下がるのを 
待ってから、充電してください。バッテリー内部の温度が高い状態では、充電ができなかったり、 
不完全な充電になるばかりでなく、バッテリーの性能が劣化する原因となります。 

• バッテリーを使用しないときは、カメラやバッテリーチャージャーから必ず取り外してください。パッ 
テリーをカメラに入れたままにしたり、バッテリーチャージャーにセットしたままにしておくと、電 
源が切れていても微少電流が流れていますので過放電になり使用できなくなるおそれがあります。 

• バッテリーをカメラやバッテリーチャージャーから取り外した場合は、必ず付属の端子カバーを付 
けて < ださい。 

バッテリーのリサイクルについて 

不要になった充電式電池は、貴重な資源を守るために、廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店 

へお持ちください。 


3充電します 



CHARGE ランプが点滅し（①)、充 
電が始まります。 

CHARGE ランプが点灯したら（②)、 
充電が完了です。 

充電時間は残量のない状態で約2時 
間30分です。 


CHARGE ランプの状態と意味は次のとおりです。 


CHARGE 

ランプ 

意味 

点滅 

バッテリーは充電中です。 

点灯 

バッテリーの充電が完了しました。 

速い点滅 

• 指定温度外で使用しています。室温 （5° C 〜 35° C ) でご使用ください。 

• セットしたパッテリーに異常があります。ただちに電源プラグを抜いて充電 
を中断してください。パッテリーおよびバッテリーチャージャーは販売店や 
ニコンサービスセンターにお持ちください。 



撮影の準備 
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1 カメラの電源が OFF になっていることを確認 
します 


2 バッテリーカバーを開けます 

• バッテリーカバー開閉ノブを （2 側にスライドさ 
せて（①)、バッテリーカバーを開けます（②)。 

L 1 BATTERY Jl 

m 

i® 


3 バッテリーを入れます 

• バッテリーカバー裏側にある図に合わせて、 
十と一を正しい向きで入れてください。 

• 向きを間違えて挿入すると、カメラが破損す 
るおそれがあります。正しい方向になってい 
るか、再度ご確認ください。 


4 バッテリーカバーを閉じます 

•バッテリーカバーを閉じて（①)、バッテリーカ 
バー開閉ノブを@側にスライドさせます（©)。 

• バッテリーカバーがしっかりと閉じていることを 
ご確認ください。 


p mm u # - i / u - 

COOLPIX 840◦が認識するバッテリーは、 Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 のみです。 
EN - EL 7 以外のノ（ッテリーは使用できません。 
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バッテリーを入れます 


付属の専用バッテリーチャージャー MH -56 で充電した Li - ion リチャージャブル 
バッテリー EN - EL 7 をカメラに入れます。 


撮影の準備 


































[5 バッテリーを取り出すには 

•バッテリーをカメラから取り出す場合は、カメラの電源を OFF にし、バッテリーカバー開閉ノブ 
を g 側へスライドさせてバッテリーカバーを開け、バッテリーを取り出してください。 

• 使用直後はバッテリーが熱くなっていることがあります。取り出すときは充分ご注意ください。 

@バ少-テリーカバ5 P つし)て， 

バッテリーカノ（一は、別売のノ（ッテリーパック M 巳- CP 1◦を 
取り付けるためにカメラから取り外すことができます。パッテ 
リ_カパーは、下に押さえながら（①）片側から手前に引いて 
(②）取り外します。 


パ'ッテリーカバーを取り付けるときは、片側を先に挿入してから、右の図の方 
向に、カチッと音がするまで押し込んでください。 


^使用可能な AC アダプタについて 

再生時やパソコンとの接続時など、カメラを長時間ご使用になる 
場合は、 AC アダプタ EH -54 (別売） （0 B 173) を使用してくださ 
い。 AC アダプタを使用すると、家庭用コンセント （ AC 100 V ) から 
COOLPIX 8400へ電源を供給できます。 EH -54 以外の AC アダプ 
夕は 絶対に使用しないでください。 カメラの故障、発熱の原因となり 
ます。 



撮影の準備 
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•向きを間違えて挿入すると、カメ 
ラおよび CF カードが破損するおそ 
れがあります。正しい方向になつ 
ているか、再度ご確認ください。 


一端子部 


うら面 




3 CF カードを入れます 

• イジェクトレバーが押し込まれていることを確認 
し（①)、 CF 力ードをカバー裏側にある図のよう 
に うら 面を手前に向けて差し込み（©)、矢印方 
向にしっかりと奥まで挿入します。 

• CF 力ードを挿入するときには、 CF 力ードの端 
子側からカメラに挿入してください。 





4 CF カードカバーを閉じます 


0 CF 力ードの初期化 

CF 力ードをはじめて COOLPIX 8400で使用する場合は、 必ず 
CF 力ードを初期化してください。 詳しい手順については撮影メ 
ニューの「力ードの初期化」 ■ 1 36) をご覧ください。 


Iff 


CF カードを入れます 


C 00 LPIX 8400で撮影した画像は、 CF 力ー ドに記録されます。 



2 CF 力ードカバーを開けます 

• はじめてご使用になる場合は、 CF 力ードス□ット 
の中に CF カードの挿入方法が書かれた黄色のシー 
卜が入っています。 CF カードを入れる前に取り出 
してよくお読みください。 


_ 


挿入 


挿入方向 
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QCF カードを入れるときのご注意 

• イジェクトレバーが押し込まれていない状態で CF 力ー ドカバーを 
閉じると、力ードが少し外に出てしまうため、カメラの電源を ON 
にしたときにエラーの原因となります。 CF 力ー ドを挿入する際は、 
必ずイジェクトレバーが押し込まれている （ CF 力ードカバー裏側 
の図 [!◄ の状態になっている）ことを確認してください。 


[5 CF カードを取り出すには 

CF 力ー ドを取り出すときは、必ずカメラの電源を OFF にし 
てください。 CF 力ードカバーを開け、イジェクトレバーを 
押し込むとイジェクトレバーが出ます （CF 力ードカバー裏側 
の図 D 嵋の状態)。イジェクトレバーをもう一度押し込むと 
(①)、 CF 力ードが出ますので（②)、引き抜いて取り出して 
ください。 

•カメラの使用直後は、 CF 力ードが熱くなっていることがあ 
ります。取り出すときは充分ご注意ください。 


^使用可能な CF カードについて 





使用可能な CF 力ードおよび使用上の注意については、「付録」の「使用可能な CF 力ード」 （ SB 1 74) をご 
覧ください。 


撮影の準備 
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電源を ON にします 




0電源を OFF にするには 

電源を OFF にするには、矢印の方向に電源スイッチを回します。電源 
を OFF にすると、液晶モニタ（および電子ビューファインダー）は消 
灯します。 


这オートパワーオフ機能（節電モード） 

カメラの電源が ON の状態で、なにも操作しないで約1分（初期設定）経過すると、バッテリーの 
消耗を抑えるためにオートパワーオフ機能が作動して節電モードになり、液晶モニタ（および電子 
ビューファインダー）が消灯します。 

節電モードを解除するには、 ® (表示切り換え）ボタン、 ® (クイックレビュー）ボタン、または 
® (メニュー）ボタンを押すか、モードダイヤルを切り換えるか、シャッターボタンを半押しして 
ください。 

才一トパワーオフ機能が作動するまでの時間は、セットアップメニューの 「オートパワーオフ」 か 
ら、30秒、1分、5分、30分のいずれかに設定できます （05 167)。ただし、メニュー画面が表 
示されている場合は3分に、 AC アダプタ EH -54 (別売）を使用している場合およびスライドショー 
(SB 1 45) を 「エンドレス」 に設定している場合には30分に固定されます。 
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言語と日時を設定します 


はじめてカメラの電源を ON にしたときは、表示言語や日時を設定する画面が自動 
的に表示されます。以下の手順で設定してください。 


D 



Deutsch 

Svenska 

English 

Espanol 

日本語 

中文 ( 说体） 

Fran?ais 

_ 文 ( 繁體） 

Italian 。 

Etg 

Nederlands 



カメラの電源を ON にすると、「表示言語」画 
面が表示されます。マルチセレクターで言語 
を選択し、❹を押します。 

• ® (メニュー）ボタンを押すと、言語および 
日時設定をキャンセルしてモードダイヤルに 
対応した画面に切り換わります。 



>を押します。「自宅の設定」画面が表示さ 
れます。 


B 



日時設定をしますか？ 


口 


レ 


「日時設定」画面が表示されます。 △ または 
v を押して「はい」を選択します。 

• 「いいえ」を選択すると、日時設定をキャンセ 
ルしてモードダイヤルに対応した画面に切り 
換わります。 


□ 




<または > を押して自宅のあるタイムゾー 
ン（地域）を選択します。 


B 



2004 . 09 . 01 00:00 
K •) n Tokyo, Seoul 


ゾーン選択 
□ 夏時間 


©を押します。「ワールドタイム」画面に切 
り換わります。 

• 夏時間を設定する場合は、「夏時間」を選択 
し、©を押して□を®に切り換えます。 
その後、都市名の項目に戻ってください。 

• 「ゾーン選択」を選択して > を押すと、手順 
3に戻ります。 


■ 夏時間につぃて 

夏時間とは、夏の間だけ時刻を1時間繰り上げて、日中の明るい時間を有効利用する趣旨で、現在 
約 70 ヶ国で採用されている制度です。夏時間を設定すると、時刻が 1 時間進みます。ただし、日 
本国内では設定する必要がありません。 


撮影の準備 


27 



































|>を押して、「月」の設定に移ります。7と 
8の手順を繰り返して、「月」、「日」、「時」、 
「分」を順番に合わせます。 






□ 


「年」が点滅します。 △ または ▽ を押して 
「年」を合わせます。 


□ 

© 

>を押します。「年月日」の位置で文字が点 
滅します。 


△または▽を押して、「年月日」、「月日 
年」、「日月年」の中から、日付の表示順を選 
択します。 





❹を押します。日時が決定して、モードダ 
イヤルに対応した画面に切り換わります（例 
は〇 (オート撮影）モードセツト時)。 

• 日付と時刻が設定されていない場合は、 
撮影画面に時計マーク（@)が点滅し 
(SB 14)、撮影した画像の撮影日時情報に 
は、「0000.00.00 00:00」（動画（圜 
75) の場合は「2004.09.01 00:00」） 
と記録されます。 
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@バックアップ電池について 

バックアップ電池はバッテリーや AC アダプタでカメラに電源が供給されていると、約10時間で 
充電されます。充電が完了すると、カメラのバッテリーを取り出したり、 AC アダプタを外しても、 
記憶された日時は 数日間 保持されます。 パックアップ電池が切れたときは、自動的に日時設定画面 
が表示されますので、日時を設定してください。 

• パックアップ電池の充電が不充分な場合、設定した日時のデータが失われることがあります。 


@日時設定について 

• 日時を設定すると、撮影した画像に撮影日時が情報として記録されます。 

•日時を設定しただけでは、プリント時に日付は写し込まれません。日付を入れてプリントする方法 
については、101ページをご覧ください。 

• カメラの電源を 0 N にしたときに時計マーク （® が点滅表示された場合は、日時を設定してください。 
• カメラの内蔵時計は一般的な時計（腕時計）ほど精度はよくありません。定期的に日時設定を行う 
ことをおすすめします。 




撮影の準備 
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(オート撮影）モードでは、撮影状況に合わせて自動的にカメラの各機能が最 
適な状態にセツトされます（初期設定の場合)。はじめてデジタルカメラをご使用 
になる方でも簡単に撮影できます。 


の 

基 

本 




ヅ 

プ 


1カメラのモードダイヤルを13に合わせます 


2カメラの電源を ON にします 

•電源を ON にすると、レンズが繰り出し、液晶モ 
ニタ（または電子ビューファインダー）に才ープニ 
ング画面 （SB 1 63) が表示された後、撮影画面に 
切り換わります。 
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■ バッテリーチェック表示について 


液晶モニタ/ 
電子ビュー 
ファインダー 

表示パネル 

意味 

カメラの状態 

表 7 JT なし 

(点灯) 

バッテリーの残量は充分です。 

撮影できます。 

(点灯) 

バッテリーの残量が減り始め 
ました。 

(点灯） 

C^l 

(点灯） 

バッテリーの残量が少なくな 
りました。パッテリー交換の準 
備をしてください。 

撮影できますが、内蔵スピード 
ライト発光後、充電中に液晶モ 
二夕が消灯します。 

電池残量が 
ありません 

4=^1 

(点滅） 

パッテリーの残量がなくなり 
ました。充電済みのバッテリー 
と交換してください。 

撮影できません。 


■ メモリ残量について 

「メモリ残量がありません」という警告メッセージ （0 B 179)が表示されたときは、 CF 力ードに撮 
影できるメモリ残量がないため、撮影を行うことができません。このようなときは次のいずれかの 
方法で対処してください。 

• 画質や画像サイズを変更する（条件によっては撮影できなしヽ場合があります ） (SB 48) 〇 
• 新しい CF 力ードに交換する （SB 24)。 

• CF 力ードに記録されている画像を削除する（聞37、138)。 


撮影の基本ステップ 
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■カメラを構え、構図を決めます 


1カメラを構えます 

•手ブレを防ぐため、カメラは両手でしっかりと持 
ちます。 

^カメラを構えるときのご注意 

撮影の際に、レンズや内蔵スピードライト発光部、マイク、 
AF 補助光 （ LED)、AF 測距センサー などに指や髪、ストラッ 
プがかかったりしないようにご注意ください。 



■ 内蔵スピードライトについてのご注意 

• 〇 (オート撮影）モードの場合、シャッターボタンを半押しすると、暗いときに内蔵スピードラ 
イトが自動的にポップアップして（上がって）発光します。内蔵スピードライトについては、「いろ 
いろな撮影機能」の「スピードライトモード」をご覧ください（圜52)。 

• ポップアップした内蔵スピードライトを指などで押さえて撮影しないでく 
ださい。 この場合、シャッターボタンを半押ししたときに、撮影画面に警 
告が表示されます （05 181)。 

-内蔵スピードライトを無理に手で持ち上げないでください。破損の原因 
となります。 

• 使用しないときは内蔵スピードライトをまっすぐ押し下げて収納してく 
ださい。 

M 暗い場所で撮影する場合の液晶モニタについて 

液晶モニタを使用して暗い場所で撮影する場合、画面を見やすくするために通常の撮影時にくらべ 
てざらついた表示になることがあります。 
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2 


構図を決めます 

写したいもの（被写体）を画面の中央に合わせ、構 

図を決めます。 

•このカメラは、 3.5 倍の光学ズームレンズを装備 
しています。ズームボタンを押すことに 
より、撮影する範囲を変更することができます。 

• ^ボタンを押すと、レンズが広角側にズーミン 
グして、撮影する範囲が広くなります。 

• D ボタンを押すと、レンズが望遠側にズーミン 
グして、被写体を大きく写すことができます。 

•光学ズームをもっとも望遠側にして、さらに D 
ボタンを約2秒以上押し続けると、自動的に電子 
ズームが作動し、光学ズームの最大倍率 （3.5 倍） 
の約4倍（合計約14倍）まで拡大することがで 
ぎます。 

• 電子ズームが作動すると、ズーム表示が黄色に変 
わります。 

•電子ズームをキャンセルするには、ズーム表示が 
白色に戻るまで®ボタンを押し続けてください。 


ミドリレポジション 電子ズーム領域 


w 

広角側望遠側 

] OB 厂 


撮影画面上部のズーム表示 
はズームの量を表します。 


回^^ 


電子 ズーム 時 



広角側 


望遠側 


@電子ズームについてのご注意 

電子ズーム126)は、カメラがとらえた画像データをデジタル処理することで、画像の中央部 
を拡大しています。光学ズームと違い、画像の中央部分を単に画面全体に拡大するため、粒子の粗 
い画像になります。 

@電子ビューファインダーの視度調節について 

電子ビューファインダーの視度が合わず、被写体が見えに 
くい場合には、電子ビューファインダーの視度を調節する 
ことができます。被写体がもつともよく見える位置まで視 
度調節ダイヤルを回してください。 

電子ビューファインダーをのぞきながら視度調節ダイヤル 
を操作するときは、誤つて指で目を傷つけないように注意 
してください。 


iff] 


撮影の基本ステップ 
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ピントを合わせて撮影します 


シャッターポタンを半押しして、ピントを合 
わせます 

•シャッター ボタンを半押しすると、ピントと露出 
が決まり、半押し中はピントと露出が固定されま 
す （ S 3 19)。 

• E 1 (オート撮影）モードでは、撮影画面中央にあ 
る被写体にピントが合います。 

• 被写体が暗い場合は、内蔵スピードライトが自動 
的にポップアップして発光します。 

シャッターボタンを半押ししたときの AF 表示 UF 參)、 
スピードライト表示 (!•) の状態は次のとおりです。 






AF 表示 


ta |5 





へ 



マ 

w 


^ i 

ll 犯 

画 


i 


AF 表示 


スピード 
ライト表示 



緑色点灯 

被写体にピントが合っています。 

緑色点滅 

被写体にピントを合わせることができ 
ません。構図を変えて再度ピントを合 
わせてください。 

赤色点灯 

シャッターボタンを押し込むと、内蔵 
スピードライトが発光します。 

赤色点滅 

内蔵スピードライトは充電中です。 

非表示 

内蔵スピードライトは発光しません。 


スピードライト表示 


2シャッターボタンを半押ししたまま、ゆっくり 
と最後まで押し込み、撮影します 

• シャッターボタンを一気に押すと手ブレの原因と 
なります。シャッターボタンはゆっくりと最後ま 
で押し込んでください。 


ぼ 


撮影の基本ステップ 
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n 画像記録中についてのご注意 

•撮影画面に□マークまたは g マークが表示されている場合は、画像を記録中ですので、 CF 力一 
ドを取り出したり、バッテリーや専用 AC アダプタを抜いたりしないでください。書き込み中の画 
像が記録されなかったり、撮影した画像やカメラ、 CF 力ードが壊れたりする場合があります。 

• 撮影画面に g マークが表示されるまでは撮影を続けることができます。 

バッテリーチェック表示中の内蔵スピードライトの使用について 

パッテリーチェック表示が撮影画面に点灯しているときに内蔵スピードライトを発光すると、発光 
後の充電中は液晶モニタが消灯し、パッテリーの消耗を防ぎます。 

□ AF 補助光について 

COOLPIX 8400 は、 AF 補助光を搭載しています。被写体が暗い場合に 
シャッターボタンを半押しすると、 AF 補助光が自動的に照射され、被写体 
を照らして才一トフォーカスでのピント合わせを可能にします。 

• AF 補助光が届く範囲は、約 0.5 〜 4m です。 

• 次の場合は AF 補助光を使用することができません： 

_動画モードが「微 速度 撮影」以外に設定されている場合 （0 B 75) 

• フォーカスモードが ii (遠景モード）にセットされている場合 （0 B 55) 

-シーンモード （03 40) が■(風景)、 B (夜景)、 皿 (ミュージアム)、#(打ち上げ花火)、 夂( ス 
ポーツ)、 K トワイライト）に設定されている場合 
• 「フォーカス ： AF エリア選択」 （0 B123) が 「マニュアル」 に設定されているか、シーンモード 
( S 340) が！(ポートレート)、 S (夜景ポートレート)、⑽(ク□-ズアップ）に設定されてお 
り、中央以外の AF エリアが選択されている場合 
• マニュアル フォー カスがセットされている場合 (SB 73) 

液晶モニタおよび電子ビューファインダーの撮影画面について 

液晶モニタおよび電子ビューファインダーの撮影画面は、撮像素子 (CCD) からの映像を処理して表 
示します。そのため、実際の被写体の動きよりも若干遅れて表示されます。動きの速い被写体の撮 
影など、表示の遅れを軽減したい場合は、セットアップメニューの 「モニタ設定；レリーズ応答速度」 
を 「クイックレスポンス」 に設定してください （SB 161)。 



撮影の基本ステップ 
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□オートフォーカスが苦手な被写体 

次のような場合、オートフォーカスでは適切なピント合わせができないことがあります。 

• 非常に暗い被写体 （AF 補助光範囲外、または AF 補助光非照射時） 

• 画面内の輝度差が非常に大きい場合（太陽が背景に入った日陰の人物など） 

• コントラストがない被写体（白壁や背景と同色の服を着ている人物など） 

• 遠いものと近いものが混在する被写体（オリの中の動物など） 

• 連続した繰り返しパターンの被写体（格子状に並んでいるビルの窓など） 

• 動きの速い被写体 

I 構図を変えて撮影する （ AE/AF ロック撮影） ) 

AF/AE ロック撮影は、シャッターボタンを半押ししてピントと露出を固定したまま、構 
図を変えて撮影する方法です。被写体を画面の中央以外に配置して撮影したい場合や、 
オートフォーカスが苦手な被写体を撮影する場合に便利です。 


D 


ピントを合わせます 





写したいものが画面の中央になるようにカメ 
ラを向け、シャッターボタンを半押しします。 


B 


AF 表示を確認します 



ピントが合うと、 AF 表示が点灯します。 


B 


シャッターポタンを半押ししたまま 
構図を変えます 





□ 


シャツターボタンを押し込んで撮影 
します 







シャッターボタンを半押ししている間は 
ピントと露出が固定されます。 
カメラから被写体までの距離を変えない 
でください。被写体との距離が変わった場 
合は、いったんシャッターボタンから指を 
離し、ピントを合わせなおしてください。 


1 AE / AF - LCAE/AF □ ック）ポタン 

AE/AF □ック撮影は、 AE/AF-L ボタンを押すことにより行うこともで 
きます。 AE/AF-L ボタンを押している間はピントと露出が固定されます。 
セッ トアップメニューの 「ボタン設定： AE -し AF-LJ では、 AE/AF-L ボ 
タン （SS 1 69) の機能を変更することができます。 


3屬 
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撮影の基本ステップ 


































, 撮影した画像を確認します（レビュー再生/簡易再生モード） 


COOLPIX 8400のレビュー再生、簡易再生モードを使用すると、モードダイヤル 
を [H (再生）モードに切り換えなくても、撮影後すぐに画像を再生することができ 
ます。 


□ 


妙 CK) 



撮影モードで ® (クイックレビュー）ボタ 
ンを押します。 

• 撮影した画像が撮影画面の左上に縮小表 
示されます（レビュー再生モード)。 



レビュー再生モード時に®ポタンを押します。 
• 撮影した画像が画面全体に表示されます 
(簡易再生モード)。 

• 簡易再生モード時に®ポタンを押すか、 
シャッターポタンを半押しすると、撮影画 
面に戻り、いつでも撮影できます。 


マルチセレクターの < または △ を押すと前の画像を、> または ▽ を押すと、次 
の画像を見ることができます。 


表示中の画像を削除する場合（簡易再生モード） 


簡易再生モード時に®ボタンを押すと、削除確認画面が表示されます。マルチセレク 
ターの▽を押して、「はい」を選択し、〇を押すと、表示中の画像を削除して、簡易再生 
モードに戻ります。 


• 「いいえ」を選択して©を押すと、画像は 
削除されずに簡易再生モードに戻ります。 

@画像の削除について 

レビュー再生モードで®ボタンを押しても画 
像は削除されません。 


_ 



M 再生モード [ H について 

画像を再生するには、レビュー再生モード、簡易再生モードの他に、モードダイヤルを®に切り換 
える再生モードが使用できます （SS 83 ) 〇 

M 画像再生について 

表示画像を切り換えた直後は、 CF カードに記録された画像を素早く表示するために、画像が粗くな 
ることがあります。 


撮影の基本ステップ 
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クイック拡大 


簡易再生モード時 （SB 37) または再生モード （1 コマ再生モード： as 83) 時にマルチセ 
レクターの〇を押すと、画面が3倍に拡大される「クイック拡大モード」になります。 
撮影した画像のピントの状態などを液晶モニタで確認することができます。 



簡易再生モード時または1コマ再生モード 
時に、マルチセレクターを使ってクイック 
拡大したい画像を液晶モニタに表示します。 



©を押すと、画面が拡大表示されます。画 
面は縦横3画面ずつの大きさに拡大され、 
液晶モニタには中央の1画面が表示され 
ます。 


B 





他の部分を見たい場合は、画面の右下に表 
示されるガイドを参考に△、▽、<、> 
を押して表示される部分を切り換えてくだ 
さい0 


©を押すと簡易再生モードまたは1コマ 
再生モードに戻ります。 


クイック拡大中にズームボタン «3XD) を押すと、拡大表示モード（聞 88) になり、 
自由に倍率を変更することができます。 


撮影の基本ステップ 
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■ ファイル名とフォルダ名 

COOLPIX 8400で撮影した画像や動画、録音した音声は、カメラが自動的に作成するファイル名 
で保存されます。最初の4文字は識別子を表しており、次の4桁の番号は撮影順に連番でつけられ 
ます（最初の4文字はカメラの画面には表示されません)。各ファイルの最後には、ファイルのタイ 
プを示す拡張子がつきます（例 ； DSCNOOO 1. JPG )。 



ファイルのタイプ 

識別子 

拡張子 

8 


画質が RAW の静止画 

DSCN 

.NEF 

48 


画質が HI の静止画 

DSCN 

.TIF 

48 

撮影した画像 

その他の静止画 

DSCN 

■JPG 

48 


動画 

DSCN 

.MOV 

75 


微速度撮影 

INTN 

.MOV 

80 


トリミングで作成した画像 

RSCN 

JPG 

90 

編集した画像 

スモールピクチャー 

SSCN 

■JPG 

92 


D - ライティングで作成した画像 

FSCN 

■JPG 

94 


元画像に録音した音声メモ 

DSCN 

.WAV 

95 


トリミングで作成した画像に録音した音声メモ 

RSCN 

.WAV 

95 

録音した音声 

スモールビクチャーに録音した音声メモ 

SSCN 

.WAV 

95 


D - ライティングで作成した画像に録音した音声 
メモ 

FSCN 

.WAV 

95 


• ファイルを保存するフォルダはカメラが自動的に作成し、フォルダ名には3桁のフォルダ番号が 
つきます（例： 100 NIK 0 N )。 ひとつのフォルダ内に200個のファイルがある場合には、フォル 
ダ番号に1を加えた新しいフォルダを自動的に作成します（例： 100 NIK 0 N — 101 NIKON )。 

• UH 連写時は、撮影を行うたびに 「 N _ XXX 」 フォルダ（例：101 N _001) が新しく作成され、 
識別子が 「 DSCN 」 の一連の画像が保存されます （0 B 11〇)。 

•インターバル撮影時は、撮影を行うたびに 「 INTVL 」 フォルダが新しく作成され、ファイル名 
「 DSCN 000 1」から一連の画像が保存されます（圜113)。 

-パノラマアシストモード時は、撮影を行うたびに 「 P _ XXX 」 フォルダ（例：101 P _001) が新 
しく作成され、ファイル名 「 DSCNOOO 1」から一連の画像が保存されます（圜46)。 

• フォルダ内のファイル番号が9999に達した場合には、カメラが自動的に新しいフォルダを作成 
し、そのフォルダ内で再び0〇〇1から連番でファイル番号をつけます。 

• フォルダ番号が999のときにファイル数が200個またはファイル番号が9999に達した場合に 
は、 CF 力ードの記録容量に余裕があっても、それ以上撮影できません。 CF 力ードを交換するか、 
CF カードを初期化 （00 1 36) してください。 

• 画像を再生すると、最初に番号のもっとも大きいフォルダの中のファイル番号のもっとも大きい画 
像が表示されます。 


撮影の基本ステップ 
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シーンモード 


シーンモードの使い方 


C 00 LPIX 8400 では、15種類のシーンモードが使用できます。撮影状況や被写 
体に合ったシーンモードを選択するだけで、複雑な設定をしなくても思いどおり 
の撮影が簡单に楽しめます。シーンモードの選択方法は次のとおりです。 


□ 

覆 


@一 


⑩ 


^mn 3 

|.| [ ] E 3 
E 

p mm ai i 


モードダイヤルを Hi に合わせます。 
• 初期設定では: f が表示されます。 



••ふ •• 


m 

m m -m h 

H M 播 CUS ； 


□ SB ixi ^ A 

<SD (メニュー）ポタンを押すと、シーンモー 
ドメニューが表示されます。 


B 



恐 

2 m S 基 S H 

当： H M . 脱 
_□ BE W 戈 — 


マルチセレクターでセツトしたいシーン 
モードを選択します。 

• 選択されているシーンモードのアイコン 
が画面上部に大きく表示されます。 

• コマンドダイヤルを回してシーンモード 
を選択することもできます。 

•シーンモ_ドの変更をキャンセルする場 
合は®ポタンを押します。 



©を押すと、選択したシーンモードがセツ 
卜され、撮影画面に戻ります。 

• 選択したシーンモードのアイコンが撮影 
画面の左上に表示されます。 


M 思いどおりの画像にならない場合は 

撮影状況によっては、選択したシーンモードでは期待どおりの結果にならない場合があります。この 
ような場合は、モードダイヤルを〇、 P 、 S 、 A 、 M に合わせて撮影を行うことをおすすめします。 

@シーンモードの切り換えについて 

シーンモードは、撮影画面の表示中に FUNC 
ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回して 
切り換えることもできます。 

0 AF 補助光の制限について 

圍(風景)、 H (夜景)、皿(ミュージアム)、.(打ち上げ花火)、\(スポーツ)、_(トワイライト) 
に設定時、または支(ポートレート)、 S (夜景ポートレート)、⑽(クローズアップ）時に中央以外 
の AF エリアが選択されている場合には、 AF 補助光は照射されません。 
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シーンモードの種類と特徴 


i ポートレート 


表示パネル: 5 CE 


人物の撮影に使用します。背景をぼかし、人物を浮き立たせ 
て立体感のある画像に仕上げます。 

•背景をぼかす度合いは、明るさで変化します。 

•ピントを合わせる AF エリアを、マルチセレクターで9ケ所 
から選択できます。 


<§>(赤目軽減自動発光） 

全モードに変更可能 


AF 


通常 AF 

に固定 



魏パーティ. 


表示パネル： £>? 


パーティー会場などで、キャンドルライトを活かしてきれい 
に写すなど、被写体の背景を活かした雰囲気のある画像に仕 
上げます。 

•画面の中央にある被写体にピントが合います。 


Tm 


<§> (赤目軽減自動発光) 

自動発光に変更可能 


AF 


通常 AF 

に固定 


1 


■ 


カメラをしっかり 
持ってください 


@表の中の記号について 




スピー ドライ トモー ド （00 52) 


AF :フオーカスモード （00 55) 

^ :手ブレ度合い表示 

シーンモードによっては、被写体の明るさに合わせてシャッタースピードが遅くなり、手ブレが起き 
やすくなる場合があります。表に示した手ブレ度合い表示に応じて、次のように対処してください。 

• ^ :脇を締めて、カメラを固定するようにしっかりと持ってください。 

• :三脚を使用するか、安定した台などにのせて、カメラを固定してください。 

0 AF ェリァの選択方法 

f (ポートレート）、 s (夜景ポートレート)、(クローズ 
アップ）設定時は、9つの AF エリアが撮影画面に表示され 
ます。マルチセレクターの △ (上に移動)、▽(下に移動）、 

<|(左に移動）、> (右に移動）、© (中央に移動）を押して 
被写体がある AF エリアを選択してください。選択した 
AF エリアは赤く表示されます。 



! r i ' 

E 3 [ ] f 1 
e 31- 1 8 ¢1 _ 
P 漏 ® I (E Hi 


シ—ンモ—ド 
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fSj 夜景ポートレート 


表示パネル： SCE 3 


夕景や夜景をバックに人物を撮影したいとき、背景を黒くつ 
ぶすことなく、人物も背景も自然に表現できます。 

• 画像にノイズが発生するような遅いシャッタースピードで 
は、自動的にノイズ除去が行われます （S3 132)。 

•ピントを合わせる AF エリアを、マルチセレクターで9ヶ所から選択できます（圄 
41)〇 


圃 


4 

<§> (赤目軽減自動発光） 

AF 

通常 AF 

驪 


自動発光に変更可能 

に固定 


M ^ 吏し用まをす 


海•雪 


表示パネル： 5 [£ゞ 


晴天の海や湖、砂浜や雲景色を明るく鮮やかに撮影します。 
•画面の中央にある被写体にピントが合います。 


シ 

I 

ン 

モ 

I 


自動発光 

全モードに変更可能 


AF 


通常 AF 

に固定 



■風景 


表示パネル： S 5 


風景写真を撮影したいときに使用します。木々の緑や青空などの 
輪郭やコントラストを強調して鮮やかな色の画像に仕上げます。 
•フォーカスは遠景にピントが合うようにセツトされます。 

シャツターボタンを半押しすると、常に AF 表示が点灯します。 
• 被写体が暗くても、 AF 補助光は照射されません。 



4 

⑤（発光禁止） 


に固定 


AF 


,(遠景モード） 

に固定 


:夕焼け 


表示パネル： SCES 


美しい赤い夕焼け（朝焼け）を見た目のままに美しく表現します。 
•画面の中央にある被写体にピントが合います。 


4 

® (発光禁止） 

孑 

に固定 


AF 


通常 AF 

に固定 


1 



■ 


カメラをしっかり 
持ってください 
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iHi £ ユージ アム 


表示パネル ： SCEB 



スピードライトの発光が禁止されている美術館など、内蔵スピー 
ドライトを発光させたくない場所で撮影するときに使用します。 

• 「巳 SS 」 が自動的に 「 ON 」 になります。シャツターボタンを 
押し続けている間、最高で1◦コマを連続撮影し、その中か 
らもっともシャープな画像をカメラが1コマ自動的に選択します。 

• 博物館、美術館などによっては撮影そのものが禁止されている場合があります。 

あらかじめご確認ください。 

•画面の中央にある被写体にピントが合います。 

• 被写体が暗くても、 AF 補助光は照射されません。 

• セルフタイマーは使用できません。 



® (発光禁止） 

AF 

通常 AF 


に固定 

ft に設定可能 


1 


mm カメラをしっかり 
M 持ってください 


打ち上げ花火 


表示パネル： £3 


ス□—シャッターで、大きく広がる打ち上げ花火をきれいに 
撮影できます。 

•フォーカスは遠景にピントが固定されます。シャッターボタ 
ンを半押しすると、常に AF 表示が点灯します。 

• 被写体が暗くても、 AF 補助光は照射されません。 

• 露出補正は使用できません。 

• セルフタイマーは使用できません。 




® (発光禁止） 


に固定 


AF 


i 4 (遠景モード） 

に固定 


驪 


M 吏し用まをす 


H 夜景 


表示パネル ： sen 


夜景を撮影する際、ス□—シャッターで夜景の雰囲気を表現 
した写真を撮影できます。 

• 画像にノイズが発生するような遅いシャッタースピードで 
は、自動的にノイズ除去が行われます （05 132)。 

•フォーカスは遠景にピントが合うようにセットされます。シャッターボタンを半押 
しすると、常に AF 表示が点灯します。 

• 被写体が暗くても、 AF 補助光は照射されません。 




® (発光禁止） 


に固定 


AF 


,(遠景モード） 

に固定 


驪 




三脚の使用を 
おすすめします 


シ—ンモ—ド 
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□ モノクロ コピー _ _表示パネル： 

ホワイトボードや名刺、印刷物の文字などを、シャープに複 
写することができます。 

•名刺など近くのものを撮影する場合は、マク□モード （SB 
55) にセツトしてください。 

•複写するものが赤色、青色などの場合、文字などが薄くなることがあります。 
•画面の中央にある被写体にピントが合います。 



(©(発光禁止） 

AF 

通常 AF 

全モードに変更可能 

A に設定可能 



逆光 表示パネル：？" [ £»: 

内蔵スピードライトが常に発光して、逆光状態のときに人物が 
影にならず美しく撮影することができます。 

•画面の中央にある被写体にピントが合います。 


L 

k (強制発光） 

AF 

通常 AF 

孑 

に固定 

に固定 


@ノイズ除去機能について 

夜景など、シャッタースピードが低速になる撮影では、記録された画像に星状のノイズが生じること 
があります。シーンモードの S (夜景ポートレート）、0(夜景)、_(トワイライト）選択時には、 
撮影画面にノイズ除去表示 ( NR ) が表示され、1/4秒以下の低速シャッタースピードになる撮影では、 
自動的にノイズを軽減するノイズ除去が行われます。この場合、画像の記録時間が通常の 2 倍以上か 
かります。 
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^クローズアップ 


表示パネル： SCE 3 




草花や昆虫、小さな被写体などのクローズアップ（接写）写真 
を撮影したいときに使用します。 

•撮影画面の ft アイコンが緑色で表示されるズーム位置に自 
動的にセットされ、レンズ前約 3cm まで被写体にピントを P 
合わせることができます。ただし、ズーム位置により、最短撮影距離は変化します。 
• シャッターボタンの半押しでピントが固定されるまで、 AF によるピント合わせを 
繰り返します。 

•約 50cm よりも近距離で内蔵スピードライトを使用すると、光が充分に行きわたらな 
い（ケラレる）ことがあります。テスト撮影を行い、再生して画像を確認してください。 
•ピントを合わせる AF エリアを、マルチセレクターで9ヶ所から選択できます （S3 
41)〇 

A (マク□モード） 

に固定 



( SK 発光禁止） 

子 

全モードに変更可能 


AF 


釅 


■ 


カメラをしっかり 
持ってください 


、二 I ニモ — r 























W パノラマアシスト （ffi 46) 


表示パネル ： SCEdi 


複数の画像を、最初に撮影した画像 
と同じホワイトバランスと露出で撮 
影します。撮影した複数の画像をパ 
ソコンに取り込み、パノラマ画像作 
成ソフトを使用して、1つの画像に 
合成する場合に便利です。 

•露出補正、スピードライトモード、フォ 
たときの状態に固定されます。 

•画面の中央にある被写体にピントが合います。 

通常 AF 

全モードに変更可能 




カスモード、ズーム操作は最初に撮影し 


4 

⑤(発光禁止） 


全モードに変更可能 


AF 


\スポーツ 


表示パネル ： SCEE 



高速シャッターで一瞬の動きを鮮明に写します。動きの速い被 
写体をとらえた、躍動感のあるスポーツ写真を撮影したい場合 
に適しています。 

•シャッターボタンの半押しでピントが固定されるまで 、 AF 
によるピント合わせを繰り返します。 

• シャッターボタンを押し続けることにより、約 2.3 コマ/秒で連続撮影が可能にな 
ります。ピントと露出、ホワイトバランスは、1コマ目を撮影した条件に固定され 
ます。 

•連続撮影中は液晶モニタ（および電子ビューファインダー）が消灯します。 

•画面の中央にある被写体にピントが合います。 

• 被写体が暗くても、 AF 補助光は照射されません。 

• セルフタイマーは使用できません。 

通常 AF 

全モードに変更可能 


4 

⑤(発光禁止） 


に固定 


AF 


I トワイライト 


表示パネル： 5[£!: 


夜明け前や日没後のわずかな自然光の中で、風景を見たままに 
撮影します。 

• 画像にノイズが発生するような遅いシャッタースピードで 
は、自動的にノイズ除去が行われます （SB 132)。 
•フォーカスは遠景にピントが合うようにセットされます。 

シャッターボタンを半押しすると、常に AF 表示が点灯します。 
• 被写体が暗くても、 AF 補助光は照射されません。 




4 

⑤(発光禁止） 

孑 

に固定 


AF 


,(遠景モード） 

に固定 


1 


■ 


カメラをしっかり 
持ってください 
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パノラマアシストモードの撮影手順 


D 



d 

f 魏 S _ ■ 
当： H 显#麟 

□ SES'k A 


シーン モード メニューで、 マルチ セレクター 
を使用して | XI ( パノラマアシストモード） 
を選択します。 



©を押すと、撮影画面上で画像をつなげる 
パノラマ方向表示〇>)が緑色で表示されま 
す（撮影画面に AE - L のアイコンが黄色で表 
示されます)。 


□ 


上方向に撮影する場合 






左方向に撮影 
する場合 


4 ~ 


\p 1 感 ^ na 


[ 


>右方向に撮影 
する場合 


下方向に撮影する場合 

画像をつなげる方向をマルチセレクターで選択します。選択したパノラマ方向表示が撮影 
画面に表示されます。 

• パノラマ方向表示が緑色で表示されている状態では、パノラマ方向を変更できます。 


@パノラマアシストモードで撮影された画像の保存と再生 

• パノラマアシストモードで撮影を行うたびに 「 P _ XXX 」 フォルダ（例：101 P _001) が新しく作 
成され、一連の画像が保存されます。 

• パノラマアシストモードで撮影された画像を再生する場合には、再生メニューの「フォルダ設 
定」（圊14 0) で「すべてのフォルダ」を選択するか、 「 P _ XXX 」 という名称の専用フォルダ（例： 
P _001) を選択してください。 

@露出固定表示 

パノラマアシストモードに設定すると、 AE - L アイコンが撮影画面に黄 
色で表示されます。最初の撮影を行うと、露出とホワイトバランスがそ 
の条件に固定され、 AE - L アイコンは白色に変わります。以後、同じ条 
件で撮影を行います。 



5/丨ンモ — r 





















□ 




シャッターポタンを押して最初の画像を撮 
影します。 

• 1コマ目の撮影後に露出とホワイトバラン 
スが固定されるため、 AE - L のアイコンが 
黄色から白色に変わります。 

• パノラマ方向表示が決定して緑色から白色 
に変わります。 


□ 

EBB [棚 

撮影した画像の約1/3が、選択した方向の 
反対側の撮影画面上に半透明に表示されま 
す。たとえば、手順3で >(右）方向が選 
択されている場合は、撮影画面の左端に、 
先に撮影した画像の右端約1/3が半透明で 
表示されます。 


□ 



□ 


/ NORM 

P 1/60 F 4.5 (126) 


先に撮影した画像の絵柄と、撮影画面の絵 
柄が重なるように、カメラの構図を合わせ 
ます。 




シャツターボタンを押して次の画像を撮影し 
ます。手順6、7を繰り返して、パノラマ画 
像を構成するすべての画像を撮影します。 


□ 



❹を押すと、パノラマアシスト撮影が終了します。 


@パノラマアシストモード撮影のご注意 

パノラマアシストモード撮影を開始すると、一連の撮影を終了するまでは、パノラマ方向表示や、 
ズーム操作、露出補正、画質、画像サイズ、スピードライトモード、フォーカスモードの変更、お 
よび画像の削除を行うことはできません。 

@三脚の使用をおすすめします 

パノラマアシストモードで撮影する場合は、三脚を使用すると、組み合わせる画像の構図を合わせ 
やすくなります。 


シ—ンモ—ド 
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いろいろな撮影 


画質と画像サイズ 


画質 

画像を記録する際に処理を施して画像ファイルのファイルサイズを小さくするこ 
とを圧縮といいます。 C 00 LPIX 8400 は、 NEF 形式や TIFF 形式で画像を圧縮 
せずに保存したり、 JPEG 形式で圧縮して保存することができます。画像の圧縮 
率が高くなれば画像のファイルサイズは小さくなり、 CF カードに記録できる画 
像コマ数が増加します。ただし、画像の細部の描写が失われ、画質が低下します。 
画像の圧縮率を低くすると、画像ファイルが大きくなり、 CF カードに記録でき 
る画像コマ数は減少しますが、高画質になります。 CF カードの容量や撮影状況 
に応じて画質を選択してください。 

画質は次の6種類から選択できます。 


画質 

ファイル 

形式 

内容 

圧縮 

画像 

サイズ 

モード 

ダイヤル 

RAW 

NEF 

画像の処理、圧縮を行わないため、細部 
の描写が維持されます 。 CCD (撮像素 
子）からの生出力を NEF 形式 （Nikon 
Electronic Image Format ) で保存しま 
す。画質が 「 HI 」 の画像に比べてファイル 
サイズが小さくなります。 

非圧縮 

[8M 

のみ ※ 1 

P 

S 

A 

M 

(SB 60) 

HI 

TIFF 

(RGB) 

画像の圧縮を行わないため、細部の描写が 
維持されます。幅広いアプリケーションに 
対応できる TIFF 形式で保存します。画質 
を優先する場合に使用します。 


[8M 

[3=2 

のみ ※ 2 

EXTRA 


約1/2の JPEG 圧縮で記録します。 
画像を圧縮するため、非圧縮の場合よ 
りもファイルサイズが小さくなります。 
JPEG 圧縮の中では、一番高い画質で保 
存できます。 

低 


Eil 

EM 

FINE 

JPEG 

約1/4の JPEG 圧縮で記録します。画像 
を拡大する場合や、細かい模様をプリン 
夕で表現したい場合などに適しています。 

圧 

肇 

全画像 
サイズで 
設定可能 

(SS 40) 

p 

s 

NORMAL 


約1/8の JPEG 圧縮で記録します。 
通常の撮影にはこの画質が適しています。 



A 

M 

m 60) 

BASIC 


約1/16の JPEG 圧縮で記録します。電 
子メールに添付したりホームページに利 
用したりする場合に適しています。 

高 



※ l 画像サイズが [§/l .[3 IVI .[2 M , [1 M , [ PC . rTV のときは自動的に EXTRA に、のときは自動的に HI に設 
定されます。 

ぷ2画像サイズが@ ,[3 M .[2 M V [1 M , [ PC , [ TV のときは自動的に EXTRA に設定されます。 
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画像サイズ 

画像サイズを大きくすると、画像ファイルが大きくなり、 CF カードに記録でき 
る画像コマ数が減少しますが、大きくプリントするときなどに適しています。画 
像サイズを小さくすると画像ファイルが小さくなり、電子メールに添付したり、 
ホームページに利用する場合に適しています。ただし、小さい画像サイズで大き 
くプリントすると、粒子が粗い画像になります。 CF カードの容量や撮影状況に 
応じて画像サイズを選択してください。 


画像サイズは次の8種類から選択できます。 



画像サイズ 

l、y ノブ ’※ 

設定 

表示パネル 

ファイルサイズ（ピクセル） 


[8 M 

-811- 

3264 x 2448 

約 28 x 21 cm 

[5 M 

-sn- 

2592 x 1944 

約 22 x 16 cm 

[3 M 

-Ein- 

204 8 x 1536 

約 17 x 13 cm 

[2 M 

- c ' n - 

1600 x 1 200 

約 14 x 10 cm 

[3 

- 

1280 x 960 

約 11 x 8 cm 


- PC - 

1024 x 768 

約 9 x 7 cm 

LLV 

-J：/- 

640 x 480 

約 5 x 4 cm 

[3|2 

zizc' 

3264 x 2176 

約 28 x 18 cm 


* 画像解像度を 300dpi に設定した場合のサイズです。ピクセル数+プリンタ解像度 （dpi) x 2.54cm で 
計算しています。 


画質と画像サイズの設定方法 


「画質」と「画像サイズ」は、コマンドダイヤル S を使って設定することもできます。手順3〜 

5の代わりに、コマンドダイヤルを回して、設定する画質または画像サイズを選択してください。 
コマンドダイヤルを回すと、表示パネルの画質表示または画像サイズ表示が切り換わります。 

M プリントのサイズ 

撮影した画像を印刷するときのプリントのサイズはプリンタの解像度によって変わります（解像度が 
高いほどプリントのサイズは小さくなります)。 


D 



NORM 画質 S l > 



モードダイヤルを寺 ■ に合わせます。「画像 
モード」画面が表示されます。 



マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
「画質」または「画像サイズ」を選択します。 


いろいろな撮影 
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!> を押すと、「画質」画面または「画像サイ 
ズ」画面が表示されます。 



△または▽を押して、設定する画質また 
は画像サイズを選択します。 


B 

M， ' 胃 

©を押して、選択した画質または画像 
サイズを決定します。 


.； Sz 



画像サイズ e i > 







モードダイヤルを Q 、 Hi 、 P 、 S 、 
A 、 M のいずれかに合わせると、設 
定した画質と画像サイズが撮影画面 
に表示されます。 


n RAW および HI の設定について 

•画質の 「RAW」 と 「HI」 は、モードダイヤルを P、S、A、M のいずれかに合わせた場合のみ、使 
用できます。 「RAW」 または 「HI」 に設定していても、モードダイヤルを E1 または M に切り 
換えると、自動的に 「EXTRA」 に変更されます。 

• 画質を 「RAW」 または 「HI」 に設定した場合、電子ズームは使用できません （0B 33)。 

• 画質が 「RAW」 の画像をダイレクトプリントすることはできません（間102)。 

0 RAW 画像 (NEF 形式）について 

CCD (撮像素子）からの生出力をデータで記録します。 RAW 画像をパソコンで開くには、 
PictureProject (Version 1 .0.1 以降）または別売の Nikon Capture が必要です。最新の情報は当 
社ホームページでご確認ください （SS 194)。 

RAW 画像を HI 画像に変換する 

RAW 画像 （NEF 形式）を PictureProject または別売の Nikon Capture 以外のアプリケーション 
で再生するには、 HI 画像 （TIFF 形式）に変換してください（圄84)。 TIFF 形式のファイルはほとん 
どのアプリケーションに対応できます。 
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1_ 画質 • 画像サイズと撮影可能コマ数について _ I 

撮影された画像のファイルサイズは、画質と画像サイズによって決定されます。そのため、 
CF カードに記録できる画像のコマ数は、画質と画像サイズの組み合わせによって変化し 
ます。撮影した画像のファイルサイズと、 256 MB の CF カードに記録できるコマ数の お 
およその目安※ は次のとおりです。 


画像 

画質 

サイズ 


RAW 

HI EXTRA 

FINE 

NORMAL 

BASIC 

[8 M 

rKM 


ファイルサイズ 

約 12 M 巳 

約 23 MB 

約 7.6 M 巳 

約 3.8 M 巳 

約 1.9 MB 

約 1 M 巳 

撮影 可能コマ 数 

— 

— 

約 50 

約 100 

約 195 

約 370 

1 ° | y | 

[3 M 

rOM 

ファイルサイズ 

— 

— 

約 4.8 M 巳 

約 2.4 MB 

約 1.2 MB 

約 642 KB 

撮影 可能コマ 数 

— 

— 

約 80 

約 155 

約 310 

約 600 

ファイルサイズ 

— 

- 

約 3 M 巳 

約 1.5 MB 

約 793 K 巳 

約 414 KB 

撮影 可能コマ 数 

— 

— 

約 130 

約 250 

約 485 

約 870 

L ^ iy 1 

「1 M 

ファイルサイズ 

— 

— 

約 1.8 MB 

約 961 K 巳 

約 498 KB 

約 266 K 巳 

撮影 可能コマ 数 

— 

— 

約 200 

約 390 

約 710 

約 1305 

LLL VI 

[PO 

2 Y 

rQO 

ファイルサイズ 

— 

— 

約 1.2 MB 

約 627 K 巳 

約331 K 巳 

約1 83 KB 

撮影 可能コマ 数 

— 

— 

約31 〇 

約600 

約975 

約1565 

ファイルサイズ 

— 

— 

約 793 K 巳 

約 414 KB 

約 224 KB 

約1 29 KB 

撮影 可能コマ 数 

— 

— 

約710 

約1305 

約1955 

約2610 

ファイルサイズ 

— 

— 

約331 K 巳 

約 183 KB 

約109 K 巳 

約 71 K 巳 

撮影 可能コマ 数 

— 

約1 〇 

約35 

約70 

約140 

約275 

1 

ファイルサイズ 

— 

約 20 MB 

約 6.7 M 巳 

約 3.4 M 巳 

約 1.7 MB 

約891 KB 


※上記の撮影可能コマ数およびファイルサイズは目安として参考にしてください。同じ容量でも 
CF 力ードの種類や、 JPEG 圧縮の性質上、画像の絵柄によって大きく異なります 


■ 撮影メニュー「画像モード」について 

画質と画像サイズは、撮影メニューの 「画像モード」 で設定することもできます。撮影メニューの操 
作方法については、「撮影メニュー」 （ SB 107)をご覧ください。 
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スピードライトモード 


撮影目的や状況に合わせて、6種類のスピードライトモードを選択できます。 


設定 

表示パネル 

内容 使用場面 

自動発光 

(表示なし） 

AUTO 

被写体が暗い場合にシャッターポ 
タンを半押しすると、内蔵スピー 
ドライトが自動的にポップアップ 
し、撮影時に発光します。内蔵ス 
ピードライトがポップアップして 
いても被写体が明るい場合は発光 
しません。 

一般的なスピードライト撮影をする場 
合に使用します。 

発光禁止 

⑤ 

内蔵スピードライトは発光しません。 

• 暗い場所で自然光で撮影したい場合、 
またはスピードライトの使用が禁止 
されている場所で撮影するときに設 
定します。 

• 暗い場合はシャッタースピードが遅 
くなりますので、手ブレに注意して 
撮影してください。 

赤目軽減 
自動発光 

<§> 

AUTO <§> 

% 

人物の目が赤く写る赤目現象を軽 
減します。内蔵スピードライトが 
発光する前にあらかじめ数回少量 
発光することに加え、カメラが赤 
目現象を検出すると、赤目の部分 
を補正して記録します （0 B 53)。 

•ポートレート撮影に使用します（撮影 
の際、被写体の人物に内蔵スピードラ 
イトの少量発光をしっかりと見てもら 
うと効果が上がります)。 

• シャッターチャンスを優先するよう 
な撮影にはおすすめできません。 

強制発光 


被写体の明るさに関係なく、必ず 
内蔵スピードライトが発光します。 

昼間の屋外撮影などで顔に影がかかる 
場合や逆光時などに使用します。 

スロー シンクロ 

AUTO 

s % 

自動発光モードにスロ_ (低速） 
シャッターを組み合わせて撮影し 
ます。 

• 夕景や夜景を背景とした人物撮影な 
どで、遠くの背景も近くの被写体も 
きれいに写したい場合に使用します。 

• 暗い場合はシャッタースピードが遅 
くなりますので、手ブレに注意して 
撮影してください。 

U アシンクロ 

AUTO 

自動発光モードにス□—(低速） 
シャッターを組み合わせ、スピー 
ドライト発光時は、シャッターが 
閉じる（露光が終了する）直前に発 
光します。 

• 動く被写体をスピードライトで撮影 
する場合に、その被写体の動きを想 
像させる光の流れなどを被写体の後 
方に自然な形で表現できます。 

• 暗い場合はシャッタースピードが遅 
くなりますので、手ブレに注意して 
撮影してください。 


いろいろな撮影 


0撮影メニュー「スピードライト」について 

撮影メニューの 「スピードライト」 （SB 1 27) では、調光補正などの設定ができます。 
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スピードライトモードのセツト方法 



モードダイヤルを Q 、 P 、 s 、 A 、 

のいずれかに合わせます。 

※ l シーンモードの種類（圜 41) によっては、スピードライト 
モ_ドを変更できない場合があります。 

微速度撮影のみ設定できます。 



セツトしたいスピードライトモードが表示されるまで〇ポタンを押します。 

• スピードライトモードが自動発光にセツトされている場合、アイコンは撮影画面に表示 
されません。 

• 表示は自動発光—発光禁止—赤目軽減自動発光—強制発光—ス □ー シンクリアシン 
クロ自動発光に戻る）の順に切り換わります。 


■ 「スピードライト： POPUP 」 を「マニュアル」に設定している場合 

• 撮影メニューの 「スピードライト： POPUP 」 を 「マニュアル」 に設定している場合 （SB 1 27) に 
は、〇ポタンを押して内蔵スピードライトを上げた後に、スピードライトモードを選択してくださ 
し)。なお、この場合は被写体の明るさに関係なく常に発光します。 

• マニュアル時の表示は、 強制発光—赤目軽減強制発光—ス□ーシンク□強制発光—リアシンク□強 
制発光 卜 強制発光に 戻る）の 順に 切り換わります。 

@調光範囲について 

調光範囲（内蔵スピードライトの光が充分に届く距離）は、広角側で約 0.5 〜 6.0 m 、 望遠側で約 
0.5〜 3.0 m です （ISO AUT 0 時)。 0.5 m よりも近距離側でスピードライトを使用すると、光が充 
分に行きわたらない（ケラレる）ことがあります。テスト撮影をして、液晶モニタ（または電子ビュー 
ファインダー）で画像をご確認ください。 

M スピードライトの撮像感度連動範囲について 

スピードライトの撮像感度連動範囲は 「オート」、 「50」、「100」、「200」です。スピードライト 
を使用する場合は撮像感度を 「オート」、 「50」、「100」、「200」のいずれかにセットしてください 
(SB 67) 〇 「400」は自然光での撮影を目的とした感度ですので、おすすめできません。 

M 赤目軽減自動発光について 

C 00 LPIX 8400の赤目軽減自動発光はアドバンスト赤目軽減方式です。スピードライトの少量発 
光による赤目軽減に加え、カメラが赤目現象を検出すると赤目の部分を補正して記録します。その 
ため、次の撮影ができるまでの時間が通常より若干長くなります。撮影状況によっては、期待通り 
の結果が得られない場合があります。また、ごくまれに赤目以外の部分が補正される場合がありま 
すが、このような場合は、ほかのスピードライトモードで再度撮影することをおすすめします。 
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[5 スピードライト使用時のご注意 

• 初期設定では、撮影メニューの 「スピードライト： POPUP 」 が 「オート」 に設定されています 
(圊127)。被写体が暗いときにシャッターボタンを半押しすると内蔵スピードライトが自動的に 
ポップアップします。 

ポップアップした内蔵スピードライトを指などで押さえてシャッターをきると、内蔵スピードライ 
卜は発光しません（画像は撮影されます)。この場合、シャッターボタンを半押ししたときに、撮 
影画面に警告が表示されます （SB 181)。撮影の際は、内蔵スピードライトに触れないようにご注 
意ください。 

• 内蔵スピードライト発光部に指や髪、ストラップ、 AC アダプタのコードがかからないように注意 
してください。 

• 次の場合は内蔵スピードライトが自動的に⑤(発光禁止）になります。 

• フオーカスモードが ii (遠景モード） （0 B 55) にセットされている場合 
• 動画モードが 「微速度撮影」 以外の場合 （SB 75)、 「 BSS 」 が 「 OFF 」 以外の場合 （圜 114)、連 
写モードが 「連写 H 」、 「連写 L 」、 「マルチ連写」、 「UH 連写」、「サーキュラー連写」 の場合 （0 B 
110), 「コンバータ」 が 「 OFF 」 以外の場合 （0 B 120)、 「露出制御：露出固定」 が 「 ON 」 の場合 
( S 3 121),または 「スピードライト：発光切替」 が 「内蔵発光禁止」 （0 S 1 28) の場合 
•レンズフード （SB 173) を取り付けたまま、内蔵スピードライトを使用すると、「ケラレ」を生じる 
||場合がありますので、内蔵スピードライトを使用して撮影を行う場合は、必ず取り外してください。 
I • バッテリー残量が少ないときに内蔵スピードライトを使用した場合、内蔵スピードライトの充電 中 
は液晶モ ニ タが消灯します（圊31)。 

し、 • スピードライトを使用して撮影すると、スピードライトの光が空気中のほこりなどに反射して、画 
〇 像の中に白い点のように写り込んでしまう場合があります。このような場合は、スピードライト 
^ モードを⑤（発光禁止）にして撮影するか、ズームの望遠側で撮影することをおすすめします。 

な0低速シャッター時のご注意 

% • 1/4秒以下の低速シャッタースピードになる撮影では、画像の暗い部分に星状のノイズが生じる 

^ ことがあります。このような場合には撮影画面のシャッタースピード表示が黄色に点灯して警告し 
ます。星状のノイズはノイズ除去 （ SB 132)により軽減することができます。 

•シャッタースピードが1/3◦秒より遅くなる撮影では、三脚を使用するか、安定した台などにの 
せて、カメラを固定することをおすすめします。 

■ 外付けスピードライトについて 

C 00 LPIX 8400はニコン製スピードライト（別売）をアクセサリーシューに装着することにより、 
外付けスピードライト撮影 （ SB 1 28) を行うことができます。 

感度表示について 

• 撮像感度が 「オート」 の場合、暗い場所でスピードライトモードが 
発光禁止にセットされていると、シャッタースピードの低下による 

手ブレを防ぐために、カメラが自動的に撮像感度を上げることがあ 丨 

ります。撮像感度が上がっているときは、撮影画面に ISO (感度表 
示）アイコンが表示されます。 

• ISO (感度表示）アイコンが表示されているときに撮影された画像 
は、標準感度に比べて多少ざらついた画像になります。 
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ーカスモード 


SLd 

撮影目的に応じて3種類のフオーカスモードが選択できます。 


設定 

内容 

使用場面 

通常 AF 
(表示なし） 

被写体までの距離に応じて自動的にピ 
ントを合わせます。 

レンズから 50 cm 以上はなれた 
被写体を撮影するときに使用し 
ます。 

遠景モード 

i 4 

遠景にピントが合うようにセットされ 
ます（シャッターボタンを半押しする 
と、 AF 表示は常に点灯します）。内 
蔵スピードライトは発光しません。 

窓越しの景色や風景、建物など、 
遠くにある被写体を撮影すると 
きに使用します。 

マクロモード 

撮影画面のマク□モードアイコン 
( A ) が緑色で表示されるズーム位置 

花や虫など小さな被写体の近接 

A 

では、レンズ前約 3 cm までの被写体 

撮影に使用します。 

にピントを合わせることができます。 



フオーカスモードのセツト方 J 去 


^マニュアルフォーカスについて 

通常はカメラが被写体に自動的にピントを合わせるオートフォーカス機能に設定されていますが、 
モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M 、 U のいずれかに合わせるとマニュアル フォー カス （BB 73) でも 
撮影できます。 
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セルフタイマー撮影 


記念撮影など撮影者自身が写りたいときや、シャッターボタンを押すときに生じ 
る手ブレを防止したいときなどに便利です。付属のリモコン ML - L 3 を使用した 
セルフタイマー撮影については、「リモコンを使ったセルフタイマー撮影」をご覧 
ください (SB 57) 〇 

セルフタイマーの使用方法 


n 


モードダイヤルを EJ 、 P 、 S 、 A、M のいず 

KI 


れかに合わせます。 


Ki 

※シーンモードの種類 （as 41 ) によっては、セルフタイマーを 



セツトできない場合があります。 



酎 

醒 ^ J 

_ 

p am a® i is 


© (0) ポタンを押してセルフタ 
イマー表示 （0) を表示させます。 

• © (0) ボタンを1回押すと 
10秒タイマー、2回押すと3 
秒タイマーに切り換わります。 
3回押すとセルフタイマーが 
キャンセルされます。 


構図を決め、シャッターポタンを半押しし 
て、ピントを合わせます。 


@セルフタイマー使用時のご注意 

• シーンモードを 皿 (ミュージアム)、.(打ち上げ花火)、 七 U スポーツ）に設定しているとき （SB 
40)、動画モード時 （SB 75)、インターバル撮影時 （0 B 1 12) には、セルフタイマーはセットす 
ることができません。 

• セルフタイマー撮影時には、連写モード （「インターバル撮影」 を除く） (SB 11〇)は自動的に 「単写」 
に設定されます。 

• 巳 SS (SB 1 14) は自動的に 「 OFF 」 に設定されます。 

P リモコン ML - L 3 使用時のご注意 

• リモコン ML - l _3 をはじめてご使用になるときは、リモコン本体と電池ホルダーの間にはさんであ 
る透明の絶縁シ_卜を弓 I き抜いてからご使用ください。 

•ご使用にならないときは、付属のキャリングケースに入れて、保管してください。 
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□ 



_ 


cP 

__ 

p 11 纖 m n» 


セルフタイマー作動 


1秒前 



シャッターポタンを半押ししたまま、さらに深 
く押し込むと、セルフタイマーが作動します。 

• セルフタイマーが作動すると操作音が鳴 
り、撮影画面にタイマー時間がカウントダ 
ウン表示されます。 

• 作動中のセルフタイマーを停止するには、 
もう一度® ( G ) ポタンまたはシャッター 
ポタンを押します。 


セルフタイマーが作動すると、 
セルフタイマーランプが点滅 
し、シャッターがきれる約1 
秒前に点灯します。 


リモコンを使ったセルフタイマー撮影 

付属のリモコン ML - L 3 を使用すると、離れた場所からカメラのシャッターを| 
きることができ、記念撮影など撮影者自身も一緒に写りたいときに便利です。 
また、シャッターボタンを押すことによる手ブレを防止することができます。 


□ 


三脚などを使用してカメラを固定 
します。 


B 


® (0) ボタンを押してセルフタ 
イマー表示 （0) を表示させます 
(SB 56)。 


□ 


リモコン 

受光部 



リモコン ML-L3 の送信部をカメラのリモコ 
ン受光部に向け、送信ボタンを押します。 

• リモコンはカメラから約 5m 以内の距離 
でご使用ください。 

• リモコン撮影を行う場合、リモコンの送 
信部とカメラのリモコン受光部が、コン 
パータレンズ、レンズフード、障害物な 
どでさえぎられないようにしてください。 

• カメラが極端な逆光状態ではリモコン撮 
影ができない場合があります。 


□ 



セルフタイマー 
ランプ 


セルフタイマーが作動し、約2秒後にシャッ 
ターがきれます。 

• セルフタイマーが作動するとセルフタイ 
マーランプが点滅し、シャッターがきれ 
る直前に約1秒間点灯します。 

• リモコン撮影終了後は、セルフタイマー 
設定が解除されませんので、続けてリモ 
コン撮影できます。 
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リモコン用電池の交換方法について 


リモコン ML - L 3 の電源には、 CR 2025型 3 V リチウム電池（別売）を1個使用します。 
電池の交換方法は次のとおりです。 


D 


、ま 



② 


電池ホルダー着脱レバーを矢印の 
方向にスライドさせて、ロックを 
解除しながら（①)、リモコン本体 
から電池ホルダーを取り出します 
(② )0 



□ 



CR 2025型 3 V リチウム電池1個を+極 
側を上にして電池ホルダーに入れます。 



[5 リモコン用電池の取り扱い上のご注意 

電池はお子様の手の届かないところに置き、万一、お子様が飲み込んだ場合は、直ちに医師と相談 
してください。ご使用の前に、安全上のご注意 （ffi 6) をよくお読みください。 
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カメラが決めた適正露出値を意図的に変えることを露出補正といいます。被写体 
が極端に明るい、あるいは暗い場合や、被写体の明るさの差が著しく異なる場合 
は、露出補正の数値を変えることで、画像の明るさを調整できます。露出補正値は 
— 2.0 EV から +2.0 EV の範囲で、1/3ステップごとにセツトすることができます。 


露出補正のセツト方法 



@露出補正時のご注意 

露出モードが M (マニュアル）の場合またはシーンモードが•(打ち上げ花火）に設定されている場 
合には、露出補正を行うことはできません。 


0露出補正のキャンセル 

露出補正をキャンセルするには、露出補正値を◦.◦にセツトしてください。モードダイヤルを E 1、 
圓 、今に合わせている場合は、モードダイヤルを切り換えてもキャンセルできます。 

^露出補正値の選択について 

• 構図の大部分が非常に明るい場合（太陽が反射する水や砂、雪を撮影する場合など)、背景が被写 
体よりも明るすぎる場合は、カメラが自動的に被写体を暗くする傾向があります。被写体が暗すぎ 
るときは露出補正値を+側にセツトしてください。 

• 構図の大部分が暗い場合（濃い緑の森を撮影する場合など)、背景が被写体よりも暗すぎる場合は、 
カメラが自動的に被写体を明るくする傾向があります。被写体が明るすぎるときは補正値を一側に 
セツトしてください。 
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露出モード 


COOLPIX 8400では、 P (プ□グラムオート）、 S (シャツ 
夕一優先才一卜 )、 A (絞り優先才一卜 )、 M (マニュアル露出） 
の4種類の露出モードに設定できます。 

モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセツトすると、撮像感 
度（聞67)、ホワイトバランス （ S 3 69)、マニュアルフオー 
カス （® 73)、 撮影メニュー107)などを、撮影目的 
や状況に合わせて設定することも可能です。 



設定 

内容 

こんなときに 

P 

プ□グラム 
オート 

適正露出になるようにカメラが 
シャッタースピードと絞り値を自 
動的にセットします。同じ露出で 
シャッタースピードと絞り値の組 
み合わせを変えるプログラムシフ 
卜（05 61) も行えます。 

ほとんどの撮影状況に適しています。 

S 

シヤツター 
優先オート 

設定したシャッタースピードに合 
わせて、適正露出となるように力 
メラが自動的に絞り値をセットし 
ます。 

動きの速い被写体を速いシャッ 
タースピードで撮影したり、遅い 
シャッタースピードで動きを強調 
したりする場合などに使用します。 

A 

絞り優先 

オート 

設定した絞り値に合わせて、適正 
露出となるようにカメラが自動的 
にシャッタースピードをセットし 
ます。 

手前から奥まで鮮明に写したり、 
背景の描写をやわらげたい場合な 
どに使用します。 

M 

マニュアル露出 

シャッタースピードも絞り値も撮 
影者が自由にセットできます。 

撮影意図に合わせて、露出をコン 
卜□ールしたい場合に使用します。 
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P プ□グラムオート 

被写体の明るさに応じてシャッタースピードと絞り値の最適な組み合わせをカメ 
ラが自動的にセットするので、ほとんどの撮影状況に対応できます。プログラム 
シフト、露出補正（00 59)、ブラケティング(聞130)などによって撮影者の意 
図も反映できます。 



モードダイヤルを P に合わせます。 


□ 




構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


@プ只クラムヒフトについを 

モードダイヤル P (プ□グラムオート）では、露出値を変えずにシャッタースピードと絞り値の組み 

合わせを変えるプ□グラムシフトが可能です。この機能により、プ□グラムオートのままシャッター 

優先オート （ S ) や絞り優先才_卜 （ A ) のような使い方ができます。 

•モードダイヤルを P に合わせて、コマンドダイヤル 
を回すと、液晶モニタの P 表示の横にプ□グラムシ 
フトマーク （*) が表示され、プ□グラムシフトが可 
能になります。反対側にコマンドダイヤルを回すと、 

プ□グラムシフト マー ク （*) が消えて、プ□グラム 
シフトが解除されます。プ□グラムシフトは、 モー 
ドダイヤルを切り換えたり、電源を OFF にしても解 
除でぎます。 

• 撮影画面にシャッタースピードと絞り値が表示されます。 

• 表示パネル上にはシャッタースピードか絞り値のどちらか一方が表示されます。表示を切り換えるに 
は、 FUNC ボタンを押します。 
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S シャッ ター 優先 オート 

撮影者が設定したシャッタースピード （8 秒〜1/3000秒、1段ごと）に合わせ 
て、適正露出となるようにカメラが自動的に絞り値をセットします。被写体の動 
きを速いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッタースピードで流 
動感を強調するなど、好みのシャッタースピードに設定できます。スポーツシー 
ンの撮影などシャッタースピードを重視した撮影に最適です。 



•被写体が暗すぎたり、明るすぎたりして、設定したシャッタースピードがカメラの制 
御範囲を超えている場合： 

シャッターボタンを半押しすると、シャッタースピード表示が点滅します。この場合は適 
正な露出が得られませんので、設定したシャッタースピードを変えてください。 

• 1/4秒以下の低速シャッタースピードに設定する場合： 

• 撮影画像に星状のノイズが出ることがあるため、撮影画面上のシャッタースピード表示が 
黄色く点灯して警告します。この場合は、 「ノイズ除去」 （0 B 132)を rONJ に設定する 
ことをおすすめします。 


M シャッタースピードの使用制限 

連写モードを rUH 連写」 に設定した場合 （ ga 11 0) は、1秒間に30コマ撮影するため、1/30秒 
以下の低速シャッタースピードをセットすることはできません。 

^1/3000秒の高速シャッタースピードについて 

1/3000秒の高速シャッタースピードでは絞りに制限がかかります。ズームを広角側にしたときは 
F 4.5 〜7.2、望遠側にしたときは F 7.7 で絞り値が制御されます。 
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A 絞り優先オート 

撮影者が設定した絞り値（開放絞り〜最小絞り、1/3段ごと）に合わせて、適正 
露出になるように、カメラが自動的にシャッタースピードをセットします。開放 
絞り側（小さい数値）にして背景をボカした美しいポートレート写真を撮ったり、 
最小絞り側（大きい数値）で奥行きのある風景を鮮明に写すなど、好みの絞りに設 
定できます。被写界深度（ピントの合う前後の範囲）を優先した撮影に最適です。 



コマンドダイヤルを回して設定したい絞り値（開放絞り^' 
最小絞り）にセツトします。 


構図を決め、ピントを合わ 
せて撮影します。 


•被写体が暗すぎたり、明るすぎたりして、設定した絞り値がカメラの制御範囲を超え 
ている場合： 

シャッターボタンを半押しすると、絞り値表示が点滅します。この場合は適正な露出が得 
られませんので、設定した絞り値を変えてください。 

• 絞りが F 7.9 に設定できない場合： 

ズーム位置によっては、最小絞りが F 7.9 にならない場合があります。 

_絞りとズーム 

絞り値 （ F 値）とはレンズの明るさを示す値で、レンズの焦点距離を有効口径（レンズの中にある絞 
りとそこを通る光の関係を数値化したもの）で割った数値のことをいいます。この数値が小さくなる 
にしたがって明るくなり、大きくなるにしたがって暗くなります。また、そのレンズの絞りの一番 
小さい数値を開放絞り値といい、一番大きい数値を最小絞り値といいます。 COOLPIX 8400のレ 
ンズ （6.1 〜 21.6 mm F 2.6 〜 4.9) はズーミングによって絞り値が変化します。望遠側にズーム 
すると絞り値が大きくなり、広角側にズー厶すると、絞り値が小さくなります。撮影メニューの「ズー 
ム：ズーム時 F 値保持」（圊 126) を 「 ON 」 に設定することにより、この絞り値の変化を最小限に抑 
えることができます（制御できる絞り値の範囲は F 5 〜 F 7 です)。 

1/3000秒の高速シャッタースピードについて 

ズームを広角側にセットしたときは F 4.5 〜7.2、望遠側にセットしたときは F 7.7 に絞りを設定す 
ると、被写体の明るさによって、1/300◦秒の高速シャッターで撮影が行われます。 


いろいろな撮影 


63 



























M マニュアル露出 

シャッタースピードも絞り値も撮影者が自由に設定します。シャッタースピード 
は最長1◦分までの長時間露出 ( BULB / TIME ) および8秒〜1/300◦秒の範 
囲で1段ごとに、絞り値は開放絞り〜最小絞りの範囲で1/3段ごとにセットで 
きます。個性的な映像表現をしたいときに効果的です。 



M 低速のシャッタースピードで撮影を行う場合 

長時間露出撮影など、低速のシャッタースピードで撮影を行う場合には、手ブレによって画像がブ 
レることを防ぐために、三脚のご使用をおすすめします。 

■ 1/3000秒の高速シャッタースピードについて 

シャッタースピードを1/3000秒に設定した場合に、組み合わせられる絞り値は、ズームを広角側 
にしたときは F 4.5 〜 F 7.2、 望遠側にしたときは F 7.7 になります。 
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□ 


■I 



bij[ — 

コマンドダイヤルを回して、希望するシャツ 
タースピードをセツトします。 

設定したシャツタースピードと絞り値の 
組み合わせによる露出値と、カメラが測 
光した適正露出値の差が、撮影画面上の 
露出インジケータに表示されます。 

表示パネルでは EV 値 （ EV 近似値）で表 
示され、8秒経過すると撮影可能コマ数 
表示に変わります。露出値の差が 9 EV 以 
上の場合は「_ 9」または「+ 9」が点滅 
警告します。 


e ] 


1 屬 (min 


アンダー露出 
一2 


±0 


オーパー 露出 
+ 2 


OonOnoi InoOon 


-1 +1 
露出インジケータ 

設定された露出値とカメラの測光した適正 
露出値の差は、撮影画面上の露出インジケー 
夕に一 2 EV から+ 2 EV の範囲で1/3段 
ごとに表示されます。 


□ 

■ro®oo< 



もう一度 FUNC ポタンを押し 
て、絞り値を選択します。 



コマンドダイヤルを回して、希 
望する絞り値をセットします。 

• 必要な場合は手順3〜5を 
繰り返してセットしたい 
シャッタースピードと絞り 
値の組み合わせをセットし 
ます。 


□ 




構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 
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長時間露出撮影 (BULB/TIME) 


露出モードを M にセットすると、最長10分までの長時間露出撮影が行えます。撮影方 
法は、 BULB 露光と TIME 露光のどちらかを選択できます。 

BULB 露光 

撮影メニューの「露出制御： BULB / TIME 」（ BS 122) を 
「BULB 露光」（初期設定）に設定し、シャッタースピードを 
BULB にセットすると、シャッターボタンを押し続けている 
間シャッターが開いたままになる長時間露出 （ BULB ) 撮影と 
なります（最長1◦分まで)。 


TIME 露光 

撮影メニューの「露出制御： BULB / TIME 」（0 B 122) を 
「TIME 露光」に設定し、シャッタースピードを TIME にセッ 
卜すると、シャッターボタンを押すとシャッターが開いたま 
まとなり、再度シャッターポタンを押すか、またはセットし 
た時間（最長1◦分）が経過するとシャッターが閉じます。 



m 




@長時間露出撮影時のご注意 

• 長時間露出撮影時に発生する星状のノイズを軽減させるために、「ノイズ除去」 （0 S 132)を 
「 ON 」 に設定することをおすすめします。 

• 長時間露出撮影 ( BULB / TIME ) は連写モード （ SB 11 ◦) が「単写」の場合のみ設定できます。 

□ リモコンについて 

•長時間露出撮影時には、付属のリモコン ML - L 3 を使用できます。リモコンを使用すると、 
シャッターボタンを押すことによる手ブレを防止することができます。リモコンを使用するに 
は、撮影を行う前に、セルフタイマー （SB 56) をセットする必要があります。リモコンの使 
用方法については「リモコンを使ったセルフタイマー撮影」 （0 B 57) をご覧ください。 

•リモコンを使用する場合 、 「BULB 露光」、 PHME 露光」のどちらに設定しても、リモコンの 
送信ボタンを押すと露光が開始され、再度リモコンの送信ボタンを押すか、セットした時間を 
が経過すると露光が終了します。 


※ 「 BULB 露光」設定時は、自動的に1◦分になります。 
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ISO 


撮像感度 


P 、 S 、 A、M のみ 


「撮像感度」はカメラが光に対して反応する感度を表したものです。感度が高く 
なれば、ある一定の露出を行うために必要な光の量は少なくなり、より高速の 
シャッタースピード、またはより絞った絞り値（大きい数値の絞り）で適正露出を 
得ることができますが、撮影された画像にはノイズが出て、粒子が粗くなること 
があります。露出モードを P 、 S 、 A 、 M にセットしたときの撮像感度を、撮影 
目的に応じて設定することができます（標準では IS 050 相当です)。 

撮像感度は次の5種類から選択できます。 



50 

IS 050 相当。低輝度時や、高速シャッタースピードが必要な場合（例： 
動いている被写体を撮影する場合）以外の通常の撮影では、この感度に設 
定することをおすすめします。この感度より高い感度で撮影するとノイズ 
が出る場合があります。 

100 

ISO 100 相当。 

200 

IS 0200 ネ目当。 

400 

ISO 400 ネ目当。 

オー ト 

通常は IS 050 相当にセット 
されますが、低輝度時には 
自動的に感度が上がります 

m ©| 

di @ i ) 

薩 

__ 

p m m ([ m 

UbU^UU C)o likJK 

が上がると ISO (感度変更） > ^ 

のアイコンが表示されます。 (},? S ) 


撮像感度の設定方法 


D 





|A-ISOISO 感度設定 


モードダイヤルを ISO に合わせます。 



マルチセレクターの > を押します。 「 ISO 感 
度設定」画面が表示されます。 


撮像感度は、コマンドダイヤル^を使って設定することもできます。手順2〜4の代わりに、 
コマンドダイヤルを回して、設定する撮像感度を選択してください。コマンドダイヤルを回すと、 
表示ノ（ネルの ISO 感度表示が切り換わります。 
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マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
設定する撮像感度を選択します。 




オート以外の撮像感度を設定し 
た場合、モードダイヤルを P 、 
S 、 A 、 M のいずれかに合わせ 
ると、設定した撮像感度が撮影 
画面に表示され、表示パネルに 
は ISO が表示されます。 


■ 撮像感度を上げたときに生じる星状ノイズについて 

撮像感度を上げたときには撮影画面上に星状ノイズが生じる場合があります。この場合、1/4秒以下 
の低速シャッタースピードであれば、「ノイズ除去」を 「 ON 」 に設定することにより星状ノイズを軽 
減することができます （ SB 132)。 

0露出モード 

露出モードが S (シャッター優先才一卜）または M (マニュアル）の場合、撮像情報は「オート」と 
表示されますが、実際の撮像感度は5◦になります。 

@スピードライトの撮像感度連動範囲について 

スピードライトの撮像感度連動範囲は「オート」、「50」、「100」、「200」です。スピードライトを 
使用する場合は （SB 52)、撮像感度を「オート」、「50」、「100」、「200」のいずれかに設定してく 
ださい。「400」は自然光での撮影を目的とした感度ですので、おすすめできません。 

0撮影メニュー 「ISO 感度設定」について 

撮像感度は、撮影メニューの 「ISO 感度設定」で設定することもできます。撮影メニューの操作方法 
については、「撮影メニュ _」 （as 107) をご覧ください。 
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■ ホワイトバランスを使用する場合のご注意 

ほとんどの場合は A . WB (オート）で撮影できますが、意図どおりのホワイトバランスにならない場合 
や、特定の照明光や撮影条件に固定したい場合には、他のホワイトバランスに設定してください。 
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P、S、A、M のみ 


人間の目は、晴天、曇り空、白熱電球や蛍光灯の室内など、光源の色に関係なく 
白い被写体は白く見えます。これに対してデジタルカメラでは、光源の色に合わ 
せて白色の調整を行う必要があります。この調整を「ホワイトバランスを合わせ 
る」といいます。 

露出モードを P 、 S 、 A 、 M にセツトしたときのホワイトバランスを、次の8種 
類から選択できます。 


ホワイトバランス 


設定 1 内容 

A-WB 

オー ト 

照明の状態に合わせて、カメラがホワイトバランスを自動的に調整しま 
す。ほとんどの場面で使用できます。 

PRE 

プリセツト 

撮影者が白の被写体を基準にホワイトバランスを調整することができま 
す（30 72)。 

太陽光 

太陽光での撮影に適しています。 

-秦 

電球 

白熱電球を灯している室内での撮影に適しています。 

= 

蛍 i 灯 

蛍光灯を灯している室内での撮影に適しています。 

曇天 

曇り空の下での撮影に適しています。 

% 

スピードライト 

スピードライトを発光させて撮影する場合に適しています。 

晴天日陰 

晴れの日の日陰での撮影に適しています。 
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ホワイトバランスの設定方法 


D 




| A - WB ホワイトバランス> 


モードダイヤルを WB に合わせます。 



A Mf[ I -*■ L 』 


PRE 

プリセット 

兼 

太陽光 

承 

電球 

ユ 

蛍光灯 

A 

曇天 

多 

スピードライト 


マルチセレクターの > を押します。「ホワイ 
トバランス」画面が表示されます。 


ホワイトバランスは、コマンドダイヤル^を使って設定することもできます。手順2〜4の代わ 
りに、コマンドダイヤルを回して、設定するホワイトバランスを選択してください。コマンドダイ 
ヤルを回すと、表示パネルのホワイトバランス表示が切り換わります。 


い 

ろ 

い 

ろ 

な 

撮 

影 



■ 撮影メニュー「ホワイトバランス」について 

ホワイトパランスは、撮影メニューの「ホワイトパランス」で設定することもできます。撮影メニュー 
の操作方法については、「撮影メニュー 」 （BB 107)をご覧ください。 
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ホワイトバランスの微調整 

A - WB (オート）と PRE (プリセツト）以外の設定では、ホワイトバランスの微調整が 
可能です。微調整は_ 3〜+ 3の範囲で行うことができます。ホワイトバランス 
の微調整はコマンドダイヤルを回して行います。+側に設定すると画像が青みがか 
り、一側に設定すると赤みがかります。 

微調整が可能なホワイトバランスが選択されると、項目の右側にコマンドダイヤル 
アイコン ( S ) が表示されます。 




い 

ろ 

い 

ろ 

な 
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プリセツトホワイトバランス 

プリセツトホワイトバランスは、強い色合いの照明下で 
ホワイトバランスを調整する場合に使用します（赤みが 
かつた照明下で撮影した画像を、普通の照明下で撮影し 
たように見せる場合など)。 

ホワイトバランスメニューから PRE (「プリセツト」） を選 
択すると、レンズが望遠側にズーミングして、プリセツ 
トホワイトバランス設定画面が表示されます。 



前回の設定 

前回プリセットされたホワイトバランスに設定します。 

新規設定 

新規にホワイトバランス値を測定します。撮影時に用いる照明の下で、白 
やグレーの被写体をホワイトバランス測定窓に映します。マルチセレク 
ターの △ または ▽ を押して「新規設定」を選択し、©を押すと、プリ 
セットホワイトバランス値を測定します。プリセット中はシャッター音が 
して、ズームレンズが作動しますが、画像は記録されません。 



いろいろな撮影 


@プリセツト時のスピードライトについて 

プリセツトホワイトバランスでは、スピードライト発光時のホワイトバランス値は取得できません。 
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(MF^d-P 


.アルフオーカス 


[ J >、 S 、 A 、 M 、， のみ^! 


モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M 、 ，のいずれかに合わせると、手動でフォーカ 
スを合わせることができます。オートフォーカスでのピント合わせが行えないと 
き や、 被写体までの距離があらかじめ想定できる場合などに便利です。マニュア 
ルフォーカスで設定できる撮影距離は、もっとも広角側でレンズ前約 3 cm から 
無限遠まで、もっとも望遠側でレンズ前約 20 cm から無限遠までです。 

マニュアルフォーカスの使用方法 



a n L,\ (£ ■免 

MF — AF ポタンを押しながらコマンドダイ 
ヤルを回して、マニュアルフォーカスをセツ 
卜します。 


□ 




マニュアルフォーカス時は、撮影画面にマニュアルフォーカスインジケータが表示され 
ますので、撮影距離の目安にしてください。 

フォーカスをセツトできる範囲は、もっとも 
広角側でレンズ前約 3cm ( A ) から無限遠 
( ii ) まで、もっとも望遠側でレンズ前約 
20cm ( A ) から無限遠 （▲) までです。 
レンズ前約 3cm の被写体まで近づけるマクロ 
領域に入ると、マニュアルフォーカスインジ 
ケータが緑色に変わります。 


K^JAUTO 

令 I 




bu ( Jc'bJl 

f 1 

im 

mr/rn l 


DB 


□ 


撮影画面で被写体を確認します。 

• マニュアルフォーカス時は、撮影画面 
上でピントが合っている部分の輪郭が 
強調されてピントが確認しやすいピー 
キングに自動的にセットされます（撮 
影メニューの「フォーカス：ピーキン 
グ」 （ SB 1 25) を 「 OFF 」 に設定した場 
合を除く）。 



0マニュアルフォーカスのキャンセル 

MF (AF) ボタンを押すとマニュアルフォーカスはキャンセル（解除）されます。 

@マニュアルフォーカスについてのご注意 

• フォーカスをマニュアルフォーカスインジケータの怎側にセットしてズーミングを行った場合、 
ズーム領域によってセットした距離にピントが合わないことがあります。この場合、撮影画面のマ 
ニュアルフォーカスインジケータが赤色に点灯して警告します。 

• マニュアルフォーカスをセットした場合、 AE / AF - L ボタンを押してもフォーカスはロックされません。 
• コンバータ装着時 （SB 1 20) は、オートフォーカスで撮影を行ってください。 
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(P 、 S 、 A、M のみ ） j 


画像の調整について 


撮影メニュー （SB 107) では、画像の輪郭の強弱や階調、彩度を設定するなど、撮影す 
る画像を細かく調整することができます。パソコンでレタッチを行う場合など、使用目的 
に合わせた設定が可能です。撮影メニューは、モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M のいずれ 
かに合わせた場合にのみ使用できます。 

階調補正 (00 11 6) 

画像のコントラストを設定します。暗いところと明るいところの差（コ 
ントラスト）を強調したり、反対に暗いところと明るいところの差をあ 
いまいにすることができます。 


彩度調整 (0 B 11 7) 

画像の色の鮮やかさを設定します。彩度を調整することで、画像を鮮 
やかにしたり色目を抑えたりすることができ、バソコンでレタッチを 
行う場合に便利です。また、モノクロ画像として画像を記録すること 
ちできます。 

輪郭強調 (0 B 119) 

画像の輪郭の強弱を設定します。輪郭を強めに強調すると、個々の被 
写体の境目がはっきりとして、画像にメリ八リがつきます。一方、輪 
郭を弱めに強調すると、個々の被写体の境目がソフトな感じの画像に 
なります。 



記録中の画像を削除する場合 (1^ DELETE クイックデリート) 


「画質」 （圄 48) を 「 HI 」 または連写モード （05 11 0) を 「 UH 連写」 に設定した場合、撮 
影された画像が CF 力ードに記録されている間に撮影画面に i — DELETE (クイックデリー 
卜）アイコンが表示されます。この間に、記録中の画像を削除することができます。 
©ボタンを押すと、削除確認画面が表示 
されます。マルチセレクターの ▽ を押し 
て、 「はい」 を選択し、©を押すと、表示中 
の画像を削除して、撮影画面に戻ります。 

• 「いいえ」 を選択して©を押すと、画像 
は削除されずに撮影画面に戻ります。 
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動画の撮影と再生 


，動画を選択する 


COOLPIX 8400では、モードダイヤルを，に合わせると、5種類の動画を選 
択できます。微速度撮影以外は音声付きで撮影することができます。 


-設イ ㈣ 

TV 再生 640 

カラーの動画を画像サイズ 640 X 48 ◦ピクセル、30 
フレーム/秒で最長60秒間撮影します。テレビで再生す 
るときに適した画像サイズです。 

約60秒 

カメラ再生 320 

カラーの動画を画像サイズ320 X 240ピクセル、15フレー 
ム/秒で撮影します。 CF 力ードの残量がなくなるまで連 
続して撮影できます。 

約895秒※ 

微速度撮影 

微速度撮影 （0 B 80) では、設定された撮影間隔（インター 
バル）で静止画像の撮影を自動的に行い、撮影した複数の 
画像をつなげて画像サイズ640 X 480ピクセル、30 
フレーム/秒の動画として最長35秒間分 （ 1050フレー 
厶）記録します。つぼみがゆっくりと花開く様子や、蝶が 
羽化する様子を、記録写真のように撮影したい場合に便利 
です。なお、微速度撮影時には音声は録音されません。 

約35秒 

セピア動画 320 

セピア調の動画を画像サイズ 320 X 240 ピクセル、5 
フレーム/秒で撮影します。 CF 力ー ドの残量がなくなる 
まで連続して撮影できます。 

約895秒※ 

白黒動画 320 

モノクロの動画を画像サイズ320 X 24◦ピクセル、15 
フレーム/秒で撮影します。 CF 力ー ドの残量がなくなる 
まで連続して撮影できます。 

約895秒※ 


※記載されている連続撮影記録時間はおおよその目安です。同じ容量でも CF 力ードの種類によって連続撮 
影記録時間は異なります。 


動画の設定方法 


ポタンを押すと、「動画メ 


動画ファイルは新規のファイル番号（画像記録フォルダ内にある最大の番号に1を加えた番号）の名 
前に拡張子 「. MOV 」 がつき（例： DSCN 0001. M 0 V ), QuickTime ムービーファイルとしてパソ 
コンに転送して再生することができます。 



動画メニュー 

S-AF 

^8 

添__匼 



B 




メニュ _ ) 
ニュー」画面が 


£1動画のファイル名について 
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□ 



於 


マルチセレクターの△または ▽ を押し 
て、「動画設定」を選択します。 

•「 AF - MODE 」 を選択して|>を押すと、 
AF モードを設定できます （SB 77)。 

• 「電子式手ブレ補正」を選択して > を押す 
と、手ブレ補正を設定できます （SB 78)。 



|>を押すと、「動画設定」画面が表示されます。 



△または▽を押して、動画モードを選択 
します。 

• 動画モードの変更をキャンセルする場合 
は、砸）ポタンを押します。 



©を押すと、選択が実行さ 
れ、撮影画面に戻ります。 

• 「微速度撮影」を選択して> 
を押すと、撮影間隔（イン 
ターバル）と露出固定を設定 
できます （BB 8〇)。 

• 表示パネルには gu が点滅 
します。 


@動画モードの切り換えについて 

動画モードは、撮影画面の表示中に FUNC ボ 
タンを押しながらコマンドダイヤルを回して切 
り換えることもできます。 


塞 




1101/ c 1 
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AF - MODE の設定方法 

動画撮影時の AF モードを、シングル AF または常時 AF 
に設定することができます。静止画撮影時の AF モード 
の設定方法については、撮影メニューの 「フォーカス： 
AF - MODE 」 （聞1 25) をご覧ください。 



S-AF 

シングル AF 

シャッターボタンを半押しすると、ピント合わせを行い、ピントが合うと 
AF ロックを行います。撮影を開始すると、シャッターボタンを押し込ん 
だときのピントに固定され、撮影中はピント合わせを行いません。 

C-AF 常時 AF 

撮影中、常にピント合わせを繰り返します。 


AF モードを設定する方法は次のとおりです。 



P AF-MODE について 

撮影中の動作音が気になる場合は、 「 AF - MODE 」 を「シングル AF 」 に設定して撮影することをおす 
すめします。 
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手ブレ補正の設定方法 

動画撮影時（微速度撮影を除く）の手ブレの影響を電子的に 
補正する 「電子式手ブレ補正」 を設定することができます。 



e-VRON 


動画撮影時に、電子的に手ブレの影響を補正します。また、構図も決めやす 
くなります。 


^ VBOFF 手ブレ補正は機能しません。 


「電子式手ブレ補正」 を設定する方法は次のとおりです。 



B 



雷孑式手づし補正 

1 

r% \/D 广 n 

e-VRON 




△または▽を押して、 「ON」 または 
「OFF」 を選択します。 


□ 



今 

動画メニュー 

S-AF 


e-VR 

電子式手ブレ補正 > 




〇を押すと、選択が実行され、「動画メ 
ニュー」画面に戻ります。 
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►f 動画を撮影する 


カメラのモードダイヤルを，に合わせ、カメ 
ラの電源を ON にします 

• 撮影画面には撮影可能コマ数のかわりに、撮影可 
能な記録時間が表示されます。 

• 「微速度撮影」 の場合は、「微速度撮影の撮影方法」 
(0 B 80) にお進みください。 


シャッターポタンを押し込んで、撮影を開始し 
ます 

• 撮影中は REC アイコンが表示されます。 

• 撮影を一時停止するにはマルチセレクターの©を 
押します。もう一度押すと再開します。 

シャッターポタンをもう一度押し込んで、撮影 
を終了します 

• 撮影中に CF 力ー ドの残量がなくなった場合や、設 
定した動画モードの撮影可能な記録時間が経過し 
た場合は、撮影を自動的に終了します。 


M 動画撮影時のズーム操作について 

「TV 再生640」、「カメラ再生320」、「セピア動画320」または「白黒動画320」に設定した場合は、 
動画撮影開始後にズーム操作を行うと電子ズーム （SB 33) が2倍まで作動します（光学ズームは作 
動しません)。 

• 「ズーム：電子ズーム」が 「 OFF 」 の場合 （0 B 1 26) でも、動画の撮影を開始すると、電子ズームが 
使用できます。 

•光学ズーム （SB 33) を使用したい場合は、動画を撮影する前に操作してください。撮影を開始す 
ると、撮影する前に設定された光学ズーム位置に固定されます。 

M 動画撮影についてのご注意（微速度撮影を除く） 

「TV 再生640」、「カメラ再生320」、「セピア動画320」または「白黒動画320」の場合、 

• スピードライトは自動的に発光禁止になり、被写体が暗い場合でも発光しません。 

• 撮影中はカメラのマイクに触れないようにご注意ください。 
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微速度撮影の撮影方法 



「動画設定」画面 （ S 2 76) で、マルチセレク 
ターの△または▽を押して、「微速度撮 
影」を選択します。 


□ 



バル設定> 


△または▽を押して、「インターバル設 
定」または「露出固定」を選択し、> を押し 
てください。 

• 「インターバル設定」：微速度撮影の撮影 
間隔（インターバル）を設定します。 

• 「露出固定」：微速度撮影時に露出固定を 
行うかどうかを選択します。 


B 



ィンタ- 


>を押すと、「微速度撮影」画面が表示され 
ます。 



インターバル設定を選択した場合、 △ また 
は ▽ を押して、微速度撮影の撮影間隔を 
「30 秒」、 「1 分」、 「5 分」、 「10 分」、 「30 
分」、 「60 分」から選択してください。 

• ©を押すと、選択が実行され、撮影画面 
に戻ります。 


M 微速度撮影のファイル名について 

微速度撮影で撮影された動画のファイル名は、先頭文字 「 INTN 」 に新規のファイル番号（画像記 
録フォルダ内にある最大の番号に1を加えた番号）の名前（拡張子は. MOV ) となります（例： 
INTN 0015. M 0 V )。 

_微速度撮影時のご注意 

•微速度撮影時は、途中でバッテリーの残量がなくなると撮影を終了するため、 AC アダプタ 
EH -54 (別売）のご使用をおすすめします。 

• 微速度撮影を開始する前に試し撮りを行い、画像を確認することをおすすめします。 
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B 



「露出固定」を選択した場合、 △ または ▽ 
を押して、 「 ON 」 または 「 OFF 」 を選択して 
ください。©を押すと、選択が実行され、 
撮影画面に戻ります。 

•「 ON 」 ：すべてのフレームの撮影を終了する 
まで、露出とホワイトバランスが1フレー 
ム目を撮影した条件に固定されます。 

•「 OFF 」 ：露出とホワイトバランスは固定 
されません。 


□ 



シャッターボタンを押し込んで微速度撮影を開始します。設定 
された時間の撮影間隔（インターバル）で撮影を自動的に行い、 
動画画像として保存します。 

• もう一度シャッターポタンを押すか、 CF 力ードの記録容量 
がなくなるか、1050フレーム （35 秒間分）撮影すると、 
微速度撮影が終了します。 


M 微速度撮影について 

•微速度撮影では、撮影から次の撮影までの間、液晶モニタ（または電子ビューファインダー）が消 
灯します。設定した撮影間隔（インターバル）が経過する直前に、液晶モニタ（または電子ビュー 
ファインダー）が自動的に点灯し、撮影を行います。 

•微速度撮影で、画質を 「 EXTRA 」、「 FINE 」、「 NORMAL 」 のいずれかに設定して撮影した動画を力 
メラで再生すると、一時停止する場合がありますが、撮影した動画に支障はありません。この場合 
は、パソコンで再生することをおすすめします。 

•微速度撮影では、画質を 「 EXTRA 」、「 FINE 」、「 NORMAL 」、「 BASIC 」 に設定できます。すでに 
「 RAW 」 または 「 HI 」 にセットしている場合は、微速度撮影を選択すると 「 EXTRA 」 に変わります。 

• 微速度撮影のファイルサイズは、設定した画質によって大きく変化します。 

露出固定表示 

露出固定を 「0 N 」 に設定すると、 AE-L アイコンが撮影画面に黄色で 
表示されます。微速度撮影を行うと、露出とホワイトパランスが1 
フレーム目の条件に固定され、 AE-L アイコンは白色に変わります。 
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H 動画を再尖する 


モー ドダイヤルを [ S に合わせ、1コマ再生モード（聞 
83) にセツトすると、撮影した動画を液晶モニタで再生 
することができます。動画の場合は、液晶モニタに今 
が表示されます。マルチセレクターの©で動画再生の 
操作を行います。 

「TV 再生 640」、 「カメラ再生 320」、 「セピア動画 
320」、 「白黒動画 320」の動画再生中は、撮影時に録 
音された音声がスピーカーで再生されます。 


望 _ 。 1_1 
麵 , 

1_K_ 

ipr 

53 

» 1/ 11 


機能 

ポタン 

内容 

再生する/ 
一時停止する/ 
再開する 

© 

マルチセレクターの❹を押すと、動画を再生します。動 
画再生中に©を押すと、押した時点のフレームで一時停 
止します。再生を再開するには、もう一度©を押します。 
再生が終了すると、最初のフレームが表示されます。 

再生中に 
巻き戻し/ 
早送りする 

© 

動画再生中にマルチセレクターの < または △ を押し続け 
ると巻き戻し、> または ▽ を押し続けると早送りします。 

一時停止中に 

1 フレーム 戻る 

© 

一時停止中、 1 フレーム前の画像を表示します。押し続 
けると、順次コマを送ります。 

一時停止中に 

1 フレーム 送る 

© 

一時停止中、 1 フレーム先の画像を表示します。押し続 
けると、順次コマを送ります。 

再生を停止する 


動画再生中または一時停止中に®ポタンを押すと、再 
生を停止します。 

音量を調節する 

^^0 

動画再生中に钃ポタンまたは D ボタンを押すと、液晶 
モニタに音量表示が表示され、音量を2(犬）、^] 
(中）、/づ(ノ」 0、 または^](音声なし）に調節するこ 
とができます。蠼ボタンを押すと音量は小さくなり 、 D 
ボタンを押すと音量は大きくなります。 


M 動画についてのご注意 

• 動画は、レビュー再生モードや簡易再生モードでは再生できません （ S 3 37)。 
• 動画をダイレクトプリントすることはできません （SB 10 2 )。 
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カメラで再生する 


撮影した画像を確認する （1 コマ再生モード） 

モー ドダイヤルをに合わせると、 
n コマ再生モード」になり、液晶モ 
ニタ（または電子ビューファインダー） 

には撮影した画像が表示されます。 

• 1コマ再生モードまたは簡易再生モード時に、マルチセレクターの©を押すと、画像が 
約3倍に拡大して表示される、クイック拡大になります（閎38)。 

^他の撮影画像を表示する場合 

マルチセレクターの < または △ を押すと液晶モニタに表示されている画像の1コマ前の画像を見 
ることができ、> または ▽ を押すと1コマ後の画像を見ることができます。早送りしたい場合は 
マルチセレクターを押し続けてください。 

^スモールピクチャーの作成と D - ライティングについて 

1コマ再生モードでシャッターボタンを押すと、表示中の画像から、スモールピクチャー （0S91) 
や、 D- ライティング機能で階調を補正した画像 （0B 93) を作成することができます。 

7K タ ン Kau て 

画像を再生中に©ボタンを押すと、液晶モニタに表示されているカメラの設定内容や画像情報を 
消したり再表示させたりすることができます J 



※画像情報を消した場合 
でも、バッテリー残量 
が少なくなるとパッテ 
リーチエツク表示が点 
灯します。 


□ 表示中の画像を削除する場合 

1コマ再生モードと簡易再生モードでは、©ボタンを押すと、表示され 
た画像の削除確認画面が表示されます。マルチセレクタ_の △ または ▽ 
を押して n よい」を選択し、©を押すと、表示中の画像が削除されます。 

• 「いいえ」を選択して®を押すと、表示中の画像は削除されずに再生画 
面に戻ります。 


趣 

I 

鍾嗡隨 f 
隱奮 ㈣ 

いいえ ; S 

1 





^レビュー再生モード/簡易再生モードについて 

撮影モードで®ボタンを押すと、撮影した画像をすぐに確認することができるレビュー再生モー 
ドまたは簡易再生モードに切り換えることができます （® 37)。 
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RAW 画像から HI への画像変換について 


RAW で撮影された画像は1コマ再生モード時に HI 画像 （ TIFF 形式）に変換することが 
できます。 TIFF 形式のファイルはほとんどのアプリケーションに対応できます。変換す 
ると、拡張子が. NEF から. TIF に変わり、新規のファイル番号（画像記録フォルダ内に 
ある最大の番号に1を加えた番号）を付けた名前となります（例： DSCN 0001. NEF - 
DSCN 0002. TIF )。 


D 





撮影した RAW 画像を1コマ再生モード 
で表示し、シャッターポタンを押します。 

•「 RAW 画像を HI 画像に変換します。よ 
ろしいですか？」という確認画面が表示 
されます。 



△または▽を押して、 「はい」 を選択し 
ます。 

• 「いいえ」 を選択して®を押すと、再生 
している RAW 画像を HI 画像に変換せ 
ずに1コマ再生モードに戻ります。 




©を押すと、再生している RAW 画像を 
HI 画像に変換して別画像として保存しま 
す。変換が終了すると、 「 RAW 画像を削 
除します。よろしいですか？」という確認 
画面が表示されます。 


△または▽を押して 「はい」 を選択し、 
©を押すと、元の RAW 画像が削除され 
ます。 

• 「いいえ」 を選択して®を押すと、元の 
RAW 画像は削除されずに1コマ再生 
モードに戻ります。 


@ RAW 画像を HI 画像に変換する場合のご注意 

• RAW 画像を HI 画像に変換する場合は、 CF 力ードの空き容量を充分に確保してから変換して 
ください（画質 （SB 48) を 「 HI 」 にした場合に撮影可能コマ数が 1 コマ以上あることを確認し 
てください)。 

• RAW 画像を HI 画像に変換するまで、時間がかかります。 g マークが消えるまでお待ちください。 
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一覧表示する（サムネイル再生モード） 

簡易再生モード （0 B 37) または 1 コマ再生モード時 
(0 B 83) に 13( H ) ボタンを押すと、縮小表示された 
画像（サムネイル画像）が 4 コマ並んで表示されるサム 
ネイル再生モードになります。 

サムネイル再生モードでは、次の操作が可能です。 



画像を選択する 



マルチセレクターを使って画像を選択します。 


画面を 

スクロール する 




コマンドダイヤルを回すと、 
ルを行います。 


ページ分の画面のスク□一 


表示コマ数を 
変更する 


<9(H) 

/ 

DA) 


> 4 コマ表示時に ms ) ボタンを押すと 9 コマ表示になり 
ます。 

>9 コマ表示時に D (%ボタンを押すと 4 コマ表示に、 4 
コマ表示時に D (9) ボタンを押すと1コマ表示 （1 コマ 
再生画面）になります。 


画像を削除する 




® ボタンを押すと、削除確認画 
面が表示されます。マルチセレク 
ターの △ または ▽ を押して 「は 
い」 を選択し、©を押すと選択し 
た画像が削除されます。 

• 「いいえ」 を選択して®を押す 
と、画像を削除せずにサムネイ 
ル再生モードに戻ります。 




選択した画像を 
1コマ 表示する 



4 コマ表示または 9 コマ表示で選択した画像を、 1 コマ表 
しす。 


コマ再生画面 
に戻る 




4 コマ表示または 9 コマ表示を終了して、 1 コマ再生画面 
に戻ります。* 1 


スモール 
ピクチャー 
を作成する/ 
D - ライティング 
を行う 


■imfa 

シャツター 

ポタン 


選択した画像から、スモールピクチャー （圜91)や0-ラ 
イティング機能で階調を補正した画像 （ S 2 93) を作成する 
ことができます。％ 2 


いろいろな再生 


※耳簡易再生モード （0 S 37) では、撮影画面に戻ります。 

簡易再生モード （SB 37) では、スモールピクチャーの作成と D - ライティングは行えません。 
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画像情報 

簡易再生モード （S3 37) や1コマ再生モード（圜 83) で表示される画像には画 
像情報が表示され、 6 種類の画像情報表示画面に切り換えることができます。 

コマンドダイヤルを回すと、画像情報表示画面は次のように切り換 
わります。 

ページ2 ^ページ3 4 ^ ページ4 

(ピーキング表示）♦►ページ5 (ヒストグラム表示： 


广ページ1 

L ►ページ6 I 





ページ1 



撮影日付 
撮影時刻 
画像サイズ 
フォルダ名 
ファイル名 
バッテリーチェック 


日尸スモ表71^ 

転送 マーク 
プリント表示 
プ□テクト表示 
表示画像コマ番号/ 
総画像コマ数 

画質 


ページ2 



撮影カメラの機種 

ファー ムウ エアのバージヨン 

測光方式 

露出モード 

シャッタースピード 

絞り値 


ページ3 



露出補正値 
焦点距離 
フオーカスモー ド 
スピードライト 
階調補正 
撮像感度 
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ページ 4 



ホワイトバランス 
彩度調整 
輪郭強調 

電子ズームの倍率 
コンバータ 

撮影画像のファイルサイズ 


ページ5 (ヒストグラム表示） 



|サムネイル画像を八イライト表示 
(画像の八イライト部分を白/黒の点滅で表 
|示） 

ヒストグラム 

(明るさの分布を表示：横軸は輝度[左へ行 
くほど暗くなり、右へ行くほど明るくなり 
I ます]を示し、縦軸はドット数を示します） 
ファイル名 
|撮影情報 

(測光方式、シャッタースピード、絞り値、 

|露出補正値、撮像感度） 


ページ6 (ピーキング表示） 



ファイル名 
撮影情報 

(焦点距離、シャッタースピード、絞り値、 
フォーカスモード、ノイズ除去） 

ピーキング処理画像 

(画像中でピントの合っている被写体の輪郭 
を強調して表示、選択 AF エリアは赤色表示) 
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画像を拡大する（拡大表示モード） 

簡易再生モード （0B 37) または 1 コマ再生モード時 
(0B 83) にズームボタンの D«) を押すと、表示中の画 
像を最大約10倍まで拡大表示できます。 


機能 

ポタン 

内容 

画像を拡大表示 
する 

DA ) 

押すごとに画像を拡大表示します。最大約10倍まで画像 
を拡大します。拡大表示中は9アイコンと拡大倍率が液晶 
モニタの左上に表示されます。 

画像の他の部分 
を表示する 

© 

マルチセレクターを使うと、画面をスクロールさせて、見 
たい部分に移動することができます。 

拡大倍率を 
下げる 

< g ( H ) 

拡大表示中に d ( H ) ボタンを押すと、拡大倍率が下がりま 
す。もとの1コマ再生画面と同じ拡大倍率まで下がると、拡 
大表示はキヤンセ レされます。 

1コマ再生 
画面に戻る 


拡大表示中に©を押すと、拡大表示を終了して、1コマ再 
生画面に戻ります。 

トリミングを 
行う 

■iinH 

シヤツタ ー 

ポタン 

拡大表示中の画像を表示部分のみにトリミングし、別画像 
として保存します （閿 89)。トリミングは簡易再生モード 
では行えません。 


別の画像を見るときは、拡大表示をキャンセルしてから、マルチセレクターを操 
作して画像を選択してください。 


@拡大表示について 

• 動画およびスモールピクチャーでは、拡大表示は行われません。 

• 画質が 「 RAW 」 または 「 HI 」 の画像は、画像の拡大表示が可能になるまでに時間がかかります。メッ 
セージ「しばらくおまちください」が表示された場合は、メッセージが消えるのを待って、もう一 
度 D ⑼ボタンを押してください。 
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編 S 减 

1コマ再生モードで拡大表示中の画像を表示部分だけにトリミング（切り抜き）し 
て、元の画像とは別に新しく画像を作成します。画面に益アイコンが表示さ 
れている場合にのみ、トリミングすることができます。 



1コマ再生モード時に、画像を好みの大き 
さに拡大し、マルチセレクターでトリミン 
グしたい部分を表示します。 


B 




議画徽1 
編!^^ 


「ぃぃ及■ユ 

ISaBi 


シャッターボタンを押すと、トリミングの 
実行確認画面が表示されます。 


B 



縮む鮮 

|はい^] 


A または ▽ を押して、「はい」を選択します。 
•「いいえ」を選択して©を押すと、トリ 
ミングは行われずに、1コマ再生モード 
に戻ります。 



〇を押すとトリミングした画像が作成され 
ます。 


n トリミングについてのご注意 

• C 00 LPIX 8400 でトリミングした画像を C 00 LPIX 84 〇〇以外のデジタルカメラで再生すると、 
正常に表示できない場合やパソコンへの転送ができない場合があります。 

• COOLPIX 8400以外のデジタルカメラで撮影された画像に対しては、トリミング機能の動作は保 
証しておりません。 

@トリミングができない場合 

• レビュー再生および簡易再生モード時 

•シーンモードの 1 X 1( パノラマアシスト）で撮影した画像 （0 B 46 )、 「UH 連写」、「インターバル 
撮影」 (0 B 11 0) または動画 （05 75) で撮影した画像、画質が 「 RAW 」 または 「 HI 」 の画像 （SB 
48)、画像サイズが [3 i ?(3264 x 21 76) の画像 （0 B 49)、トリミングで作成した画像またはス 
モールピクチャー (SB 91) の場合 

• CF カードに充分な空き容量がない場合 
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□ トリミングで作成した画像について 

• トリミングで作成した画像は、元の画像とは別の画像として保存されます。 

• トリミングで作成した画像は元画像を削除しても削除されません。また、トリミングで作成した画 
像を削除しても元画像は削除されません。 

• 元画像で設定した転送マーク （ SB 151 ) は、トリミングで作成した画像にも設定されます。 

• 元画像で設定した「プリント指定」 （ SB 149)および「プ□テクト設定」 （ SB 147)は、トリミング 
で作成した画像には設定されません。 

• トリミングで作成した画像の画質は、元画像の画質にかかわらず 「 NORMAL 」 になります。 

• トリミングで作成した画像のサイズは、拡大倍率により異なります。次のうちから最適なサイズを 
カメラが自動的に選択します（単位：ピクセル)。 

- [8 IVI 3264 X 2448 - [5 M 2592 x 1944 - [3 M 2048 x 1536 

- 3 1 600 X 1200 - [1 M 1280 x 960 - [PC 1024 x 768 

- [TV 640 X 480 • H 320 x 240 • □ 160 X 120 

• トリミングで作成した画像のファイル名は、先頭文字 「 RSCN 」 に新規のファイル番号（画像記録 
フォルダ内にある最大の番号に1を加えた番号）を付けた名前（拡張子は . JPG ) となります （SS 
39)。例： RSCN 0015 .JPG 

• トリミングで作成した画像の作成日時は、元の画像と同じです。 
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スモールピクチャー 

1コマ再生モード（圜 83) またはサムネイル再生モード（圚 85) 時に、シャツ 
ターボタンを押すと、元の画像とは別に表示している画像の画像サイズを縮小し 
たスモールピクチャー（縮小画像）を作成することができます。ファイルサイズ 
を小さくすることができるため、電子メールで送ったりホームページで使用する 
場合に適しています。 


□ 





スモールビクチャーを作成する画像を表示し 
て、シャッターポタンを押すと、画像処理の 
選択画面が表示されます。 



△または▽を押して、「スモールピク 
チャー」を選択します。 


B 



■編 

編 

1 

= 康ぱ参—鲁 
(Ug 蕾 f 

1 し、し 、^^ 

1 

m 




t > を押すと、スモールピクチャーの作成確 
認画面が表示されます。 


□ 



調《勝ピ綠 ，'憑 
編 ㈣ :曹 ㈣ 


A または ▽ を押して、「はい」を選択します。 
• 「いいえ」を選択して©を押すと、スモー 
ルビクチャーを作成せずに、1コマ再生モー 
ドまたはサムネイル再生モードに戻ります。 
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n スモールピクチャーについてのご注意 

• COOLPIX 8400で作成されたスモールピクチャーを COOLPIX 8400以外のデジタルカメラで 
再生すると、正常に表示できない場合やパソコンへの転送ができない場合があります。 

• C 00 LPIX 84 ◦◦以外のデジタルカメラで撮影された画像に対しては、スモールビクチャー機能の 
動作は保証しておりません。 

• スモールピクチャーの拡大表示はできません。 

■ スモールピクチャーの画像サイズについて 

初期設定では、スモールピクチャーは640 x 480 ([■) ピクセルで作成されますが、再生メニュー 
の「スモールピクチャー」（圜 155) で、スモールピクチャーの画像サイズを640 x 480 ([■)> 
320 x 240 ( H )^ 160 x 120 ( n ) ピクセルに設定することができます。画像サイズは、スモー 
ルピクチャーを作成する前に設定してください。 

P スモールピクチャーの再生について 

作成されたスモールピクチャーは、元画像と同じフォルダで最後 
に記録された画像の1つ後にグレー色の枠で表示されます。 

•画質は、元画像の画質にかかわらず 「 BASIC 」 になります。画 
像サイズは、設定したサイズによって、640 X 480、320 X 
240、160 X 120ピクセルになります （[ S 、 [兄、または 
□が表示されます)。 


0スモールピクチャーが作成できない場合 

• レビュー再生および簡易再生モード時 

_ •シーンモードの 1 X 1( パノラマアシスト）で撮影した画像 （SB 46 )、 「UH 連写」、「インターパ 
ル撮影」 ( S 2 11 0) または動画（圚 75) で撮影した画像、画質が 「 RAW 」 または 「 HI 」 の画像 
(05 48)、画像サイズが[^ 2 (3264 X 2176) の画像（圊49)、トリミングで作成した画像 （0 B 
い 89) またはスモールビクチャーの場合 
ろ • CF カードに充分な空き容量がない場合 

^这作成されたスモールピクチャーについて 

g •スモールピクチャーは、元の画像とは別の画像として保存されます。 

5 • スモールピクチャーは元画像を削除しても削除されません。また、スモールピクチャーを削除して 

^ も元画像は削除されません。 

• 元画像で設定した転送マーク （ SB 151)は、スモールピクチャーにも設定されます。 

• 元画像で設定した「プリント指定」 （SB 149)および「プ□テクト設定」 （0 B 147)は、スモールビ 
クチャーには設定されません。 

• スモールピクチャーのファイル名は、先頭文字 「 SSCN 」 に新規のファイル番号（画像記録フォル 
ダ内にある最大の番号に1を加えた番号）を付けた名前（拡張子は . JPG ) となります （05 39)。 
例: SSCN 0015 .JPG 

• スモールピクチャーの作成日時は、元の画像と同じです。 
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1 コマ再生モード（圜 83) またはサムネイル再生モード（圜 85) 時に、シャツ 
ターボタンを押すと、元画像とは別に、表示している画像の階調（明るさ）を補正 
(D- ライティング）した画像を作成することができます。 D- ライティング機能を 
使うと、逆光やスピードライトの光量不足などで暗くなった被写体を明るく補正 
することができます。 


► 


n d - ライティングについてのご注意 

• C 00 LPIX 840 ◦で D - ライティングを行った画像を COOLPIX 8400以外のデジタルカメラで再 
生すると、正常に表示できない場合やパソコンへの転送ができない場合があります。 

• C 00 LPIX 8400 以外のデジタルカメラで撮影された画像に対しては、 D - ライティング機能の動 
作は保証しておりません。 

0 D - ライティングができない場合 

• レビュー再生および簡易再生モード時 

•シーンモードの！^|(パノラマアシスト）で撮影した画像 （SB 46 )、 「UH 連写」、「インターパ 
ル撮影」 (SB 11 0) または動画（圚 75) で撮影した画像、画質が 「 RAW 」 または 「 HI 」 の画像 
(5 B 48)、画像サイズが[^ 2 (3264 X 2176) の画像（圜49)、トリミングで作成した画像 （0 B 
89)、スモールビクチャー（05 91)、または D - ライティングで作成した画像の場合 

• CF カードに充分な空き容量がない場合 

^ D - ライティングで作成した画像について 

• D - ライティングで作成した画像は、元の画像とは別の画像として保存されます。 

• D - ライティングで作成した画像は元画像を削除しても削除されません。また、 D - ライティングで 
作成した画像を削除しても元画像は削除されません。 

• 元画像で設定した転送マーク （ SS 151 ) は、 D - ライティングで作成した画像にも設定されます。 

• 元画像で設定した「プリント指定」 （ S 3 149) および「プ□テクト設定 」 （BB 147) は、 D - ライティ 
ングで作成した画像には設定されません。 

• D - ライティングで作成した画像のファイル名は、先頭文字 「 FSCN 」 に新規のファイル番号（画像 
記録フォルダ内にある最大の番号に1を加えた番号）を付けた名前（拡張子は. JPG ) となります 
(SB 39)。例： FSCN 0015 .JPG 

• D - ライティングで作成した画像の作成日時は、元の画像と同じです。 
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D - ライテインクの使用方法 


D 





階調を補正したい画像を表示して、シャツ 
ターポタンを押すと、画像処理の選択画面が 
表示されます。 



△または▽を押して、 「 D - ライティング」 
を選択します。 


□ 



_ fe ■晷麵飞 
纏し翁 f 


>を押すと、 D - ライティングの実行確認画 
面が表示されます。 


□ 



m 

領 

I 

鋒!^喊_で 

ptutir 

獅で獅 f 


1 

|はい 


△ または ▽ を押して、「はい」を選択します。 
• 「いいえ」を選択して©を押すと、 D - ラ 
イティングを行わずに、1コマ再生モード 
またはサムネイル再生モードに戻ります。 



©を押すと、 D - ライティングで階調を補正し 
た画像が保存されます。 
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音声メモを録音する/再生する 

1コマ再生モードで表示されている画像に対して最長約 
20秒の音声メモを録音します。音声メモは音声フアイ 
ル （.WAV ) として CF 力ードに記録され（圜39)、音 
声メモ付きの画像には L0 (音声メモ表示）が表示されま 
す。動画には、音声メモは録音できません。 



録音する 




音声メモが録音可能な画像が表示されている場合、 ® ポ 
タンを押し続けている間、最長約20秒の音声メモを録音 
します。ポタンから指を離すか、約20秒経過すると、 
録音が終了します。 


再生する/ 
再生を終了する 




[上]アイコン付きの画像が表示されている場合、〇ボタ 
ンを押すと、スピーカーから音声メモを再生します。 
ポタンをもう一度押すか、録音内容が終了すると再生を終 
了します。 


再生を 

一時停止する/ 
再生を再開する 



音声メモの再生中にマルチセレクターの©を押すと一時停 
止します。一時停止中に©を押すと、再生を再開します。 


音量を調節する 


49(H) 

/ 

D(^) 


音声メモ再生中に CI ボタンまたは D ボタンを押すと、液 
晶モニタに音量表示が表示され、音量を^^ (犬)、 

(中）、/(小)、またはパ(音声なし）に調節すること 
ができます。 H ポタンを押すと音量は小さくなり、 D ポ 
タンを押すと音量は大きくなります。 


音声メモ/ 
画像を削除する 




音声メモが記録された画像の表示中に®ポタンを押す 
と、削除確認画面が表示されます。マルチセレクターの △ 
または▽を押して、 「はい」、 [ m , 「いいえ」 のいずれか 
を選択し、©を押すと、選択した項目が実行されます。 

• 「はい」： 

画像と音声メモが削除されます。 


，譲： 

音声メモのみが削除されます。 

• 「いいえ」： 

画像と音声メモは削除されませ 
ん〇 


D 徽_ 嗡 ！ btf I 
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テレビで再生する 


付属のオーディオビデオケーブル EG-CP14 (以下 AV ケーブル）を使用して、 
撮影した画像をテレビやビデオデッキで再生することができます。 

1カメラの電源を OFF にします 
2 AV ケーブルを接続します 

•AV ケーブルの黒いプラグをカメラのオーディオ 
ビデオ出力端子に接続します。 


•AV ケーブルの黄色のプラグをテレビまたはビデ 
才の映像入力端子に、白色のプラグをテレビま 
たはビデオの音声入力端子に接続します。 


3 映像機器の入力をビデオ入力または外部入力に切り換えます 

• 詳しくは映像機器の使用説明書をご覧ください。 

4 カメラのモードダイヤルを[間に合わせます 


5 カメラの電源を on にします 

• 撮影された画像がテレビに表示され、カメラの液晶モニタは消灯します。 

@ビデオ出力について 

• COOLPIX 8400とテレビまたはビデオデッキを接続する前に、セットアップメニューの「ビデオ 
出力」 （ SB 171 ) で、ビデオ出力形式を確認してください（初期設定は 「 NTSC 」 です)。 

• 「ビデオ出力」を 「 PAL 」 に設定している場合、 COOLPIX 840〇とテレビまたはビデオデッキとの 
接続中に UH 連写または動画を撮影すると、カメラの液晶モニタが点灯してビデオ出力は一時停 
止となります。 
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パソコンで再生する 


付属の USB ケーブル UC - E 6 と PictureProject を使用して、カメラで 
撮影した画像をパソコンで再生することができます。画像を転送する前に、 
PictureProject をパソコンにインストールする必要があります。インストー 
ルの方法および画像の転送方法については、クイックスタートガイドおよび 
PictureProject リファレンスマニュアル （ CD - ROM ) をご覧ください。 

カメラをパソコンに接続する前に 

ご使用のパソコンの 0 S (オペレーテイングシステム） 

に合わせて、正しい通信方式がカメラにセットされてい 
ないと、撮影した画像をパソコンに転送することができ 
ません。通信方式は以下の表を参考にして、セットアッ 
プメニューの 「 USB 」 で設定してください（圜170)。 

初期設定は 「Mass Storage 」 に設定されています。 


[Mass 


Storage*^ 


パソコンの 0 S 

USB 通信方式 

Windows XP Home Edition 

Windows XP Professional 

「 PTP 」 または 「Mass Storage 」 

Windows 2000 Professional 


Windows Millennium Edition (Me) 

「Mass Storage 」 

Windows 98 Second Edition (SE) 


Mac OS X 11101 |S 以降) 

「 PTP 」 または 「Mass Storage 」 


@ USB 八ブについて 

USB 八ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 
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専用 USB ケーブルでパソコンに接続する 

カメラの電源が OFF になっていることを確認して、カメラと起動しているパソ 
コンを付属の USB ケーブル UC - E 6 で下図のように接続します。接続が完了し 
たらカメラの電源を ON にします。電源を ON にすると、レンズが繰り出します。 
• カメラの液晶モニタは消灯し、表示パネルには [ rr ] (通信状態表示）が表示されます。 
電源スイッチ以外の操作はできなくなります。 





= 


H パ 



^ - < 


専用 USB ケーブル UC - E 6 


Windows 2000 Professional、Windows Millennium Edition ( Me )、 
Windows 98 Second Edition ( SE ) をご使用の場合のご注意 


ご使用の OS が上記の場合には、セットアップメニューの 「 USB 」 を 「 PTP 」 に設定しない 
でください。 

「 USB 」 を 「 PTP 」 に設定して、上記 0 S のパソコンと接続した場合には、下記の要領でパ 
ソコンとの接続を外してください。 

再度パソコンと接続する場合は、必ず 「 USB 」 を 「Mass Storage 」 に変更した後、パソ] 
ンと接続してください。 

Windows 2000 Professional の場合： 

「新しい八ードウエアの検索ウィザードの開始」と表示されますので、「キャンセル（中 
止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 

Windows Millennium Edition ( Me ) の場合： 


「八ードウエア情報データベースの更新」の後に「新しい八ードウエアの追加ウィザード」 
と表示されますので、「キャンセル（中止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を 
外してください。 

Windows 98 Second Edition ( SE ) の場合： 

「新しい八ードウエアの追加ウィザード」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を 
選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 


いろいろな再生 
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カメラとバソコンの接続を外す 
USB 通信方式が rPTPJ (0B 97) の場合： 

転送が完了したら、カメラの電源を OFF にして、 USB ケーブルを抜いてください。 

USB 通信方式が 「Mass Storage 」 の場合： 

転送が完了したら、必ず次の操作を行ってから、カメラの電源を OFF にして、 
USB ケーブルを抜いてください。 

• Windows XP Home Edition/Professional の場合： 

パソコン画面右下の「八ードウヱアの安全な取り外し」 

アイコンをクリックして 「 USB 大容量記憶装置デバイ 
スードライブ （ E :， を安全に取り外します」を選択して 
ください。 

• Windows 2000 Professional の場合： 

バソコン画面右下の「八ードウエアの取り外しまたは取 
り出し」アイコンをクリックして、 「 USB 大容量記憶装 
置デバイスードライブ （ E :> を停止します」を選択して 
ください。 

• Windows Millennium Edition (Me) の場合 : 

パソコン画面右下の「八ードウエアの取り外し」アイコ 
ンをクリックして、 「 USB ディスクードライブ （ E :) ※の 
停止」を選択してください。 

• Windows 98 Second Edition (SE) の場合： 

マイコンピュータの中の「リムーバブルディスク」上でマ 
ウスを右クリックして「取り出し」を選択してください。 


• Mac OS X の場合： 

デスクトップ上の「 N 0 NAME 」 のアイコンをゴミ箱に 
捨ててください。 







いろいろな再生 


※ドライブ （ E :) の 「 E 」 はご使用のパソコンによって異なります。 
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画像をプリントする 


CF 力ードに記録した画像は、次の方法で従来の写真のようにプリントすること 
がでぎます。 


プリントする方法 


デジタルプリントサービス取扱店に再生メニューの 「プリント指定」 で枚数、日付などを 
設定した CF 力ー ドを持ち込み、画像のプリントを依頼する。 

149 

力ードス□ット付き家庭用プリンタのカードス□ットに再生メニューの 「プリント指定」 
で枚数、日付などを設定した CF カードを装着し、 CF カードから直接プリントする。 

149 

付属の US 巳ケーブル UC - E 6 で 「 PictBridge 」 のダイレクトプリント対応プリンタと力 
メラを接続し、カメラから直接プリントする。 

102 

PictureProject を使用して CF 力ードに記録した画像をパソコンに転送し、パソコンで 
プリントする（詳細は PictureProject リファレンスマニュアル （ CD - ROM ) をご覧くだ 
さい)。 

- 


0 「プリント指定」設定時のご注意 

• CF 力ードに記録された画像は、再生メニューの 「プリント指定」 （0 B 149) を行わずにデジタルプ 
リントサービス取扱店にプリントを依頼したり、力ードス□ット付き家庭用プリンタでプリントす 
ると、すべての画像が1枚ずつプリントされます。 

• 再生メニューの 「プリント指定」 を設定すると、プリントする画像の選択、画像のプリント枚数の 
指定、撮影情報、撮影日時の写し込みを設定できます。この設定により、デジタルプリントサ_ビ 
ス取扱店または家庭用の DPOF 対応プリンタで指定どおりにプリントすることができます。 「プリ 
ント指定」 の設定でプリントする場合は、デジタルプリントサービス取扱店やご使用のプリンタが 
DPOF に対応しているかどうかを、あらかじめご確認ください。 

DPOF について 

DPOF (デジタルプリントオーダー フォー マット）は、デジタルカメラで撮影した画像をデジタルプ 

リントサービス取扱店や家庭用プリンタで自動プリントするための記録フオー マツ トです。 


EB PictBridge について 

PictBridge とは、デジタルカメラとプリンタメーカーの各社が相互接 
続を保証するもので、デジタルカメラの画像をパソコンを介さずにプ 
リンタで直接印刷するための標準規格です。 



_は PictBridge の 
□ゴです 
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写真に日付をプリントするには 


次の方法で写真に日付をプリントすることができます。 

• 撮影前にセットアップメニューの「デ ー ト写し込み」で設定 
する （SB 1 72) : 

•写し込むには、撮影前に設定する必要があります。 

• 設定すると、日付が画像上に写し込まれます。 

• 写し込まれた日付は、画像上から消すことができません。 

• 画像上に写し込まれているため、特別な設定を行わなくて 
も、プリント時に日付が写し込まれた状態でプリントされ 
ます。 

• 再生メニューの「プリント指定」で設定する （ BS 149) : 

• 撮影した後に設定します。 

•設定しても、日付は画像上には写し込まれません。日付が 
DPOF の設定ファイルに記録されます。 

• DPOF 対応のプリンタでプリントした場合のみ、日付が 
写し込まれた状態でプリントされます。 




IBseL OFF 

丨 画£^1 1: 圜詷国 




ド 


画像をパソコンに転送し、 PictureProject の「印刷の設定：写真情報を印刷」で設定 
する： 

• 詳細は PictureProject リファレンスマニュアル （CD-ROM) をご覧ください。 


いろいろな再生 
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ダイレクトプリント 

このカメラは、 PictBridge のダイレクトプリント機能を搭載しています。カメラと 
PictBridge のダイレクトプリント対応プリンタを付属の USB ケーブル UC-E6 で 
接続することで、 CF 力ードに記録した画像をパソコンを介さずにカメラからの操作 
で直接プリントできます。 

ダイレクトプリントは、次の手順で行います。 

1セットアップメニューで USB 通信方式を設定します （SB 170) 

•ダイレクトプリントを行う場合、 カメラとプリンタを接続する前に、 セッ 
トアップメニューの 「 USB 」 で USB 通信方式を 「 PTP 」 に設定します（初 
期設定は 「Mass Storage 」 に設定されています）〇 

2 カメラとプリンタを接続します 

• カメラの電源が OFF になっていることを確認して、カメラとプリンタを 
付属の USB ケーブル UC-E6 で下図のように接続します。 


専用 USB ケーブル UC-E6 


n ダイレクトプリントを開始する前に 

• ご使用のプリンタが PictBridge に対応しているかをあらかじめご確認ください。 

•ダイレクトプリントを始める前に、プリンタの設定を確認してください。画像をプリントする用 
紙、および用紙サイズはプリンタ側で設定します。カメラ側では設定できません。設定方法につし) 
ては、プリンタの使用説明書をご覧ください。 

■ ダイレクトプリントできない画像について 

画質が 「 RAW 」 の画像 （SB 48) および動画 （SB 75) をダイレクトプリントすることはできません。 
プリンタによっては、 「 HI 」（ TIFF ) の画像に対応していない場合があります。詳しくはご使用のプリ 
ンタの使用説明書をご覧ください。 
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3 カメラとプリンタの電源を ON にします 

•カメラとプリンタが正しく接続されると、カメラの 
液晶モニタに 「PictBridge」 画面が表示されます。 



プリント画像選択 

画像を選択して、ダイレクトプリントします。 

103 

全画像プリント 

CF 力ードに記録されているすべての画像を1枚ずつダイレク 
トプリントします。 

105 

DPOF プ U ント 

あらかじめ再生メニューの 「プリント指定」（聞 149) で指定 
した画像を、設定した枚数でダイレクトプリントします（撮影 
日 時と撮影情報は写し込まれません)。 

105 

キャンセル 

ダイレクトプリントをキャンセルします。 

- 


4カメラでダイレクトプリントの設定を行い、プリントします 


「プリント画像選択」を選択した場合 



マルチ セレクター の △ または ▽ を押し 
て、「プリント画像選択」を選択します。 


>を押すと、「プリント画像選択」画面が表 
示されます。< または >を押して、プリン 
卜する画像を選択します。 

• 選択した画像が画面の中央に表示されます。 


@使用する電源について 

カメラとプリンタを接続してダイレクトプリントする場合は、確実に電源を供給できる AC アダプ 
夕 EH-54 (別売）のご使用をおすすめします。バッテリーを使用する場合は、残量が充分なものを 
ご使用ください。 
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□ 


» 4,1111 p 
10:20 [ 1 / ■ 

△を押して、プリントする画像を指定しま 
す。指定された画像には fl アイコンとプリ 
ント枚数が表示されます。 



□ 





©を押すと、選択した画像が縮小表示され 
ます。 

• マルチセレクターを使って画像を確認し 
ます。 

• 画像の確認終了後、©を押すと、「プリン 
卜選択」画面が表示されます。 


□ 



r( 


印刷中 
002/006 


キャンセル 


©を押すと、プリントが開始されます。 

• プリント中の動作をキャンセルする場合は、 
©を押します。カメラの電源を OFF にし 
て、カメラとプリンタの接続を外してくだ 
さい。 


□ 






10:21 [ 11 4 ] 


必要に応じて、プリントする枚数を変更します。 
• △を押すとプリント枚数は増加し（最高 
9枚)、▽を押すと減少します。 

• プリント指定を解除する場合は、プリン 
卜枚数が1の時に ▽ を押します。 
•手順の2〜4を繰り返して、プリントす 
る画像をすべて選択します。 


□ 



プリンタ設定を確認 
してください006枚印刷 



A または ▽ を押して「プリン ト 実行」を選 
択します。 

• プリントする画像を選択し直したい場合 
は、「選択に戻る」を選択してください。 

• 「キャンセル」 を選択すると、画像はプリ 
ントされません。 



プリントが終了すると、「印刷終了」という 
画面が表示され、次に「カメラ電源 OFF 可 
能です」という画面が表示されます。カメラ 
の電源を OFF にして、カメラとプリンタの 
接続を外してください。 

• ❹を押すと、手順の1に戻ります。 


いろいろな再生 
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「全画像プリント」を選択した場合 



B 



>を押すと、プリントが開始されます。プ 
リントが終了すると、「印刷終了」という画 
面が表示され、次に「カメラ電源 OFF 可能 
です」という画面が表示されます。カメラの 
電源を OFF にして、カメラとプリンタの接 
続を外してください。 


rDPOF プ U ント」を選択した場合 




プリンタ設定を確認 
してください006枚印刷 



△または▽を押して、「画像の確認」を選 
択します。 

• 「キャンセル」を選択すると、画像はプリ 
ントされません 


□ 


©を押すと、選択した画像が縮小表示され 
ます。 

• マルチセレクターを使って画像を確認し 
ます。 

• 画像の確認終了後、©を押すと 、 「DPOF 
プリント」画面が表示されます。 
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A または ▽ を押して「プリント実行」を選 
択します。 

• 「キャンセル」を選択すると、画像はプリ 
ントされません。 



〇 を押すと、プリントが開始されます。 

• プリントをキャンセルする場合は、©を押 
します。カメラの電源を OFF にして、力 
メラとプリンタの接続を外してください。 


□ 



プリントが終了すると、「印刷終了」という画 
面が表示され、次に「カメラ電源 OFF 可能で 
す」という画面が表示されます。カメラの電 
源を OFF にして、カメラとプリンタの接続を 
外してください。 

• ©を押すと、手順の1に戻ります。 


■ PictBridge 対応プリンタで DPOF プリントする場合 

• CF 力ードに記録した画像に、再生メニューの「プリント指定」 （ SB 149)を設定していない場合は、 
「DPOF プリント」を選択できません。 

• プリント指定で日付と撮影情報を印刷するように設定しても、ダイレクトプリント時にはこれらの 
情報はプリントされません。 


@エラーメッセージが表示された場合 

プリント中にエラーメッセージが表示された場合は、プリンタを確認 
してください。エラーの原因を処理した後、マルチセレクターの△ま 
たは ▽ を押して「継続」を選択し、©を押すと、プリントを再開しま 
す。「キャンセル」を選択すると、その時点でプリントを中止します。 


A プリンタ エラー 
^プリンタを確認 
してください 


いろいろな再生 
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撮影メニュー 


P 、 S 、 A、M のみ 


モードダイヤルを P、S、A、M のいずれかに合わせると （® 60)、撮影メニュー 
を使用することができます。撮影メニューでは撮影に関する詳細な設定を行うこと 
ができます。 

撮影メニューはマイメニューと、全メニュー （1 〜3ページ）のメニュー項目で 
構成されています。マイメニューでは、撮影メニューの全メニュー項目から選択 
された6つのメニュー項目が表示されます。 

マイメニューの表示方法： 



モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M のいずれ 
かに合わせます。 



m ポタンを押すと、マイメニューが表示さ 
れます（図は初期設定の場合)。 

• もう一度、®ポタンを押すと、撮影画面 
に戻ります。 


全メニューの表示方法： 


D 



(K) 

mm 

回 

BSS 

A 3 

m 

■HI 

«>±0 

mm 

m 


全 

ニュー表示 d 


マルチセレクタ_の △ または ▽ を押して 
「全メニュー表示」を選択します。 


B 



全メニュー 1/3 


トノ\5ン^^ ^ 

m 

an 纖 

回 

壓 

BSS 

_ 

A 3 

mm 


_ 廬調薩 

m 



〇を押して、すべてのメニュー項目を表示 
します。 


^コマンドダイヤルについて 


@ (コマンドダイヤル）アイコンが付いている項目は、メニュー画面でコマンドダイヤル操作に 
よつて設定内容を切り換えることができます。 


^マイメニュー編集について 

よく使用する撮影メニュー項目は、 「マイメニュー編集」 （SB 134)により、あらかじめマイメニュー 
に登録することができます。初期設定では、測光方式、連写、 BSS、 階調補正、彩度調整、カスタ 
ム No. が登録されています。 
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撮影メニューのすべての項目は 3 ページのメニュー画面で構成されています。 


A-WB 

全メニュー 1/3 

ホ门イトノ \ラ、/フ レ 

m 

■織 

回 

遍雪 



A 3 

imiiE 

&±0 

懲廬圍 

m 




全メニュー 2/3 

A - IS 0 


〇 

麵編 

该 


EXP 

fflSW 

1>0 

艺玢 童、： 

®) 



全メニュー 3/3 

> 

スピードライト > 

政 

◎辱 

•NR 


ク 


m 


□ 

勃⑩ 


C 

C 


C 

C 

C 


ホワイトバランス 


測光方式 


連写 


巳 SS 


階調補正 


彩度調整 


カスタム No . 


画像モード 


ISO 感度設定 


輪郭強調 


コンバータ 


露出制御 


フオーカス 


ズーム 


スピードライト 


ブラケティング 


ノイズ除去 


■ J セツト 


マイメニュー編集 


カードの初期化 


69〜72 
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11◦〜113 


114〜 115) 


116 


117 


118〜119 


48〜51 


67〜68 


119 


120 


121〜122 


123〜125 


126 


127〜129 


13◦〜131 


132 


133 


134〜135 


136 
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P S A 


露出を合わせるためにカメラが被写体の明るさを計測す 
ることを測光といいます。 



こんなときに 


(□1 

マルチ 

CCD の撮像領域を256分割 
して測光し、最適な露出値を決 
定します。さまざまなシーンで 
正確な露出が得られます。 

通常の撮影では、マルチ測光による撮影を 
おすすめします。 

スポット 

撮影画面中央部、全体の約 
1/32の領域のみを測光し、露 
出値を決定します。測光範囲 
は、撮影時に撮影画面中央部に 
表示されます。 

被写体と背景の明るさの差が激しいときで 
も中央部の被写体の露出は適正となります。 
被写体が中央部にない場合には AE ロック 
(0B 36) との併用もできます。 

中央重点 

撮影画面の中央部、全体の約 

1/4の領域に80%のウェイ 
卜を置いて測光し、露出値を決 
定します。 

基本的な測光方式でポートレート撮影など 
に適しています。画面の中央部で測光しな 
がら背景の描写も配慮した測光を行います。 
被写体が中央部にない場合には AE ロック 
(30 36) との併用もできます。 

EE 

AF スポット 

選択されている AF ェリアを測 
光し、露出値を決定します。 

「フォーカス： AF エリア選択」 （00123) で 
「オート」 または 「マニュアル」 に設定され 
ているときに設定できます。 「オート」 また 
は 「マニュアル」 で選択した AF エリアで測 
光します。 


^測光方式表示について 

測光方式を設定すると、測光方式のアイコン 
が表示パネルに表示されます。 

• 「マルチ」 を設定した場合、撮影画面には 
測光方式のアイコンが表示されません。 

•「AF スポット」 が設定されているときは、 
表示パネルに ( Z 1 が、撮影画面には EE が 
表示されます。 


スポット測光エリア表示 



撮影画面 


撮影メニュー 


表示パネル 
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P S A 

撮影状況に合わせて単写、連写などの連続撮影モードを 
選択します。 



囡 

単写 


シャッターポタンを深く押し込むと、1コマの画像を撮 
影します。そのままシャッターボタンを押し続けても連続 
撮影はできません。 


全画質 
可能 


全画像 
サイズ 
可能 


Iglj 

連写 H 


シャッターボタンを押し続けると、最高約 2.3 コマ/秒 
で連続5コマまでの連続撮影を行います。撮影中液晶モ 
二夕（または電子ビューファインダー）は消灯します。 


RAW 

EXTRA ^ 1 
FINE 

NORMAL 

BASIC 


全画像 
サイズ 
可能 


連写 L 


シャッターボタンを押し続けると、最高約 1.2 コマ/秒 
で連続11コマ※ 2 までの連続撮影を行います。 


EXTRA ^ 3 
FINE 

NORMAL 

BASIC 


全画像 
サイズ 
可能 


_ 

マルチ連写 


シャッターボタンを深く押し込む 
と、最高約 1.6 コマ/秒で16 
コマの連続撮影を行い、画像を 
4 X 4コマに並べて1つの画像 
(3264 x 2448ピクセル）とし 
て保存します。 


聲 

山ふ 


EXTRA ^3 

FINE 

NORMAL 

BASIC 


[8 M 


UH 連写 


シャッターボタンを深く押し込むと、640 X 480ピク 
セルの画像を、約3〇コマ/秒で最高1〇0コマまで連続 
撮影します。撮影を行うごとに N _ で始まり3桁の数字 
が続く名称の専用フォルダが作成され、そのフォルダに 
100コマすべてが記録されます。撮影画面の撮影可能コ 
マ数表示部に撮影可能コマ数がカウント表示されます。 


NORMAL 




サーキユラー 
連写 


シャッターボタンを押し続けると、最高約0.7コマ/秒 
で連続撮影を行い、シャッターボタンから指を離すと連 
続撮影を終了します。連続撮影された複数の画像のうち、 
最後に撮影された1コマからさかのぼった連続5コマの 
みを CF 力ードに記録します。 


EXTRA ^3 

FINE 

NORMAL 

BASIC 


全画像 
サイズ 
可能 


媛！ 

インターバル 

撮影 


設定された撮影間隔（インターバル）で静止画像の撮影を 
自動的に行います （SB 11 2 )。 最高1800コマまで撮影 
可能です。 


EXTRA * 3 
FINE 

NORMAL 

BASIC 


全画像 
サイズ 
可能 


※1画質が 「 HI 」 のときは自動的に 「 EXTRA 」 に設定されます。 

^2画質が 「 FINE 」、 画像サイズが 「8 M の場合の数値です。画質、画像サイズの設定により連続撮影可能コマ数は異な 
ります。 

画質が 「 HI 」 または 「 RAW 」 のときは自動的に 「 EXTRA 」 に設定されます。 
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@連写モードの制限について 

• 「単写」以外の連写モードと、 「 BSS 」 （SB 114)、「ブラケティング」の rWB-BKTJ (SB 130)、「ノ 
イズ除去」 （SB 132)を同時に設定することはできません。 

•「連写 H 」、 「連写 L 」、 「マルチ連写」、 「UH 連写」、「サーキュラー連写」で撮影を行った場合は、 
AF 、 露出、ホワイトバランスは撮影1コマ目の条件に固定されます。 

•「マルチ連写」、 「UH 連写」、「サーキュラー連写」、「インターバル撮影」と「ブラケティング」の 
「 ON 」 （圊1 30) を同時に設定することはできません。 

• 「マルチ連写」、 「UH 連写」に設定した場合、電子ズーム (SB 33) は使用できません。 

@スピードライトの使用について 

各連写モードと組み合わせた場合の、内蔵スピードライトおよび外付けスピードライトの動作は次 
のようになります。 


0 UH 連写について 

UH 連写の場合、記録中にズー厶表示が S ( start ) から E ( end ) 

に動きます。10〇コマの撮影が終了する前に撮影を終了するには、 

シャッターボタンから指を離します。 

^カメラの一時保存メモリ 

カメラには撮影中画像を一時的に保存しておくメモリがあり、 CF 力ードへの画像の記録中にも連続 
撮影を行うことができます。このメモリに保存できる画像コマ数は画質と画像サイズにより異なり 
ます。一時保存メモリの容量がなくなると、撮影画面上に g マークが表示され撮影ができなくなり 
ます。画像が CF 力ードに書き込まれて一時保存メモリの容量が空くと、§マークは消え、撮影を再| 
開することができます。 

□ 連写モード表示について 


' 「単写」以外の連写モードを設定した場合、 
撮影画面には設定した連写モ_ドのアイコ 
ンが表示されます。 

「連写 H 」、 「連写 L」、「UH 連写」、「サーキユ 
ラー連写」、「インターパル撮影」の場合は、 
表示パネルにが点灯します。 

|「マルチ連写」の場合は、表示パネルにも撮 
影画面にも哩 j が表示されます。 






0( ic'S) 


-7 レ*。 k ：; ノ k 

連写モード 

-A L- P フ ^ 1 P 

■MB 


Qj 

哩 


_ 


内蔵スピードライト 

使用可能 

発光禁止 

発光禁止 

発光禁止 

発光禁止 

発光禁止 

使用可能 

外付けスピードライト 

使用可能 

使用可能 

使用可能 

使用可能 

発光禁止 

使用可能 

使用可能 
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0 インターバル撮影時の試し撮りについてのご注意 

インターパリレ撮影を開始する前に試し撮りを行い、画像を確認することをおすすめします。 

■ インターバル撮影について 

インターバル撮影では、撮影から次の撮影までの間、液晶モニタ（または電子ビューファインダー) 
が消灯します。設定した撮影間隔（インターバル）が経過する直前に、液晶モニタ（または電子ビュー 
ファインダー）が自動的に点灯し、撮影を行います。 

@インターバル撮影時の電源についてのご注意 

インターバル撮影時は、途中でバッテリーの残量がなくなると撮影を終了するため、 AC アダプタ 
EH -54 (別売）のご使用をおすすめします。 

■ インターバル撮影で撮影された画像の保存 

インターバル撮影で撮影を行うたびに、 HNTVLJ フォルダ（例： 101 INTVL ) が新しく作成され、 
ファイル名 「 DSCN 0001」 から一連の画像が保存されます。 

@インターバル撮影モードでの表示について 

インターバル撮影中に®ポタンを押しても、撮影した画像をレビュー再生モードや簡易再生モー 
ドで再生することはできません。 
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BSS 

(ベストシヨツトセレクタ) 


PS A M + 


手ブレなどでシャープな画像が得られない場合は BSS 
(ベストシヨットセレクタ）を、画像が黒くつぶれたり白 
<とんだりして露出の調整が難しい場合には AE-BSS の 
使用をおすすめします。 


BSS 

OFF 


巳 SS を OFF にします。 



BSS 

ON 



シャッターボタンを押し続けると、最高1◦コマ 
の画像を連続撮影し、撮影された画像の中から最も 
シャープな1コマをカメラが自動的に選択して CF 
カードに記録します。スピードライトは発光禁止と 
なり、 AF 、 露出、ホワイトバランスは撮影1コマ 
目の条件に固定されます。 


「 BSS 」 を 「 ON 」 に設定すると次のような場合に効果的です： 

• カメラを望遠側にズーミングしている場合 
• マクロ撮影の場合 

• 暗いときにスピードライトを使用できない場合（例えば、スピードライトの光が届 
かないところに被写体があつたり、暗い状態でも自然な光で撮影したい場合など） 
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關 

AE-BSS 


シャッターボタンを押すと、5コマの画像を連続撮 
影します。撮影された画像の中から、次の3種類か 
ら選んだ設定内容に合った1コマを、カメラが自動 
的に選択し、 CF 力ードに記録します。スピードラ 
イトは発光禁止となり、 AF 、 ホワイトバランスは撮 
影1コマ目の条件に固定されます。 


白とび最小 iS 


白とび最ノ 露出オーバーによる白とびがもっとも少ない画像を選択します。 

黒つぶれ最小： 露出不足による黒つぶれがもっとも少ない画像を選択します。 
ヒストグラム最良： 撮影された画像のうち、白とびや黒つぶれが少ないものの中 
から、画像全体の露光量の平均が標準的な露光量にちっとち 
近い画像を選択します。 

「 BSS 」 を 「 AE - BSS 」 に設定すると次のような場合に効果的です： 

• 被写体の輝度差（明るい部分と暗い部分の差）が大きく、露出を合わせるのが 
難しい場合 


@ BSS についてのご注意 

旧 SS 」 を 「 ON 」 に設定しても、動いている被写体を撮影したり、連続撮影中に構図を変えたりする 
と、適切な結果を得られない場合があります。 

@ BSS 設定時の制限について 

• 次の設定と BSS は同時に設定することができません。 

• セルフタイマー撮影時 （SB 56) 

• 連写モードが 「単写」 以外のとき ( SB 11 〇) 

_「ブラケティング」 が 「 ON 」 または rWB - BKTJ のとき （0 B 1 30) 

• 「ノイズ除去」 が 「0 N 」 のとき （圄 1 32) 

• 巳 SS が 「 AE - BSS 」 の場合は、画質 （0 B 48) を 「 HI 」 または 「 RAW 」 に設定することができません。 

^ BSS 表示について 

「 BSS 」 を 「 ON 」 に設定すると、撮影画面に BSS のアイコンが表 
示されます。 「 BSS 」 を 「 AE - BSS 」 に設定すると、撮影画面に AE - 
BSS のアイコンが表示されます。 
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^階調補正表示について 

「オート」以外の階調補正を設定した場合、撮影画面に設定した階 
調補正のアイコンが表示されます。ただし、彩度調整が「モノク 
口」の場合には、階調補正のアイコンは表示されません。 





Jo 





1 


p w_ _ na 



娜繼 P*S A M 今 ♦ : &?11陛豳堆芷 . ^ 

記録する画像のコントラストを設定します。 



A 3 

オー ト 

カメラが撮影シーンに応じて最適なコントラストを自動的に設定します。 

□ 

標準 

標準的なコントラストに設定します。 

3+ 

コントラスト 
強め 

明暗差を強調してコントラストをつけます。曇り空の下で撮影した風景の 
画像や、コントラストが低い被写体の画像に効果的です。 

3- 

コントラスト 
弱め 

明暗差を抑えてコントラストを低くします。強い光で被写体にくっきりと 
した影が出てしまう場合などに効果的です。 
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A 6 b 

オー ト 

カメラが撮影シーンに応じて最適な彩度に調整します。 

6 b +2 

彩度 +2 

彩度を鮮やかにします。+ 1 よりも+ 2 の方がより鮮やかになります。 
画像をプリンタで直接出力する場合に適しています。 

S +1 

彩度+ 1 

6 b 土 0 

標準 

標準的な彩度に調整します。 

彩度 一1 

彩度を抑えます。 一 1 よりも一 2 の方がより抑えられます。 

画像をパソコンでレタッチする場合などに適しています。 

6 b -2 

彩度 一2 

n 

モノクロ 

撮影画像をモノクロ画像として記録します。ファイルサイズはカラー画像と 
同様ですが、カラー画像に比べて解像感の髙い画像になります。撮影画面も 
モノクロ表示になります。 


@モノクロモードの制限について 

「モノクロ」に設定した場合： 

• 「ホワイトバランス」 （0 B 69)、「ブラケティング」の rWB-BKTJ (SB 1 30) は設定できません。 
• 画質を 「 RAW 」 に設定できません （SB 48)。 

Q モノクロモード表示について 

「モノクロ」に設定した場合、撮影画面もモノクロとなります。撮影画 
面には、モノクロ表示のアイコンが表示されます。 


) 
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P S JK OD| カスタム No. 


No.1 と No.2 の 2 つのカスタム No. に、ボタンや撮影 
メニューの設定を記憶させておくことができます。たとえ 
ば、 No.l を選んだ状態で各機能の設定を行うと、電源ス 
イツチを OFF にしたり、カスタム No. を No.2 に切り換 
えても、再度 No.l を選択することによって、設定してい 
た組み合わせを呼び出すことができます。 

カスタム No . の設定方法： 



D 


全メニュー 



1/3 


A-WB 

m 

回 

BSS 
A 3 

&±0 

□ Dl _ カスタム No . _ S > 

マルチセレクターの △ または ▽ を押し 
て、「カスタム No . 」を選択します。 


B 




>を押すと、「カスタム No 」 画面が表示さ 
れます。 



△または▽を押して、カスタム No . を選 
択します。 


□ 




全メニュー 1/3 

A-WB 

m )4 二 

m 


回 

m 

BSS 

Hi 

A 3 

imi 


廬謂薩 

m 

-h~2 /d Mn 

ノ 1 v w 畫 


〇を押すと、カスタム No . を決定して、撮 
影メニューに戻ります。 

• 決定したカスタム No . に記憶させる項目 
をボタンや撮影メニューで設定できます。 


_カスタム No . 表示について 

モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M のいずれかに合わせると、選択さ 
れているカスタム No . が撮影画面に表示されます。 
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カスタム No. に設定できる項目は次のとおりです。 


撮影メニュー項目 


ホワイトパランス※ 

ISO 感度設定 

AF-MODE 

ド光切替 

測光方式 

輪郭強調 

ピーキング 

ブラケテイング 

連写 

コンパータ 

電子ズーム 


巳 SS 

露出固定 

ズーム時 F 値保持 

_ 

階調補正 

巳 UL 巳/ TIME 

POPUP 

彩度調整 

AF エリア選択 

発光量補正 


ボタン操作 

令（スピードライトモード） 

12 (露出補正） 

AF (フオーカスモード） 


※「プリセツト」で測定したプリセツトホワイトバランス値をカスタム No . ごとに記憶するこ 
とはできません。 

麵纖 ft 彌 ■ p * S ' A M 

撮影シーンや好みに応じて、記録する画像の輪郭の強弱 
を設定します。 




AO 

撮影した画像が最適な輪郭になるようにカメラが自動的に調整します（調整 

オート 

の度合いは画像によって異なります)。 

令 

輪郭を強めに強調します。個々の被写体の境目がはっきりとした画像になる 

強 

ため、画像にメリ八リをつけたい場合などに使用します。 

◊ 

標準 

標準的なレベルで輪郭を強調します。 

〇 

輪郭を弱めに強調します。個々の被写体の境目がソフトな感じの画像になり 

弱 

ます。 

♦ 

OFF 

輪郭を強調しません。画像をパソコンで加工する場合などに設定します。 


M 輪郭強調についてのご注意 

輪郭強調の効果を撮影時に撮影画面で確認することはできません。 
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P S A コンパータ 


別売のアダプタリング UR-E14 (WC-E75 用)、 UR-E15 
(TC-E3ED 用)、 UR-E16 (FC-E9 用）（聞1 73) を使用 
して、コンバータを装着する場合に設定します。各コン 
バータに適したズーミングを自動的に設定することがで 
きます。コンバータの使用方法の詳細については、各コ 
ンバータの使用説明書をご覧ください。 



OFF 


通常のズーミングを行います。コンバータを使用しないときに設定し 
ます（アダプタリングは必ず取り外してください)。 


W 

ワイドコンバータ 
( WC - E 75) 


レンズが自動的にもっとも広角側にセツトされます。 


テレコンバータ 
( TC - E 3 ED ) 


' レンズが自動的にもっとも望遠側にセツトされます。 
■ ズーム位置は固定されます。 


® 一 

フィッシュアイ 

( FC - E 9) 


>ズーム位置は固定されます。 

•ピントはフィッシュアイに最適な位置に固定されます。 
• 測光方式は中央部重点測光に固定されます （ SB 109)。 
•画面の四隅が影になって画像が円形になります。 


@コンバータ使用時のご注意 

コンバータレンズ装着時は、オートフォーカスで撮影してください （05 55)。マニュアルフォーカ 
スモード 、 ii (遠景モード）ではピントが合わない場合があります。 

@スピードライトの使用制限について 

• 「コンバータ」が「ワイドコンバータ」または「テレコンバータ」に設定されている場合、内蔵スピー 
ドライトは自動的に発光禁止になります。外付けスピードライト （ SB 128)を使用することによ 
り、スピードライト撮影が可能になります。 

• 「コンバータ」が「フィッシュアイ」に設定されている場合、内蔵スピードライトおよび外付けス 
ピードライトは自動的に発光禁止になります。 

コンバータ表示について 

「コンバータ」が 「 OFF 」 以外に設定されている場合、撮影画面に 
コンバータのアイコンが表示されます。 
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P 9 S * A' M : pyp: [ 霪出制 柙 


識 


「露出 制御」には 「露出固定」 と FBULB/TIMEJ の 2 つの 
項目があります。 


露出固定 

一連の写真を同じシャッタースピード、絞り値、露出補 
正値、撮像感度、ホワイトバランスで撮影したいときな 
どに使用します。パソコンに画像を取り込んでパノラマ 
合成する場合などに便利です。 


^露出固定表示について 

「露出固定」を 「 ON 」 または「リセット」に設定すると、 AE - L のアイコ 
ンが撮影画面に黄色で表示されます。設定後、撮影を行うと撮影条件 
が固定され、 AE - L のアイコンは白色に変わります。以後、同じ条件で 
撮影を行います。 




OFF 

露出固定されず、通常の撮影を行います。 

ON 

設定後、最初に撮影された条件（シャッタースピード、絞り値、露出補正値、 
撮像感度、ホワイトバランス）に固定されます。露出固定中はスピードライ 
卜は発光禁止となります。 

■J セット 

「ON」 で固定した露出をいったんリセットします。新たに撮影を行うと、最 
初に撮影した条件（シャッタースピード、絞り値、露出補正値、撮像感度、 
ホワイトバランス）に固定されます。 
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BULB/TIME 

露出モードを M にセットして、シャッタースピードを 
BULB または TIME にセットした場合の長時間露出撮影 
方法を設定します（聞66)。 

@長時間露出撮影時のご注意 

長時間露出撮影では、撮影した画像に星状ノイズが増加するのでご 
注意ください。 「ノイズ除去」 を 「 ON 」 に設定することをおすすめ 
します （ SB 132)。 




[ iuLB 露光 S 



メ 


IL 



シャッターボタンを押している間シャッターが開き、シャッターボタンを離 


巳 ULB 露光 した時点でシャッターが閉じます。シャッターボタンを押し続けることによ 
_り、最長10分の長時間露出撮影が行えます。_ 

シャッターポタンを押してから指を離しても、再度シャッターボタンが押さ 
れるか、設定した時間が経過するまでシャッターが開き続けます。 

「TIME 露光」 を選択してマルチセレクターの> 

1を押すと、露光時間の設定画面が表示されますの 

TIME 露 で、 「30秒」、「1分」、「3分」、「5分」、「10分」 

の中から、設定する時間を選択してください。 




長時間露出撮影 ( BULB / TIME ) 時のリモコンの使用について 

付属のリモコン ML - L 3 を使うと、シャッターボタンを押すことによる手ブレを防止することができ 
ます。リモコンを使用する場合は、撮影を行う前に、セルフタイマー （0 S 56) をセットする必要が 
あります。リモコンについては「リモコンを使ったセルフタイマー撮影」 （圊57) をご覧ください。 
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フオー カスに関する設定を行います。 オーカス」 には 

「AF エリア 選択」、 「 AF - MODE 」、 「ピーキング」 の 3 つ 

の項目があります。 


AF エリア選択 

オート撮影モード時には、画面中央にある被写体に自動的に 
ピントが合いますが、モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M のい 
ずれかに合わせると、ピント合わせに使用する AF エリアの 
選択方法を設定することができます。 



オート 


5つの AF エリアのいずれかに重なる被写体のうち、自動的にもっともカメラ 
に近い被写体を選択してピントを合わせます。シャッターボタンを半押しする 
と、カメラが選択した AF エリアが撮影画面に表示されます。不規則に動き回 
る被写体の撮影やピント合わせに時間をかけられない場合などに使用します。 


マニュアル 


撮影画面に表示された9つの AF エリアから撮影者が選択した AF エリアを 
使用して、ピントを合わせます。 AF エリアは、マルチセレクターを使って 
選択します。比較的動きの少ない被写体が画面中央にない場合や 、 AF ロック 
(SB 36) を使用しないでピント合わせを行いたい場合に適しています。 


中央 


中央部の AF エリアのみを使用してピント合わせを行います。 AF エリアは 
撮影画面上に表示されません。被写体が画面中央にない場合は AF ロック 
(0 B 36) を使用してピント合わせを行います。 

「中央」 を選択してマルチセレクターの > を押すと 、 「AF システム」 の設定画 
面が表示されますので、 「八イブリッド AF 」 または 「標準 AF 」 を選択してくだ 
さい （SB 124)。 


0 AF エリア選択の制限について 

電子ズー厶 （SB 33) 作動中は AF エリアの選択はできません。この場合、中央の AF エリアが使用 
されます。 

□ AF スポット測光について 

AF スポット測光（圊1〇9)時は、「オート」または「マニュアル」で選択した AF エリアのみが測光 
されます。 
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AF システム 

「AF エリア選択」を「中央」に設定すると、才ートフォーカス Ini M 

で被写体にピントを合わせる方式を選択できます。 


設定 内容 

八イブリッド AF 

AF 測距センサー（圊 12) で被写体までの距離を計測し、高速でピン 
卜を合わせます。 

ピントが合うまでの時間は、「標準 AF 」 よりも速くなります。動きの 
激しい被写体に、速くピントを合わせたい場合などに使用します。 

標準 AF 

CCD から出力される画像から、最適なピント位置を探します。 

静止している被写体をじっくり撮影したい場合などに使用します。 


AF エリア選択がマニュアルの場合 

「AF エリア選択」 を 「マニュアル」 に設定すると、 9 つの AF エリア 
が撮影画面に表示されますので、マルチセレクターを使用して被写体 
がある AF エリアを選択します。被写体がどの AF エリアにもない場 
合などに AF □ック機能(05 36) を併用することができます。 


0 AF システムの制限について 

次の場合には 、 「AF システム」 は自動的に 「標準 AF 」 になります。 
• 「コンバータ」 が 「 OFF 」 以外に設定されている場合 （ SB 12〇） 

• AF 測距センサーで被写体までの距離が計測できなかった場合 
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AF-MODE 


「フォーカス」 で 「AF-MODE」 を選択すると、 AF モード 
をシングル AF または常時 AF に切り換えることができま 
す。なお、設定した AF モードは静止画撮影時のみ有効 
です。動画撮影時の AF モードの設定方法については、「動 
画を選択する」 （0B 75) をご覧ください。 



シン涊 AF 


シャッターボタンを半押しすると、ピント合わせを行い、ピントが合うと 
AF ロックを行います。 


C-AF 常時 AF 


シャッターボタンの操作にかかわらず、常にピント合わせを繰り返します。 
シャツターボタンを半押しするとピントを固定 （AF ロック）します。 


ピー キング 

ピーキング機能は、ピントの合っている部分の輪郭を、 
撮影画面上で強調表示します。マニュアルフォーカス 
(圜 73) やオートフォーカスで、ピントを撮影前に正確 
に確認したい場合に便利です。なお、撮影する画像には 
影響ありません。 




MF 

マニュアルフォーカス時に、撮影画面上でピントが合っている部分の輪郭が 
強調されます。 

ON 

撮影画面上でピントが合っている部分の輪郭が常に強調されます。 

OFF 

ピントが合っている部分の輪郭の強調が解除されます。 


^ AF - MODE についてのご注意 

AF モードにかかわらず、被写体にピントが合っていなくてもシャッターがきれますので、撮影時に 
AF 表示の点灯をご確認ください。 
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ズームに関する設定ができます。 「ズーム」 には 「電子ズー 
ム」 と 「ズーム時 F 値保持」 の 2 つの項目があります。 


電子 ズーム 

電子ズームを作動させるかどうかを設定します。 


[%子ズーム 



OFF 


光学ズームがもっとも望遠側にある状態で D ボタンを 2 
秒以上押し続けると、自動的に電子ズームが作動します。 


光学ズームがもっとも望遠側にある状態で D ボタンを 
押し続けても、電子ズームは作動しません（動画撮影時 
を除ぎます)。 




[5 電子ズームについてのご注意 

•次の場合は、電子ズームを使用することができません。 

• 画質が 「 RAW 」、「 HI 」 に設定されている場合 （SB 48)。 

• 連写モードが 「マルチ連写」、 rUH 連写」 に設定されている場合 （圜 110)。 

• 「コンバータ」 が 「 OFF 」 以外に設定されている場合 （ SB 120)。 

• 電子ズームの作動中は、 AF エリアが中央に固定されます （0 B 123)。 

• 電子ズームが 0.2 〜1 .8 倍のときには測光モードは中央部重点測光に、 2.0 〜 4.0 倍のときに 
はスポット測光になります （5 B 〗〇9)。 


ズーム時 F 値保持 

通常は、ズーミングに対応して F 値（絞り値）が変化しま 
すが、 「ズーム時 F 値保持」 を 「ON」 に設定すると、セツ 
卜した絞り値の変化を最小限に抑えながらズーミングし 
ます。 


ON 

露出モードを A 、 M にセツトしたとき、絞り値の変化 
を最小限に抑えながらズーミングを行います。ただし、 
ズーミングによって絞りの制御範囲を超えてしまうこと 
があります。約 F 5 〜 F 7 の範囲内に絞り値をセツトし 
てご使用ください。 

OFF 

ズーミングに対応して絞り値が変化します。 
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スピードライトに関する設定を行うことができます。「ス 

ピードライト」には、 「POPUP」、 「調光補正」、「発光切 

替」の3つの項目があります。 


POPUP 

スピードライトが発光する条件で、収納している内蔵スピー 
ドライトを自動的にポップアップさせるか、またはマニユア 
J レでポップアツプさせるかを設定します。 




オート 


スピードライトが発光する条件でシャッターボタンを半押しすると、内蔵ス 
ピードライトが自動的にポップアップし、撮影時に発光します。内蔵スピー 
ドライトがポップアップしていても、被写体が明るい場合は発光しません 
(強制発光に設定時を除きます)。 


マニュアル 


〇ボタンを押すと内蔵スピードライトがポップアップし、被写体の明るさ 
に関係なく、内蔵スピードライトが強制発光します。 


調光補正 

撮影目的や撮影条件に合わせてスピードライトの発光量 
を補正します。 一 2EV から+ 2EV まで、 1/3EV ステッ 
プで発光量を補正できます。 



n スピードライト使用時のご注意 

スピードライトを使用するときは、レンズフード（別売）（圊1 73) を取り外してご使用ください。 
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発光切替 


ニコン製の外付けスピードライトをカメラのアクセサ 
リ_シュー （0 B 12) に装着して使用する場合の内蔵ス 
ピードライトの ON/OFF をセツトします。 



オート 


外付けスピードライト使用時は、外付けスピードライトが発光します。外 
付けスピードライトを使用しない場合、内蔵スピードライトが発光します。 


内蔵発光禁止 


内蔵スピードライトを発光禁止にします。 


@アクセサリーシューについて 

COOLPIX 8400 は ニコン 製スピードライト（別売）を直接装着して、 コー ドレスで自動調光撮影を 
行うことができるアクセサリシューを備えています。内蔵スピードライトでは充分に照明されない 
ときなどに外付けスピードライトを装着して使用すると効果的です。 

外付けスピードライトを装着するときは、カメラのアクセサ 
リーシューカバー （ S 312) を外してください。アクセサリー 
シューカバーは、右図の矢印の方向に押してスライドさせると 
外れます。 

外付けスピードライトをご使用にならないときは、アクセサ 
リーシューカノを装着してください。 




@外付けスピードライト SB -800 - 600について 

• COOLPIX 8400 に対応でぎる夕'！•付けスピ_ドライトは S 巳- 800 • 600 です。 

• SB-800 - 600 にはセーフティロックピンが付いています。セーフティ□ック機構（ロック穴）を 
!備えている COOLPIX 8400 のアクセサリーシューに装着すると、外付けスピードライトが不用 

意に外れるのを防止できます。 

• C00LPIX84 ◦◦に、 SB-800 - 600 を組み合わせて使用する場合、撮影前に外付けスピードラ 
イトの発光モードを TTL にセットしてください。発光の前に少量発光を行う i-TTL 調光（スタン 
ダード i-TTL 調光）が可能になります。ただし、アドバンストワイヤレスライティング（ワイヤレ 
ス増灯)、発光色温度情報伝達、オート FP 八イスピードシンクロ、 FV □ック撮影、マルチエリア 
アクティブ補助光には対応していません。 i-TTL 調光についてのくわしい説明は、外付けスピード 
ライトの使用説明書をご覧ください。 

•外付けスピードライトの「スタンパイ」機能は、撮影時のカメラの電源 0 N と連動します。レディラ 
イトの点灯は外付けスピードライト側でご確認ください。 

• 外付けスピードライトを装着して、スピードライトモード （0 B 52) を <§>( 赤目軽減自動発光）に 
セットすると、内蔵スピードライトではなく、外付けスピードライトが発光して赤目軽減発光を行 
います。 

• 外付けスピードライトのオートパワーズー厶機能を使用すると、レンズの焦点距離に合わせて照射 
角が自動的にセットされます。 
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外付けスピードライト使用時のスピードライトモード表示について 

外付けスピードライトを装着したときの表示パネルと撮影画面に表示されるスピードライトモード表 
示は下表のとおりです。 

くスピードライト： POPUP をオートに設定した場合 （SB 127) > 


くスピードライト： POPUP をマニュアルに設定した場合（聞1 27) > 


スピードライトモード 

表示パネル 

撮影画面 

強制発光 


令 ㊉ 

赤目軽減強制発光 

<§> 

<§>(£> 

ス□ーシンク□強制発光 

S な 


リアシンク□強制発光 


它⑤ 


外付けスピードライトのレディライトが消灯している場合、調光が正しく行われません。外付けス 
ピードライトのレディライトが点灯していることを確認して撮影を行ってください。 


ピードライトモード 表示ノ（ネル 撮影画面 


自動発光 

AUTO 

な 

A® 

発光禁止 

⑤ 


赤目軽減自動発光 

AUTO<g> 

<§>® 

強制発光 



スロー シンクロ 

AUTO 

s ㊉ 

u アシンクロ 

AUTO 
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露出またはホワイトバランスを少しずつずらした連続撮 
影をカメラが自動的に行います。露出補正やホワイトバ 
ランスの調整を行うのが難しいときなどに使用すると便 
利です。 



破 OFF 


ブラケテイングを行いません。 


BKTON 


カメラが表示する適正露出値に対して、標準、+側、一側の順で自動的に露 
出をずらしながら、3コマまたは5コマの画像を撮影します。シャッター 
をきるたびに1コマずつ記録されます。 


fWBl 

WB-BKT 


シャッターポタンを1回押すと、そのとき設定されているホワイトバラン 
ス （SB 69) を中心に、青みがかった画像、赤みがかった画像の3コマを記 
録します。シャッターをきるたびに3コマずつ記録されますので、書き込み 
時間は通常の約3倍かかります。 


. 『ブラダティングに2し$ 

「ブラケティング」 を 「ON」 に設定すると： 

ボタンによる露出補正 （SB 59) がすでに行われている場合は、補正量が加算されます。 

► 露出モード （0 B 6〇）を P にセットした場合はシャッタースピードと絞り値が、 A にセットした場 
合はシャッタースピードが、 S にセットした場合は絞り値が変化します。 

► 連写モードを 「連写 H」 または 「連写 LJ (SB 11 0) に設定したときに、ブラケティング撮影をする 
場合、シャッターボタンを深く押し続けると、セットしたコマ数を撮影した時点でいったん停止し 
ます。 

► スピードライトモードが 「自動発光」 （SB 52) にセットされている場合、スピードライトの調光は、 
ブラケティングの1コマ目の調光制御が残りのコマにも適用されます。1コマ目に対して発光した 
場合は残りのコマに対しても発光し、1コマ目に対して発光しない場合は残りのコマに対しても発 
光しません。 

► 撮像感度が 「オート」 に設定されている場合 （SB 67)、撮影される画像の感度は次のように設定さ 
れます： 


露出モード 

感度 

P 

各コマごとに感度が調整されます。 

S、A 

1コマ目にセツトされた感度で残りのコマも撮影されます。 
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ブラケテイングの設定 


「ブラケティング」を 「ON」 に設定すると、右のようなメ 
ニュー画面が表示され、撮影コマ数と補正ステップを設 
定できます。 



撮影順序 


3 , ± 0.3 

3 

±1 /3 EV 

0, +0.3, - 0.3 

3, 土 0.7 

3 

土 2/3 EV 

0, + 0.7, - 0.7 

3, ± 1.0 

3 

土 1 EV 

0, + 1.0.-1.0 

5, 土 0.3 

5 

±1 /3 EV 

0, + 0.7, + 0.3, — 0.3, — 0.7 

5, 土 0.7 

5 

土 2/3 EV 

0, + 1.3,+ 0.7, — 0.7, — 1.3 

5, ± 1.0 

5 

土 1 EV 

0, + 2.0, + 1.0, — ! .0, — 2.0 


@ブラケティング設定時の制限について 

• 次の設定と 「ブラケティング」 の 「 ON 」 は同時に設定することができません。 

• 露出モードを M にセツトしたとき (SB 60) 

•連写モードが 「マルチ連写」、 「UH 連写」、「サーキユラー連写」、「インターバル撮影」 のとき （SB 

110 ) 

•「 BSS 」 が 「 ON 」 または 「 AE - BSS 」 のとき（聞1 14) 

• 「露出固定」 が 「 ON 」 のとき圖121 ) 

• 「ノイズ除去」 が 「 ON 」 のとき（圄1 32) 

• 次の設定と 「ブラケティング」 の rWB - BKTJ は同時に設定することができません。 

. 画質が 「 RAW 」 または 「 HI 」 のとき（圊 48) 

• 露出モードを M にセツトしたとき (SS 60) 

• 連写モードが 「単写」 以外のとき ( BS 2 11 0) 

_「彩度調整」 が 「モノクロ」 のとき (SS 11 7) 

•「 BSS 」 が 「 ON 」 または 「 AE - BSS 」 のとき (SB 1 14) 

• 「露出固定」 が 「 ON 」 のとき121 ) 

• 「ノイズ除去」 が 「 ON 」 のとき（圊1 32) 

■ ブラケティング表示について 

「ブラケティング」 を 「 ON 」 に設定すると、のアイコンと補正ステツ 
プが撮影画面に表示されます。 「ブラケティング」 を rWB - BKTJ に設定 
すると、__(ホワイトバランスブラケテイング）のアイコンが撮 
影画面に表示されます。 


■ 
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撮影時に生じるデジタル画像特有の星状ノイズを軽減し 
ます。 


NR on 


約1/4秒以下の低速シャッタースピードでは、ノイズ除去が機能します。 
撮影開始から CF カードへの画像の記録が終了するまでに通常より2倍以上 
時間がかかります。 


moFF 


ノイズ除去は機能しません。 


M ノイズ除去設定時の制限について 

次の設定と 「ノイズ除去」 の 「 ON 」 は同時に設定することができません。 

■「 BSS 」 が ON 」 または 「 AE - BSS 」 のとき (0 B 11 4) 

■ 「ブラケティング」 が 「 ON 」 または rWB - BKTJ のとき （ SB 1 30) 

' 連写モードが 「単写」 以外のとき ( SB 11 0) 

■ 撮像感度を上げたときに生じる星状ノイズについて 

撮像感度 （SS 67) を上げたときにも、撮影画面上に星状ノイズが生じる場合があります。この場合、 
撮影時に1/4秒以下の低速シャッタースピードであれば、 「ノイズ除去」 を 「 ON 」 に設定することに 
より星状ノイズを軽減することができます。 

Q ノイズ除去表示について 

「ノイズ除去」 を 「 ON 」 に設定すると、撮影画面にノイズ除去のアイ 
コンが表示されます。 


画: 




__ 
輕。⑧ n » 
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現在選択されているカスタム No . ( No . l 、 No .2) でセツ 
卜した各種設定を初期設定にリセツトします。選択され 
ていないカスタム No . の内容は、リセットされません。 



カスタム N 0.1で設定した 
項目をクリアしますか？ 



いいえ _リセットを行わずメニューを終了します。 

クリアする 各項目の設定を初期設定に戻します。 


ぃぃぇ 扁は 

I 


リセツトを実行すると、現在選択されているカスタム No . のセツト内容（以下の 
項目）を初期設定にリセツトします。現在選択されていない撮影モードのセツト 
内容はリセットされません。 



カスタム No. にかかわらずリセットされます。 
を 2 微調整した値もクリアされます。 
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P SA M + 国 | マイメニユー 編集 


マイメニュー （SB 107) に設定可能な 6 つのメニュー項 
目を、撮影メニューから選択して登録することができま 
す。マイメニューは、モードダイヤルを P 、 S 、 A、M 
のいずれかに合わせた場合、麵> ボタンを押すと最初に表 
示されるので、よく使用するメニュー項目をあらかじめ 
登録しておくと便利です。 



初期設定では「測光方式」、「連写」、 「 BSS 」、 「階調補正」、「彩度調整」、「カスタ 
ム No . 」が登録されています。別のメニュー項目に変更するには、以下の方法で 
行います。 
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IL 
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△または▽を押して、マイメニューに登 
録したいメニュー項目を選択します。 

マイメニューは、コマンドダイヤル^を 
使って登録することもできます。手順6〜 
7の代わりに、コマンドダイヤルを回して 
マイメニューに登録したいメニュー項目を 
選択してください。 


□ 



ホワイトバランス 


©を押すと、マイメニューで表示されてい 
るメニュー項目が入れ替わります。 

• 手順の5〜8を繰り返して、マイメニュ - 
の編集を完了します。 



_) ポタンを押すと、撮影画面に戻ります。 


撮影メニュ I 
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P S A 

CF 力ードの初期化（フォーマツト）を行います。初期化 
を行うと、 CF 力ードに記録されているすべてのデータが 
消去されます。「初期化する」を選択してマルチセレクター 
の©を押すと、初期化が開始されます。 


カード初期化中は、右の画面が表示されます。 


力ー ド内の データは 

r すべて削除されます 
よろしいですか 


「いい九麵 eS 




ド初期化中 


[5 カード初期化時のご注意 

•「力ード初期化中」のメッセージが撮影画面に表示されている間は、電源を OFF にしたり、バッテ 
リ_を抜いたり、 CF 力ードを取り出したりしないでください。 

•カードを初期化すると、カード内のデータはすべて消去されます。初期化する前に保存したい画像 
をパソコンに転送することをおすすめします （SB 97)。 
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再生メニューには次の項目があります。 


削除 


フォルダ設定 


スライドショ¬ 


ブ □テク ト設定 


非表示設定 


プリント指定 


転送 マーク 設定 


別フォルダに移動 


カードの初期化 


スモール ピクチャ- 


再生メニューの表示方法 




カードの初期化 
スモールピクチャー 


—.一 ^ 

C 3 

フォルダ設定 

望!] 

スライドショー 

〇— n 

プロテクト設定 


非表示設定 


プリント指定 


転送マーク設定 


D 


モードダイヤルを®に合わせます。 



B 


IffilIB 宁卜 


フォルダ設定 

塾 

スライド シヨー 

O—n 

プ□テクト設定 

y : 

:ン 

非表示設定 

益 

プリント指定 


転送マーク設定 


m ポタンを押すと、再生メニューが表示さ 
れます。 

• もう一度、砸）ボタンを押すと、再生画面 
に戻ります。 



再生メニュー 


再生メニュー 


DD^D 

5 


38 


〇 


Q -? 


9 


154 

53 ~ 
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画像の削除方法を選択できます。 


I ► I 


選択画像削除 


全画像削除 


選択した画像を削除します。 


すべての画像を削除します。 


選択画像削除 ^ 

I 


選択画像削除 

選択した画像の削除は次のように行います。 



Q 




謙41彻1 

igg§ ([-: 


W^m 


<] または > を押して、削除したい画像を選 
択します。 

. 選択した画像が画面の中央に表示されます。 


B 





10041 *：: 


-ON 

/OFF 


1021 (E 4/ € 


>を押すと、「選択画像削除」画面に切り換 
わります。 


□ 



通 


一 ON 
/OFF 


ioi 10001 E 1/ € 


△または▽を押して、削除する画像を設 
定します。 

• 設定した画像には插（削除）アイコンと枠 
型力ーソルが表示されます。 

• 手順の3と4を繰り返し、削除するすべ 
ての画像を設定します。 

• 削除の設定を取り消す場合は 、 m (削除） 
アイコンが表示されている画像上で△ま 
たは▽を押して 、 m (削除）アイコンを 
消してください。 


再生メニュ I 
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B 

削!^編 yf 獅^ J 

丨ぃぃ九 3 

©を押すと、削除確認画面が表示されます。 
△または▽を押して「はい」を選択し、® 
を押すと、選択した画像が削除されます。 

• 「いいえ」を選択して〇を押すと、画像は 
肖 |J 除されずに再生メニューに戻ります。 


全画像削除 


全画像の削除は次のように行います。 




マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
「全画像削除」を選択します。 


全画像が削除されます 
よろしいですか？ 

(〇- ^除外） 


>を押すと、削除確認画面が表示されます。 
△ または ▽ を押して「はい」を選択し、® 
を押すと、 CF 力ードに記録されているすべ 
ての画像が削除されます。 

• 「いいえ」を選択して®を押すと、画像 
は削除されずに再生メニューに戻ります。 




J. 


n 画像削除時のご注意 

• 削除された画像を元に戻すことはできませんのでご注意ください。残しておきたい画像はパソコン 
に転送して保存することをおすすめします。 

• 歧^( プ□テクト）アイコンが表示されている画像はプ□テクト設定 （0 B 147)されていますの 
で、「選択画像削除」画面に表示されますが、選択することはできず削除できません。 

• 非表示設定 （SB 148)されている画像は、「選択画像削除」画面に表示されず削除できません。 
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| ► | 



画像や動画を再生するフォルダの新規作成、名称変更、 
削除、再生フオ ) レダの選択などを行うことができます。 


「フォルダ操作 



フォルダ操作 フォルダの新規作成、名称変更、削除を行います。_ 

フオルダ選択 撮影した画像や動画を再生するフォルダを選択します。 


フオルダ操作 



メ 


ZL 


「フォルダ操作」画面では、フォルダの新規作成、名称変 
更およびフォルダ削除を行うことができます。 




新規作成 


フォルダを新規作成します。 


名称変更 

作成したフォルダの名前を変更します。 

フォルダ削除 

作成したフォルダとそのフォルダ内の画像を削除します。 



■ フォルダ操作について 

「フォルダ操作」はセットアップメニューの「フォルダ設定 」 （SB 1 60 ) でも選択できます。 
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新規作成 




変更したい文字を選択します。 


マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
「新規作成」を選択します。 



>を押すと、「新規作成」画面が表示されます。 



入力する文字を選択します。フォルダ名には 
A から Z までの大文字、数字、スペースを 
使用することができます。手順3と手順4 
を繰り返して5文字の名称を完成させます。 


Q 



買中 V - ,一 

1 

削除 


スライドショー 

O-n 

プロテクト設定 

y : 

非表示設定 


プリント指定 


転送マーク設定 


最後の文字を選択した後で®を押すと、新規 
フォルダが作成され、再生メニューに戻りま 
す（セットアップメニューから新規作成を行つ 
た場合はセットアップメニューに戻ります® 
156)。 

• 新規に作成したフォルダが選択されている 
状態になります。 


再生メニュ I 
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名称変更 


D 



名称変审 

_ | 


マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
「名称変更」を選択します。 



i > を押すと、名称変更が可能な既存のフォ 
ルダ名が表示されます ( NIKON フォルダを 
名称変更することはできません)。 




霄中 V - 1 1 ^ 

1 

削除 


フォ ル々'設定 > 


スライドシヨ ー 

O—n 

プロテクト設定 

: 

非表示設定 


プリント指定 


転送マーク設定 


前 ページの 「新規作成」の手順の3〜4と 
同様にして、新しい名称に変更します。 


最後の文字を選択した後で©を押すと名称 
の変更が完了し、再生メニューに戻ります 
(セットアップメニューから名称変更を行つ 
た場合はセットアップメニューに戻ります 
05156)。 

名称を変更したフォルダが選択されてい 
る状態になります。 


再生メニユ I 




142 



















































フォルダ削除 




t> を押すと、フオルダ削除が可能な既存の 
フオルダ名が表示されます。 



削除したいフォルダを選択します （NIKON 
フォルダを削除することはできません)。 


□ 



つ 1* 1 レダ肖! 1 P 余 

削除： OSAKA 

削除します 
よろしいですか？ 


>を押すと、フォルダ削除の確認画面が表 
示されます。 △ または ▽ を押して 「はい」 
を選択し、®を押すと、選択したフォルダ 
が削除されます。 

• 「いいえ」 を選択して〇を押すと、フォ 
ルダの削除は行われずに再生メニューに 
戻ります。 

• すべてのフオルダが選択されている状態 
になります。 


[5 フォルダ削除時のご注意 

選択したフォルダ内に非表示またはプ□テクト設定された画像がある場合、そのフォルダは削除で 
きませんが、フォルダ内の非表示およびプ□テクト設定されていない画像はすべて削除されます。 
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再生するフォルダの選択 

撮影した画像を再生するフォルダの選択を行います。 


D 





%扁 


マルチセレクターの A または ▽ を押して、 
「フォルダ 選択」を選択します。 



△または▽を押して、フォルダを選択し 
ます。 

• 「全てのフォルダ」 を選択すると、すべて 
のフオルダ内の画像を再生することがで 
きます。 



[> を押すと、「フォルダ選択」画面が表示さ 
れます。 


□ 




削除再生メニュ _1/2 

巴 

フォルタ 5 3定 k 

O-TI 

A 

スライドショー 
プロテクト設定 
非表示設定 
プリント指定 
転送マーク設定 


❹を押すと選択が実行され、再生メニュー 
に戻ります。 



@フォルダの選択について 

再生メニューの「フォルダ選択」でフオルダを選択した後に撮影を行うと、撮影した画像は再生メ 
ニューで選択したフォルダに記録されます。 


0 UH 連写、インターバル撮影、パノラマアシストで作成されたフォルダについて 

UH 連写、インターバル撮影、またはパノラマアシストで自動的に作成されるフォルダ（例： 
N_OOK INTV し P_001) を「フォルダ選択」画面で選択した後、撮影を行うと、撮影した画像は、 
「 NIKON 」 を選択した場合と同じフォルダに記録されます。 
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画像を一定間隔で順番に再生するスライドシヨーを行い 
ます （非表示設定された画像は再生されません)。 
「スライドシヨー」画面では、スライドシヨーの開始、イン 
ターバル設定、エンドレスの設定を行うことができます。 



開始 

スライドショーを開始します。 

インターバル設定 

1コマの画像を表示している時間の変更ができます。 

エンドレス 

マルチセレクターの®を押してチェックボックスをオン0にする 
と、もう一度©が押されるまでフォルダ内の画像を繰り返し再生し 
ます。 


スライドショーの開始 


@スライドショー時のオートパワーオフ機能について 

スライドショーを開始して、カメラの操作を行わないまま30分経過すると、オートパワーオフ機 
能により液晶モニタ（または電子ビューファインダー）が消灯します。 

这スライドショー終了後 

スライドショー終了後は「一時停止」画面が表示されます。マルチセレクタ_の < を押すと再生メ 
ニューに、個）ポタンを押すと1コマ再生画面に戻ります。 



マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
開始を選択します。 

• フォルダ内の画像を繰り返し再生する場 
合には、「エンドレス」を選択し、®を押 
してチェックボックスをオンにして 
から「開始」を選択します。 



〇を押すとスライドシヨーが開始されます。 
CF 力ード内の画像が記録された順に1コ 
マずつ一定間隔で再生されます。動画は、 
最初のフレームが静止画再生されます。 


再生メニュ I 
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スライドシヨーの実行中は次の操作が可能です。 


一時停止する 



マルチセレクターの©を押す 
とスライドショーが一時停止 
し、右のような画面が表示され 
ます。 

スライドショーを再開するに 
は、 「再開」 を選択して©を押 
します。 



コマ 送り/ 
コマ 戻しを 
する 



< または △ を押すとコマ戻しし、> または ▽ を押すと 
コマ送りします。 


終了する 




m ポタンを押すとスライドショ- 
画面に戻ります。 


-を終了して1コマ再生 


インターバル設定 

1コマの画像を表示している時間の変更ができます。ス 
ライドショーの開始前、終了後、または一時停止中に表 
示される選択画面から、「インターバル設定」を選択して 
マルチセレクタ_の> を押すと、「インターバル設定」画 
面が表示されます。画像を表示している時間を「2¢!)」、「3 
秒」（初期設定)、「5秒」、「10秒」のいずれかから選択し、 

©を押して設定します。 

インターバル時間を設定すると、スライドショーを再開します。 



■ インターバル設定についてのご注意 

実際のインターパル時間は、画像のファイルサイズや CF 力ードから読み込むスピードによって、設 
定した時間とは異なる場合があります。 
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E 


Q ~ n | プロテクト設定 


CF 力ー ドに記録されている画像を誤って削除しないよう 
にプ□テクト（保護）設定することができます。 



D 




マルチセレクターの < または > を押して、 
プ□テクト設定したい画像を選択します。 

. 選択した画像が画面の中央に表示されます。 


B 




A または ▽ を押してプ□テクト設定を行 
います。 

• プ□テクト設定された画像には ( プ 
□テクト）アイコンが表示されます。 

• 手順の1と2を繰り返し、プ□テクトした 
いすべての画像をプ□テクト設定します。 

. プ□テクト設定を解除する場合は 、㈣ 
(プ□テクト）アイコンが表示された画像 
上で △ または ▽ を押して、(プ□テ 
クト）アイコンを消してください。 



〇 を押すと設定が完了します。 

• プ□テクト設定された画像には、1コマ再 
生時およびサムネイル再生時に、(プロ 
テクト）アイコンが表示されます。 


0 CF カード初期化時のご注意 

CF 力ードの初期化を行うと、プ□テクト設定された画像も削除されますのでご注意ください。 


再生メニュ I 
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I ► I 




CF 力ー ドに記録されている画像を「非表示設定」画面以外 
では表示しないように非表示設定することができます。 


慮 




_0N 

/OFF 

imM 


D 




マルチセレクターの < または > を押して、 
非表示設定したい画像を選択します。 

. 選択した画像が画面の中央に表示されます。 


B 




S ! 01 £ 1/ « 


A または ▽ を押して非表示設定を行います。 

• 非表示設定された画像には〇 (非表示） 
アイコンが表示されます。 

• 手順の1と2を繰り返し、非表示設定し 
たいすべての画像を設定します。 

• 非表示設定を解除する場合は、〇 (非表 
示）アイコンが表示された画像上で△ま 
たは ▽ を押して、〇 (非表示）アイコン 
を消してください。 



0 CF カード初期化時のご注意 

CF 力ー ドの初期化を行うと、非表示設定された画像も削除されますのでご注意ください。 

M フォルダ内のすべての画像が非表示設定されている場合について 

フォルダ内のすべての画像が非表示設定されている場合、「表示可能な画像がありません」という警 
告表示が表示され、他のフォルダを選択し直すか、または、非表示設定で画像の非表示を解除しな 
い限り、画像の表示は行われません。 
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I ► I 


プリントする画像の選択、枚数の指定、撮影日時や撮影デー 
夕の写し込みといった、撮影画像をプリントするための設定 
をあらかじめカメラでセツトしたり消去したりすることがで 
きます。 




これらの設定内容は、デジタルプリントオーダーフォーマット （ DPOF ) に対応した 
プリントシヨップやプ U ンタ、または PictBridge 対応プリンタでダイレクトプリン 
卜する場合に適用されます。 DPOF およびダイレクトプリントについては「画像をプ 
U ントする」 （0 B 100)をご覧ください。 


プリント画像の設定 

プリントする画像の選択、枚数の指定、 
は、次の手順で行います。 


撮影日時や撮影データの写し込みの設定 



再生メニュ I 
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■ 「プリント指定」で日付を写し込む場合のご注意 

• 撮影日時を印字したい場合には、必ず撮影前にカメラの日時設定が 
正しく設定されていることをご確認ください （SB 27)。 

• DPOF の日付機能に対応していないプリンタでプリントする場合は、 

この機能を使用することができません。 

• プリントされる日付は、撮影時点でカメラに設定されている日時で 
す。撮影後にセットアップメニューの 「日時設定」 （0 S 157) を変更 
してもプリントされる日付には反映されません。 

プリント指定のリセツト 

プリント指定をセットした後、再度「プリント画像選択」画面を表示すると、 「日付」 と 「撮影情報」 
の設定はリセットされますので、再度設定を行ってください。 
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□ 




©を押すと画像の選択が完了し、プリント指定のメニューが表示されます。必要に応じて 
A または ▽ を押して、プリント画像上に印字する情報を選択します。 

• 選択したすべての画像に撮影日をプリントする場合は、「日付」を選択して©を押しま 
す。「日付」が 「 ON 」 になります。 

• 選択したすべての画像にシャッタースピードと絞り値をプリントする場合は、「撮影情 
報」を選択して©を押します。「撮影情報」が roNj になります。 

• 選択した項目を 「 OFF 」 にする時は、その項目を選んで©を押してください。 

• プリント指定を終了し、再生メニューに戻る場合は、 △ または▽で「選択終了」を選 
んで®を押します。 

• プリント指定された画像には、1コマ再生時およびサムネイル再生時に、アイコンが 
表示されます。 






必要に応じて、プリントする枚数を変更します。 
• △ を押すとプリント枚数は増加し（最高9 
枚)、▽を押すと減少します。 

• プリント指定を解除する場合は、プリント 
枚数が1の時に▽を押します。 

•手順の3〜5を繰り返して、プリントす 
る画像をすべて設定します。 


リント設定終了 
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[►~| — ~~ 


画像の転送設定を行います。転送設定された画像は、転 
送マーク付きの画像として、 PictureProject を使用した 
ときに一括してパソコンに転送することができます。転 
送方法については、クイックスタートガイドおよび付属 
の PictureProject リフア レンスマニュアル （ CD - ROM ) 
をご覧ください。 


選択画像転送 


選択画像転送 


転送する画像を選択します。 


全画像転送 

全画像の転送を設定します。 

転送設定解除 

全画像の転送設定を解除します。 


選択画像転送 

「選択画像転送」 を選択してマルチセレクターの!>を押す 
と、「転送画像選択」画面に切り換わります。転送する画 
像の選択は以下の手順で行います。 




20041 0J1 p ，ur : 
tm E 4/ _ 


ON 

/OFF 


B 



A または ▽ を押して転送設定を行います。 
転送設定された画像には ^ (転送マー 
ク）が表示されます。 

手順の1と2を繰り返し、転送したいす 
ベての画像を転送設定します。 

転送設定を解除する場合は、めポ（転送 
マーク）が表示された画像上で △ または 
V を押して ^ (転送マーク）を消して 
ください。 


D 



車〜,适 5+ 尺- 

M 


yiii 


-ON 

/OFF 

€ 


マルチセレクタ_の < または > を押して、 
転送したい画像を選択します。 

選択した画像が画面の中央に表示されます。 





設 
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e ポタンを押すと設定が完了します。 

• 転送設定された画像には、1コマ再生時お 
よびサムネイル再生時に、^ (転送マー 
ク）が表示されます。 


全画像転送 

全画像の転送を設定する場合は、次のように行います。 



B 



全画像が転送されます 
よろしいですか？ 


>を押すと、転送確認画面が表示されます。 
△ または ▽ を押して 「はい」 を選択し、® 
を押すと、全画像転送が設定されます。 

• 1コマ再生時およびサムネイル再生時に、 
すべての 画像に ^ (転送マーク）が表示 
されます。 

• 「いいえ」 を選択して®を押すと、全画 
像転送を設定せずに再生メニューに戻り 
ます。 


転送設定解除 

「転送設定解除」を選択してマルチセレクターの©を押すと、すべての画像から 
I ~ (転送マーク）が削除され、転送設定が解除されます。 


n 転送マーク設定時のご注意 

• C 00 LPIX 8400 以外のニコン製デジタルカメラで転送マーク設定した CF 力ードを 
COOLPIX 8400に挿入しても転送マーク設定は認識されません。 C 00 LPIX 8400 で再度転送 
画像を設定してください。 

• 「全画像転送」で一度に転送設定できる画像は999コマまでです。1◦◦〇コマ以上の画像を一括 
転送する場合は、 PictureProject をご使用ください。 
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旧♦讎 ♦ 帥!)フォルダに移動 

フオルダに保存されている画像ファイルを、同じ CF 力一 
ド内にある別のフォルダに移動します。 



マルチセレクタ_の △ または ▽ を押して、 
移動したい画像が保存されているフォルダ 
を選択します。 


B 





-0N 

/OFF 




<] または > を押して、別フォルダに移動し 
たい画像を選択します。 

• 選択した画像が画面の中央に表示されます。 



□ 



雨气の 、 r ▲尺 

園 


E_Hir 


jog [ - 


l] 43 


A または ▽ を押して移動設定を行います。 

• 移動設定された画像には^(移動アイ 
コン）が表示されます。 

• 手順の3と4を繰り返し、移動したいす 
ベての画像を移動設定します。 

• 移動設定を解除する場合は、^ (移動ア 
イコン）が表示された画像上で △ または 
▽を押してご H (移動アイコン）を消し 
てください。 


再生メニユ I 




153 














































©を押すと、移動先フォルダの一覧が表示 
されます。 



□ 



醜織 

移 

よ 

1 

動します 
ろしいですか？ 

ぃぃ h 




>を押すと、ファイル移動確認画面が表示さ 
れます。 △ または ▽ を押して「はい」を選択 
し、®を押すと、ファイルが指定されたフォ 
ルダに移動されます。 

• 「いいえ」を選択して®を押すと、フアイ 
ルが移動されずに再生メニューに戻ります。 


n ファイル移動時のご注意 

ファイルを別フォルダに移動すると、移動したファイルの info.txt 情報（圄170)は失われます。 

@移動後のファイル名について 

別のフォルダに移動された画像ファイル名の番号部分は、移動先のフォルダにある最大の番 
号に1を加えた番号になります。先頭文字 （ DSCN 、 RSCN 、 SSCN 、 FSCN ) や拡張子 
| (.NEF、.TIF、.JPG、.MOV) は変わりません。 

■ ファイル移動ができないフォルダやファイルについて 

次のフォルダは、ファイルの移動先として指定することができません。 

• UH 連写で作成された、 「N_」 で始まる名称のフォルダ 
• インターバル撮影で作成された riNTVLJ フォルダ 

• シーンモードのパノラマアシストで作成された、 「P_」 で始まる名称のフォルダ 
また、次のファイルは別のフォルダに移動することができません。 

• UH 連写で作成された、 「N_」 で始まる名称のフォルダに記録されている画像 
• インターバル撮影で作成された riNTVLJ フォルダに記録されている画像 

• シーンモードのパノラマアシストで作成された、 「PJ で始まる名称のフォルダに記録されている 
画像 
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E 

CF 力ードの初期化（フォーマット）を行います。内容に 
ついては、撮影メニューの「力ードの初期化」 （SB 136) 
をご覧ください。 



カード内のデータは 
全て削除されます 
. 





[►1 令； 


スモールピクチャーの画像サイズ 

困 640 X 480, H 320 X 
120) から選択します。内容について 
(82 91)をご覧ください。 
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170 


US 巳 


170 


ビデオ出力 


171 


設定クリア 


171 


デート写し込み 


172 


バージ ヨ ン'情幸！！ 


172 


セツトアップメニューには次の項目があります。 




© 

日時設定 

□ 

フォルダ設定 

PI 

モニタ設定 

ON 

連番モード 

ON 

操作音 

lm 

オートパワーオフ 


表示言語 /LANGUAGE 


日時設定 


フォルダ設定 


モニタ設定 


連番モード 


操作音 


オートパワーオフ 


157 


157〜159 ) 


160 


161〜164 


165 


166 


167 


力ードの初期化 


ポタン設定 


撮影確認 LED 


167 


168〜169 ) 


169 


■il...L O/O ； 

H 

の初期化 

(9 

ボタン設定 

OFF 

撮影確認 LED 

OFF 

info.txt 


USB 

网 

ビデオ出力 

s 

設定クリア 


セツトアツフメニュー 


2/3 
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セツトアップメニューの表示方法： 




表示言語 / LANGUAGE 

® 

百丽ぎ 


フォルダ設定 

PI 

モニタ設定 

ON 

連番モード 

ON 

操作音 

lm 

オートパワーオフ 


モードダイヤルを SET UP に合わ 
せると、セットアップメニューが表 
7 JT されます。 


表示言語/ LANGUAGE 


SETUP 


~ |表示言語 / LANGUAGE 


メニュー画面ゃメッセージ画面に表示する言語を切り換え 
ることができます。 

「表示言語/ LANGUAGE」 では、 「Deutsch (ドイツ 
語）」、 「English (英語）」、 「Espafiol (スペイン語）」、 

「Franqais (フランス語）」、 「Italiano (イタリア語）」、 

「Nederlands (オランダ語）」、 「Svenska (スウ i_ デ 

ン語)」、「日本語」、「中文(简体)(簡体字中国語)」、「中文(繁體 )( 繁体字中国語)」、 
「茫呈(韓国語)」の11言語から選択できます。 


Deutsch 

Svenska 

English 

日本語 

Espanol 
卜 ran?ais 1 

Italian 。 

1 中文(简体） 1: 

中文(繁體） 

Nederlands 



mmmr^ 


カメラの内蔵時計のタイムゾーン（地域）と日時を設定し 
ます。また、タイムゾーンを自宅から訪問先に変更する 
こともできます。 



日付と時刻を設定します。詳しくは「言語と日時を設定します」をご覧く 
ださい （SB 27)。 


ワールドタイム 


自宅および訪問先のタイムゾーンが選択でき 
ます。自宅（合）または訪問先（今）のいずれ 
か選択されているタイムゾーンの日時が撮影 
画像に記録されます。時差のある地域でカメ 
ラを使用するときに便利です。 

自宅および訪問先の選択アイコン 
(0 の方が選択されています） 


、2004.10_ 0118:15 


ゾーン選択 
□ 夏時間 


.London, Casablanca 
ソーン選択 
□ 夏時間 
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ワールドタイムの設定方法 



2004.10. 0109:15 

j * l=n Tokyo , Seoul 


ゾーン選択 
□ 夏時間 



マルチセレクターの △ または ▽ を押して、 
自宅（合）または訪問先 （チ） のゾーン選択 
を選択します。 

• 夏時間を設定する場合は、「夏時間」を選 
択し、®を押して□を®に切り換えた 
後で「ゾーン選択」を選択します。 


□ 



<1または > を押して、タイムゾーンを選択 
します。 

. ワールドタイム設定をキャンセルする場 
合は、麵）ポタンを押します。 



T 

表示言語/ U\NGUAGE 



a 

フォルダ設定 

pi 

モニタ設定 

ON 

連番モード 

ON 

操作音 

lm 

オートパワーオフ 





2004.10_ 0110:15 

贤 n Tokyo , Seoul 
ソーン選択 
□ 夏時間 

p J j チ Madrid, Paris, Berlin 


ソーン選択 
□ 夏時間 


©を押すと、タイムゾーンが設定され、「ワー 
ルドタイム」画面に戻ります。「ワールドタイ 
ム」画面には、設定した時刻が表示されます。 

• 自宅（合）を選択した場合は、選択した夕 
イムゾーンの時刻に設定されます。 

. 訪問先（チ）を選択した場合は、自宅との 
時差を自動的に算出して、選択した都市 
の日付と時刻に設定されます。 

• 「夏時間」のチェックボックスがオン0 
の場合は、時刻が1時間進みます。 


©を押すと、ワールドタイム設定を終了し 
て、セツトアップメニューに戻ります。 
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タイムゾーンを選択すると、時差を自動的に算出して、時計を合わせます。 


@ワールドタイムの設定についてのご注意 
• 「ワールドタイム」 は、日付と時刻が設定されていないと選択できません。 

• 時差は1時間単位で自動的に設定されます。時計を正確に合わせる場合は、 「日時」 （0B 157)で 
設定してください。 

• 自宅と訪問先を同一のタイムゾーンに設定することはできません。 


タイムゾーン 

時差 

EST (EDT): New York 

Toronto, Lima 

-14 

CST (CDT): Chicago 

Houston, Mexico City 

-15 

MSI (MDT): Denver 

Phoenix, La Paz 

-16 

PST (PDT): Los Angeles 

Seattle, Vancouver 

-17 

Alaska, Anchorage 

-18 

Hawaii, Tahiti 

-19 

Midway, Samoa 

-20 

Auckland, Fiji 

+3 

New Caledonia 

+2 

Sydney, Guam 

+1 


タイムゾーン 

時差 

Tokyo, Seoul 

0 

Beijing, HK, Singapore 

-1 

Bangkok, Jakarta 

-2 

Colombo, Dhaka 

-3 

Islamabad, Karachi 

-4 

Abu Dhabi, Dubai 

-5 

Moscow, Nairobi 

-6 

Athens, Helsinki 

-7 

Madrid, Paris, Berlin 

-8 

London, Casablanca 

-9 

Azores 

-10 

Fernando de Noronha 

-11 

BuenosAires, SaoPaulo 

-12 

Caracas, Manaus 

-13 
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SETUPS ； 


フオル々'言 § 帝 


撮影した画像や動画を保存するフォルダの新規作成、名 
称変更、削除、保存先フォルダの選択などを行うことが 
できます。「フォルダ操作」の内容については再生メニュー 
の「フォルダ設定」（聞 140) をご覧ください。 

画像を保存するフオルダの選択 

撮影時に画像を保存するフォルダの選択を行います。 


フォルダ操作 iP 


D 





フォルダ選択 




マルチセレクタ_の △ または ▽ を押して、 
「フォルダ選択」を選択します。 


B 




△または▽を押して、フォルダを選択し 
ます。 



□ 




■U... L ^ 


表示言語 / LANGUAGE 

© 

日時設定 



PI 

モニタ設定 

ON 

連番モード 

ON 

操作音 

lm 

オートパワーオフ 


e を押すと選択が実行され、セットアップ 
メニューに戻ります。 

• 「フォルダ設定」画面で別のフォルダが選 
択されるまで、このフォルダにこれから 
撮影される画像が保存されます。 


g | UH 連写、インターバル撮影、パノラマアシストについて 

「UH 連写」 (0 B 11 0) 設定時に撮影される画像は、カメラが自動的に作成する 「 N 」 で始まる専用 
フォルダに保存されます。 「インターバル撮影」 （0 B 1 12) 設定時には、撮影を行うたびにカメラが自 
動的に 「 INTVL 」 フォルダを作成し、撮影された画像はそのフォルダに保存されます。また、シーン 
モードのパノラマアシスト （05 46) 設定時に撮影される一連の画像は、カメラが自動的に作成する 
「 P _」 で始まる専用フォルダに保存されます。これらのフォルダは、 「フォルダ選択」 で再生用に選択 
したり、フォルダごと削除することはできますが、新しい画像を記録することはできません。 
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SET UP>> 索 

レリーズ応答速度、レビュー表示の設定、画面の明るさ、 

画面の色合い、起動時モニタ表示、オープニング画面を 
セツトできます。 


レリーズ応答速度 

シャッターボタンを押してから、実際に画像が撮影される 
までに生じる若干の時間差を調整します。設定は、モード 
ダイヤルを P、S、A、M のいずれかに合わせたときのみ 
有効です。 




ノーマル 


通常の撮影を行います。 


クイックレスポンス$ 


シャッターボタンを押してから、実際に画像が撮影されるまで 
に生じる時間差を最小限に抑えます。また、撮影後、液晶モニ 
夕にプレビュー画像（撮影後表示される画面）が表示されている 
間に撮影を行う場合％ 2 、フォーカス、露出、ホワイ ト バランス 
は、直前に撮影した条件で固定されるため、 「ノーマル」 よりも 
スピーディに次の撮影を行うことができます。 


液晶モニタの画面に横線が入る場合がありますが、撮影する画像に影響はありません。 

※2撮影を優先させるために内蔵スピードライトが発光しないことがあります。また、連写モード （0B 
11〇)を 「単写」 に設定した場合、外付けスピードライトも発光しないことがあります。 


セットアップメニユ I 
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レビュー設定 


撮影した画像が撮影後に約1秒間表示されるレビュー表 
示について設定します。設定は、モードダイヤルを P 、 S 、 
A 、 M のいずれかに合わせたときのみ有効です。 


丨レビュー on 4 


— J 


レビュー ON 


撮影後に撮影画像を約1秒間表示します。 


レビュー OFF 


撮影後に画像を表示しません。 


画面の明るさ 

液晶モニタの画面の明るさを調整します。マルチセレク 
ターの △ または ▽ を押して画面右の矢印を上下させ、 
明るさを調節します （△ を押すと画面が明るく、 ▽ を押 
すと画面が暗くなります)。調整された明るさは、画面で 
すぐに確認できます。 

<1を押すと、変更された内容はキャンセルされます。© 
を押すと、変更内容が設定され、セットアップメニュー 
に戻ります。 

画面の色合い 

液晶 モニタの 画面の色合いを調整します。マルチ セレ ク 
ターの △ または ▽ を押して画面右の矢印を上下させ、 
色合いを調節します。調整された色合いは、画面ですぐ 
に確認できます。 

<を押すと、変更された内容はキャンセルされます。© 
を押すと、変更内容が設定され、セツトアップメニュー 
に戻ります。 






「画面の明るさ」と「画面の色合い」についてのご注意 

• カメラがテレビやビデオに接続されている場合 （SB 96)、 「画面の明るさ」 と 「画面の色合い」 を設 
定することはできません。 

• カメラで調整した 「画面の明るさ」 と 「画面の色合い」 はテレビ画面には反映されません。 
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起動時モニタ表示 

液晶モニタを点灯するか、 
灯するかを設定します。 


電子ビューファインダーを点 




I モニタ表示 




モニタ表示 


電源を ON にすると液晶モニタが自動的に点灯します。ただし、液晶モ 
二夕を内側にしてカメラ本体に収納している場合には電子ビューフアイ 
ンダーが自動的に点灯します。 


EVF 表示 


電源を ON にすると、電子ビューファインダーが自動的に点灯します。 


起動時モニタ表示の設定内容にかかわらず、液晶モニタの点 :) CI • 消灯は、 PISEL ボタ 
ンを押すことによって、いつでも切り換えることができます。 


オープニング画面 

カメラの電源を ON にしたときに液晶モニタ（または電 
子ビューファインダ_ ) に表示される才ープニング画面 
を、 「なし」、 「 Nikon 」、 「撮影した画像」 から選択します。 


才-プニング画面 薦 

I Nikon ^ 


なし 


電源を ON にしても、オープニング画面は表示されません。 


電源を ON にしたとき、右のようなオーブニ 
ング画面が表示されます。 


Nikon 




COOLPIX 


撮影した画像 


CF 力ードに記録されている、 C 00 LPIX 8400 
で撮影した画像から、オープニング画面を選択 
することができます （0 B 164)。 


_。_き 讀 
I 刪 § E- ¥- 韋 
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オーブニンク画面の設定方法 



■ 「撮影した画像」でオープニング画面を選択した場合 

「オープニング画面」 の 「撮影した画像」 ですでに画像を登録している場 
合、画像を変更するかどうかを確認する画面が表示されます。変更す 
る場合は 「はい」 を選択し、手順2、3に従って再度設定してください。 
変更しない場合は 「いいえ」 を選択してください。 



_オープニング画面に設定した画像について 

「設定クリア」 （ BB 171) で 「クリアする」 を選択すると、オープニング画面は 「 Nikon 」 （初期設定) 
に戻りますが、 「撮影した画像」 でオープニング画面に登録している画像はリセットされません。 
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SETUP 


COOLPIX 8400で撮影した画像ファイルや動画ファ 
イルには、 DSCN と4桁の番号が付けられます（例： 
DSCN 0001 .JPG 〜 DSCN 9999. JPG )。 これらの 
ファイルが保存されるフォルダは3桁のフォルダ番号が 
付けられます（例：100 NIKON )。 

ファイル名とフォルダ名については、「撮影の基本ステッ 
プ」の「ファイル名とフオルダ名」 （0 B 39) をご覧ください。 



CF カードを交換したり、記録フォルダを変更した場合にも、画像ファイル 
には撮影順に連続した番号が付けられます。このため、同じ名前のファイ 
ルが作成されず、画像をパソコンに転送して管理する場合などに便利です。 
CF カードを初期化（フォーマット）しても、連番はリセットされずに継続し 
て付けられます。 


OFF 


画像ファイルの番号は、フォルダごとに撮影順に0001から9999ま 
で自動的に付けられます。複数の CF カード、フォルダを使うと、例えば 
DSCN0001.JPG という同名のファイルが複数存在する状態になります。 
CF カードを初期化すると、連番はリセットされ、0001から付けられます。 


■J セツ I 


連番モードをいったん解除し、次回の撮影以降再び0001から連番を付け 
ます。すでに画像がある場合は、 CF カード内にある一番大きいファイル番 
号の次の番号から連番を付けます。 
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SETUP 


カメラの状態を知らせる操作音の ON , 
ことができます。 


' OFF を設定する 



次の場合にはカメラの操作音が1回鳴ります。 

• 撮影モードでカメラが撮影可能な状態になったとき 
• マニュアルフォーカスにセットしたとき 

• 「コンバータ」 を 「OFF」 以外に設定したとき（コンバータモードが設定さ 
れたとき） 

• 画像が削除されたとき 

• CF 力ードが初期化（フォーマット）されたとき 

•プ□テクト設定、非表示設定、プリント指定、または転送マーク設定を 
行っ/ Z： とき 

• 画像ファイルを別フォルダに移動したとき 

•スライドシヨーのエンドレスのチェックボックスを □ から®または、 
0から□に切り換えたとき 
• 「日時設定」 で夏時間の□を®に切り換えたとき 
• 「操作音」 が roNj に設定されたとき 
次の場合にはカメラの操作音が2回鳴ります。 

• シャッターボタンを深く押し込んで、シャッターがきれたとき％ 

次の場合にはカメラの操作音が3回鳴ります。 

• CF 力ー ドの記憶容量が不足している、または撮影モード時に CF 力ード 
が装着されていない状態でシャッターボタンが押されたとき 

• 電池の残量がない状態でシャッターボタンが押されたとき 
次の場合にはシャッターがきれるまで、操作音が鳴り続けます。 

• セルフタイマー作動中（約10秒間または約3秒間） 

• リモコン撮影中（約2秒間） 


OFF 


操作音は鳴りません。動画、音声メモに記録された音声は再生できます。 


※「モニタ設定：レリーズ応答速度」 を 「クイックレスポンス」 （05 161) に設定している場合、シャッ 
ターがきれたときの操作音は鳴りません。 
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SETUPS ； 


カメラの操作が何も行われない場合、オートパワーオフ 
機能が作動するまでの時間を「30秒」、「1分」（初期設 
定)、「5分」、「30分」のいずれかに設定できます。 

オートパワーオフ状態では、カメラの各機能が停止して、 

実質的に電源 OFF 状態になり、電力がほとんど消費され 
ません。シャッターボタンを半押しするか、モードダイ 
ヤルを切り換えるか、 m s m s ©のいずれかのボタンを押すと、オートパワー 
オフ状態は解除されます。 

内容については、「オートパワーオフ機能（節電モード)」 （0 B 26) をご覧ください。 



SETUP 

CF 力ードの初期化（フォーマット）を行います。内容に 
ついては、撮影メニューの「力ードの初期化」 （圜 136) 
をご覧ください。 


カー ド内の データは 
全て削除されます 
よろしいですか 


0 AC アダプタ使用時のご注意 

AC アダプタ EH -54 (別売）ご使用時は、オートパワーオフの設定内容にかかわらずオートパワー 
オフ機能の作動時間は3◦分に固定されます。ただし、 AV ケーブルが接続されている場合、液晶モ 
ニタ（または電子ビューファインダー）は消灯しますが、オートパワーオフは機能しません。 
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SETUP ♦ 龜 I ポ与ソ势芾 — 

FUNC ボタンに別の機能を割り当てたり、 AE / AF-L ボタ 
ンの設定を変更できます。 


IFUNC p 


FUNC 

FUNC ボタンに割り当てる機能を選択します。モードダ 
イヤルを P 、 S 、 A 、 M のいずれかに合わせた場合に、 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すと、 

ここで割り当てた機能をセツトできます。メニュー画面 
を表示しなくてもよいので、よく使う機能を割り当てて 
おくと便利です。 

FUNC ボタンには、次の6種類の機能を割り当てることができます。 




カスタム No. 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すことにより、カス 
タム No . ( Nal 、 No .2) が切り換わります （圊 118)。 

ホワイトバランス 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すことにより、ホワ 
イトバランスをセツトすることができます （35 69)。 

• FUNC ボタンでホワイトバランスの微調整を行うことはできません。 

• FUNC ボタンを押し続けると、プリセツトホワイトバランス値を取 
得します。 

画質 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すことにより、画質 
をセツトすることができます （05 48)。 

画像サイズ 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すことにより、画像 
サイズをセツトすることができます （ S 3 49)。 

ISO 感度設定 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すことにより、撮像 
感度をセツトすることができます （SB 67)。 

連写 

FUNC ボタンを押しながらコマンドダイヤルを回すことにより、連写 
モードをセツトすることができます （ SB 11〇)。 



FUNC FUNC ボタンに別の機能を割り当てます。 

AE - L 、 AF-L AE / AF - L ポタンの設定を変更します。 
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AE-L 、 AF-L 


初期設定では、 AE/AF-L ボタンを押すと露出 （ A 0 と 
フォー カス （ AF ) の両方が□ックされます。 AE - L 、 AF-L 
では露出 ( AE ) と フォー カス ( AF ) いずれ か一 方のみを 
ロックするようにセツトできます。 





設定1 内容 

AE - L & AF-L 

AE / AF - L ボタンを押すと露出とフォーカスの両方がロックされます。 

AE-L 

AE / AF - L ボタンを押すと露出のみがロックされます。フォーカスは 
シャッターボタンを半押しするとロックされます。 

AF-L 

AE / AF - L ポタンを押すとフォーカスのみがロックされます。露出は 
シャッターボタンを半押しするとロックされます。 




SET UP ♦ BFFI 撮影確認 LED 


セルフタイマーランプを撮影完了時の確認用ランプとし 
て点灯するように設定できます。 



撮影が完了したときに、セルフタイマーランプが点灯してお知らせしま 
す。連写モードが「マルチ連写」または「サ ーキュラー 連写」に設定され 
ている場合は連続撮影が終了したときに点灯します。ただし、スピード 
ライトが発光した場合や、連写モードが ruH 連写」に設定されている場 
合は、撮影完了時にセルフタイマーランプは点灯しません。 


セルフタイマーランプは撮影完了時に点灯しません。 


ON 


OFF 
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「 info . txt 」 を 「 ON 」 に設定すると、撮影時の各種データ 
がテキストファイル ( info . txt ) として画像記録フオル 
ダに保存されます。保存された info.txt はパソコン上 
で、 Notepad (メモ帳）や SimpleText などで開くこ 
とができます。 「 info . txt 」 を 「 OFF 」 に設定した場合（初 
期設定では 「 OFF 」 になっています）、撮影時のデータが 
テキストファイルとして保存されることはなくなりますが、画像情報表示画面 
(ESB 86) で見ることができます。 

「 info . txt 」 を 「 ON 」 に設定すると下記のような画像ごとの撮影データがテキスト 
ファイルとして保存されます。 

• 画像ファイル名/種類 
• カメラ機種名/ 

ファームウエアバージョン 
• 測光方式 
• 露出モード 
• シャッタースピード 
• 絞り値 
• 露出補正値 


* 焦点距離と電子ズーム 
• 階調補正モード 
» ISO 撮像感度 
»ホワイトバランス 
* 輪郭強調 
»撮影日時 
»画像サイズと画質 
»彩度調整 
»フオーカスエリア 


画像が撮影された順に一覧表示され、画像と画像の間は一行分空白となります。 


SETUP 


パソコンとの USB 通信方式を選択します。内容につい 
ては「パソコンで再生する」 （ S 3 97) をご覧ください。 


|Mass 


Storage ^ 


■ info.txt の転送について 

info.txt は、 PictureProject ではパソコンに転送することはできません。 info.txt は、 USB 通信方 
式を 「Mass Storage 」 に設定して、直接パソコンにコピーしてください。 
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SETUP 


h ' 午'才!+!ナ i 


ビデオの出力方式を設定します。テレビやビデオデッ 
キなど、接続する機器に合わせて選択してください（围 
96)〇 


@NTSC 


NTSC 方式に設定します。通常、日本国内で使われている方式です。 


® PAL 


PAL 方式に設定します。通常、欧州で使われている方式です。 


^SETUP ^ 

カメラの各項目の設定をご購入時の状態にリセットし 
ます。 


設定した項目をクリア 
しますか？ 


いいえ 


設定をリセットしません。 


クリアする 


各項目の設定をご購入時の状態にリセツトします。ただし、日時設定、 
ビデオ出力、表示言語、 USB はリセツトされません。 
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撮影画像に直接日付や時刻を写し込みます。 



H OFF 


日付、時刻のどちらも写し込みません。 


ra 年、月、日 


画像上に日付のみを写し込みます。 


年、月、日、時刻 


画像上に日付と時刻を写し込みます。 


SETUP 令 >r .| バージョン情報 


カメラのファームウエアバージョン情報を表示します。 
マルチセレクタ_の < を押すと、セツトアップメニュー 
に戻ります。 



■ 「デート写し込み」について 

• 撮影済みの画像に後から日付を写し込むことはできません。 

• 一度写し込まれた日付を画像から消すことはできません。 

• 画像サイズ （SB 49 ) が「 [1 Y (640 x 480) J , [[PC (1024 X 768)」、または「[^ (1280 

x 960)」の場合、写し込まれた日付データが読みづらい場合があります。 

• 「日0寺設定」（圊 1 57 ) で日付を設定していない場合、「デート写し込み」は 「 OFF 」 以外選択できま 
せん。 

•年、月、日の表示順序は、「日時設定」で選択した表示順序と同じになります。 

• 再生メニューの「プリント指定」 （SB 149 ) の設定にかかわらず、写し込まれた日付や時刻はプリ 
|ントされます。 DP0F の日付機能に対応していないプリンタでもプリントされます。 

• シーンモードが [ X |( パノラマアシスト）の場合 （SB 45)、画質が 「 RAW 」 の場合 （05 48)、連写モー 
ドが 「連写 H 」、 「サーキュラー連写」または rUH 連写」 (SB 11 0) の場合、動画 （05 75) の場合 
には、「デート写し込み」を 「 OFF 」 以外に設定しても画像に日付は写し込まれません。 

• 「デート写し込み」を、「年、月、日」または「年、月、日、時刻」に 
設定すると、撮影画面にデート写し込みのアイコンが表示されます。 



[B1 

讎 __ 


i ((m 
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付録 


別売アクセサリー 


COOLPIX 8400には次の別売アクセサリーを使用できます。詳しくは販売店に 
お問い合わせください。 


P チャージャブルバッテリー 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 

AC アダプタ 

AC アダプタ EH -54 

1バッテリーパック 

バッテリーパック MB - CP 10 

ソフトケース 

ソフトケース CS - CP 20 

| pc カードアダプタ 

PC 力ードアダプタ EC - AD 1 

コンバータレンズ 
(アダプタリングを使用します） 

• ワイドコンバータ WC - E 75 (0.75倍） 

•テレコンバータ TC - E 3 ED (3 倍） 

•フィッシュアイコンバータ FC - E 9 (0.2 倍） 

アダプタリング 

•アダプタリング UR - E 14 ( WC - E 75 用） 
•アダプタリング UR - E 15 ( TC - E 3 ED 用） 
•アダプタリング UR - E 16 ( FC - E 9 用） 

レンズフード 

レンズフード HN - CP 12 

フィルター 

COOLPIX 用ニコンフィルター 
•ニュートラルカラー （ NC ) FF - CP 10 NC 
• 円偏光 (Circular Polar ) FF - CP 10 CPL 
•ニュートラルデンシティ （ ND ) FF - CP 10 ND 4 

スピードライト/ 

スピードライトアクセサリー 

ニコンスピードライト SB -800 - SB -600 
調光コード SC -29 - SC -28 


n コンバータ使用時のご注意 

コンバータと C 00 LPIX 用ニコンフイルターは同時に使用することはできません。カメラに付 
COOLPIX 用ニコンフイルターを装着している場合は、コンパータを取り付ける龍こ、かならずフイ録 
ルターを取り外してください。 

n 他社製のスピードライトについてのご注意 

他社製スピードライト（カメラのアクセサリーシューにマイナス電圧や25 0 V 以上の電圧がかかる® 
ものや小さな接点が触れてしまうもの）を使用しないでください。カメラの正常な機能が発揮できな 
いだけでなく、カメラおよびスピードライトのシンク□回路を破損することがあります。 
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使用可能な CF カード 


ニコン CF 力ード EC - CF シリーズの他に、次の他社製 CF 力ー ドおよびマイクロ 
ドライブが使用可能です。 

SanDisk 社製 CF カード： 


コンパクトフラッシュシリーズ （ SDCF 巳） 

32 MB 、64 MB 、 1 28 MB 、256 MB 、512 MB 
Ultra コンパクトフラッシュシリーズ （ SDCFH ) 

128 MB 、256 MB 、512 MB 
Ultra II コンパクトフラッシュシリーズ （ SDCFH ) 

256 M 巳 


LEXAR MEDIA 社製 CF カード： 


4 X US 巳シ U - ズ 
8 X US 巳シ U - ズ 
12 X USB シリーズ 
16 X USB シリーズ 
24 XUSB ^ U-X 
24 X WAUS 巳シ U - ズ 


16 MB 、32 MB 、64 MB 、 1 28 MB 、256 MB 、512 MB 
16 MB 、32 MB 、64 MB 、 1 28 MB 、256 MB 、512 MB 
64 MB 、 128 MB 、256 MB 、512 MB 
64 MB 、 128 MB 、256 MB 、512 MB 
64 MB 、 128 MB 、256 MB 、512 MB 
64 MB 、 128 MB 、256 MB 、512 MB 


ルネサステクノロジ（日立）社製： 


HB 28 BxxxC 8 x シリーズ 1 28 M 巳、 256 M 巳、 512 MB 

マイク□ドライブ： 


1 G 巳、 2 G 巳、 4 GB 


上記 CF 力ー ドの機能、動作の詳細、動作保証などについては、 CF 力ードメーカー 
にご相談ください。その他のメーカー製の CF 力ードにつきましては、動作の保 
証はいたしかねます。 


[5 CF カード使用上の注意 

• カメラの使用直後には CF 力ードが熱くなっている場合がありますので、ご注意ください。 

• CF 力ードをはじめてご使用するときは、必ず初期化（フォーマット）してください。 

• CF 力ードの初期化中は、絶対にカメラから力ードを取り出さないでください。力ードが使用でき 
なくなることがあります。 

• CF 力ードへ記録 • 削除が行われているときや、パソコンとの通信時には、以下のことは行わない 

付 でください。記録されているデータの破損や力ードの故障の原因となります。 

^ ■ 力ードの着脱をする • カメラの電源を OFF にする 

_ ■ バッテリーを取り出す • AC アダプタを抜く 

| • 端子部に手や金属を触れないでください。 

V • CF カードに無理な力を加えないでください。破損のおそれがあります。 

•曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 
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カメラのお手入れ方法 


クリーニングについて 


レンズ/ 

ファインダー 

レンズやファインダーのガラス部分をクリーニングするときは、 
手で直接触らないように注意してください。ゴミやホコリはブロ 
アーで吹き払ってください。ブロアーで落ちない指紋や油脂など 
の汚れは、乾いた柔らかい布などでガラス部分の中央から外側に 
ゆっくりと円を描くように拭き取ってください。汚れが取れない 
場合は、乾いた柔らかい布に市販のレンズクリーナーを少量湿ら 
せて、軽く拭いてください。硬いもので拭くと傷が付くことがあ 
りますので注意してください。 

液晶モニタ 

ゴミやホコリはブロアーで吹き払ってください。指紋や油脂など 
の汚れは、乾いた柔らかい布やセーム革などで軽く拭き取ってく 
ださい。強く拭くと破損や故障の原因となることがありますので 
注意してください。 

カメラ本体 

ゴミやホコリをブロアーで吹き払い、乾いた柔らかい布などで軽: 
く拭いてください。海辺などでカメラを使った後は、真水で湿ら 
せてよく絞った柔らかい布で砂や塩分を軽く拭き取った後、よく 
乾かしてください。 


アルコール、シンナーなど揮発性の薬品は使用しないでください。 


保管について 


長期間カメラを使用しないときは、必ずバッテリーを取り出してください。バッ 
テリーを取り出す前には、カメラの電源が OFF になっていることを確認してく 
ださい。 


カメラを保管する場合は、下記のような場所は避けてください。 
• 換気の悪い場所や湿度の高い場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の近辺 
•温度が 50°C 以上、または一 10°C 以下の場所 
• 湿度が60%を超える場所 


S 
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カメラの取り扱い上のご注意 


籲強いショックを与えないでください 

カメラを落としたり、ぶつけたりしないように 
注意してください。故障の原因となります。ま 
た、レンズに触れたり、レンズおよびカバーに 
無理な力を加えたりしないでください。 

_水に濡らさないでください 

カメラは水に濡らさないように注意してくださ 
し)。カメラ内部に水滴が入ったりすると部品が 
サビついてしまい、修理費用が高額になるだけ 
でなく、修理不能になることがあります。 

鲁液晶モニタを無理に回さないでください 

液晶モニタは回転範囲内でゆっくりと回してく 
ださい。無理な力がかかると、カメラと接続し 
ているヒンジ部の故障の原因となります。 

• 急激な温度変化を与えないでください 

極端に温度差のある場所（寒いところから急激に 
暖かいところや、その逆になるところ）にカメラ 
を持ち込むと、カメラ内外に水滴が生じ、故障 
の原因となります。カメラをパックやビニール 
袋などに入れて、周囲の温度になじませてから 
使用してください。 

•強い電波や磁気を発生する場所で撮 
影しないでください 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲 
および強い静電気の周囲では、記録データが消 
減したり、カメラが正常に機能しない場合があ 
ります。 

_長時間、太陽に向けて撮影または放 
置しないでください 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮 
影したり、放置したりしないでください。過度 
の光照射は CCD の褪色 • 焼きつきを起こす恐れ 
があります。また、その際撮影された画像には、 
真っ白くにじみが生ずることがあります。 

u •保管する際には 

カメラを長期間使用しないときは、バッテリー 
を必ず取り出しておいてください。また、カビ 
や故障を防ぎ、カメラを長期にわたってご使用 
いただけるように、月に一度を目安にバッテリー 
を入れカメラを操作することをおすすめします。 


•バッテリーや AC アダプタを取り外 
すときは必ず電源スイッチが OFF の 
状態で行ってください 

電源スイッチが ON の状態で、バッテリーの取 
り出し、 AC アダプタの取り外しを行うと、故障 
の原因となります。特に撮影動作中、または記 
録データの削除中の前記操作には、充分注意し 
て < ださい。 

•液晶モニタについて 

• 液晶モニタの特性上、一部の画素に常時点灯 
あるいは常時点灯しない画素が存在すること 
がありますが故障ではありません。あらかじ 
めご了承ください。また記録される画像には 
影響はありません。 

• 屋外では日差しの加減で液晶モニタが見えに 
くい場合があります。 

•液晶モニタ表面を強くこすったり、強く押した 
りしないでください。故障やトラブルの原因に 
なります。もしホコリやゴミ等が付着した場合 
は、ブロアーブラシで吹き払ってください。汚 
れがひどいときは、柔らかい布やセーム革等で 
軽く拭き取ってください。万一、液晶モニタが 
破損した場合、ガラスの破片などでケガをする 
おそれがありますので充分ご注意ください。ま 
た、中の液晶が皮膚や目に付着したり、口に 
入ったりしないよう、充分ご注意ください。 

•スミアについて 

明るい被写体を写すと、液晶モニタ画像に縦に 
尾を引いたような（上下が帯状に白く明るくな 
る）現象が発生することがあります。この現象を 
スミア現象といい、故障ではありません。また 
撮影された画像には影響はありません。 

•AF 補助光について 

AF 補助光（聞 35) に使用されている LED (発光 

ダイオード）は以下の IEC 規格に準拠しています。 
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バッテリーの取り扱いについて 


バッテリーの使用方法を誤ると液もれにより製品を腐食したり、バッテリーが破裂したりす 
るおそれがあります。次の使用上の注意をお守りください。 


•バッテリー使用上のご注意 

•バッテリーを電源として長時間使用した後 
は、バッテリーが発熱していることがありま 
すので注意してください。 

•万一、異常に熱くなる、煙が出る、こげ臭い 
などの異常や不具合が起きたときは、すぐに 
使用を中止して、販売店またはニコンサービ 
スセンターに修理を依頼してください。 

• 撮影の前にバッテリーをあらかじめ 
充電する 

撮影する前に、バッテリーを充電してください。付 
属のリチャージャブルバッテリーは、ご購入時に 
はフル充電されておりませんのでご注意ください。 
•充電が完了したバッテリーを、続けて再充電し 
ないでください。バッテリー性能が劣化します。 
• 充電直後にバッテリーの温度が上がる場合が 
ありますが、性能その他に異常はありません。 
•万一、異常に熱くなる、煙が出る、こげ臭い 
などの異常や不具合が起きたときは、すぐに 
使用を中止して、販売店またはニコンサービ 
スセンターに修理を依頼してください。 

•予備のバッテリーを用意する 

撮影の際は、予備バッテリーをご用意ください。 
特に、海外の地域によってはバッテリーの入手 
が困難な場合がありますので、ご注意ください。 

•低温時のバッテリーについて 

バッテリーは一般的な特性として、低温時には 
性能が低下します。低温時に使用する場合は、 
バッテリーおよびカメラを冷やさないようにし 
て < ださい。 

籲低温時には容量の充分なバッテリー 
を使い、予備のバッテリーを用意する 

低温時に消耗したバッテリーを使用すると、カメ 
ラが作動しない場合があります。低温時に撮影す 
る場合は、充分に充電されたバッテリーを使用 
し、保温した予備のバッテリーを用意して暖めな 
がら交互に使用してください。低温のために一時 
的に性能が低下して使えなかったノ（ッテリーで 
も、常温に戻ると使える場合があります。 


•バッテリーの接点について 

バッテリーの接点が汚れると、接触不良でカメ 
ラが作動しなくなる場合がありますのでご注意 
ください。 

•バッテリーの残量について 

電池残量がなくなったバッテリーをカメラに入 
れたまま、何度も電源スイッチの ON / OFF を 
繰り返すと、バッテリーの寿命に影響をおよぼ 
すおそれがあります。電池残量がなくなったバッ 
テリーは、充電してご使用ください。 

籲バッテリーの保管について 

•パッテリーをしばらく使用しない場合は、使 
い切った状態で保管してください。 

• 長期間保管する場合は、年に1回程度充電し 
た後、使い切った状態で保管してください。 
•付属の端子カバーを付けて、涼しい場所で保管 
してください。周囲の温度が15〜 25° C くら 
いの乾燥したところをおすすめします。暑いと 
ころや極端に寒いところは避けてください。 

•バッテリーの寿命について 

充分に充電したにもかかわらず、パッテリーの 
使用期間が極端に短くなってきた場合は、バッ 
テリーの寿命です。新しいバッテリーをお求め 
ください。 

•リチャージャブルバッテリー EN-EL7 
のリサイクルについて 

充電を繰り返して劣化し使用できなく 
なったバッテリーは、再利用しますの 
で廃棄しないでリサイクルにご協力く 
ださい。端子部にテープなどを貼り付 
けて絶縁させてから、ニコンサービス 
センターやリサイクル協力店へご持参 
ください。 
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警告メッセージについて 


液晶モニタに下記の警告メッセージおよびその他の警告が表示された場合は、修理 
やアフターサービスをお申し付けになる前に下記の対処法をご確認ください。 


(点滅) 

カメラの時計が設定され 
ていません。 

日付と時刻を設定してくだ 
さい。 

27 

自宅と訪問先が 
同じタイムゾーン 
です 

ワールドタイムの設定で、 
自宅と訪問先を同じタイ 
ムソーンに設定しようと 
しました。 

自宅と訪問先のタイムソー 
ンを再度確認してくださ 
し)。自宅と訪問先のタイム 
ゾーンが同じであれば設定 
する必要はありません。 

157 

電池残量がありません 

バッテリーが消耗してい 

カメラの電源を OFF にし 
てバッテリーを交換してく 
ださい。 

31 

この電池は 
使用できません 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

EN-EL 7 以外のバッテ 
リーがカメラに入つてい 
ます。 

EN-EL7 を使用してくださ 
し)。 

22 

電池に異常があります 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

バッテリーに異常があり 
ます。 

使用を中止して、販売店また 
はニコンサービスセンター 
に修理を依頼して下さい。 

21 

電池が劣化しています 

バッテリーの寿命です。 

バッテリーの寿命です。新 
しい EN-EL7 をお求めくだ 
さい 

- 

e 

カードが入っていません 

カメラが CF カードを認 
識できません。 

カメラの電源を OFF にして 
CF カードが正しく挿入され 
ていることを確認してくだ 
さい。 

24 





このカードは 
使用できません 

CF カードへのアクセス異 

•動作確認済みの CF カー 
ドをご使用ください。 

• 端子部が汚れていないか 

174 

カードに異常 
があります 

常です。 

どうか確認してください。 

• カメラの電源を入れ直し 
てみてください。 

26 
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表示 r 原因 対処法 

み 

初! 

□ 

钥化されていまセ 

いいえ^ 

とん 

COOLPIX 8400用に CF 
カードが初期化されてい 
ません。 

マルチセレクターの▽を 
押して、 「初期化する」 を選 
択し、©を押してカードを 
初期化するか、カメラの電 
源を OFF にして適切に初 
期化されたカードと交換し 
てください。 

24 

136 

S 

メモリ残量が 
ありません 

撮影中： 

画像を記録する空き容量 
がありません。 

• 画質または画像サイズを変 
更してください。 

•不要な画像を削除してく 
ださい。 

•新しいカードを挿入して 
ください。 

48 

138 

24 

画像をパソコンに転送中： 
画像を転送するための通 
信情報を書き込む空き容 
量がありません。 

カメラとパソコンの接続を 
外し、不要な画像を削除し 
て再度転送してください。 

99 

138 

画像を登録できません 

• カードのフォーマツト 
が異なります。 

• 画像の保存中にエラー 
が発生しました。 

• フォルダ、またはファ 
イル番号のオーバーフ 
口一です。 

•CF 力ードを初期化して 
ください。 

• 新しい力ードを挿入して 
ください。 

136 

24 

トリミングや D- ライティ 
ングができない、または 
スモールピクチャーを作 
成できない画像です。 

トリミングや D- ライティ 
ングができる画像、スモー 
ルピクチャーが作成できる 
画像をご確認ください。 

89 

91 

93 

撮影画像がありません 

•CF カードに撮影された 
画像が入っていません。 

• レビュー再生または再 
生モード時、選択され 
ているフォルダに画像 
が入っていません。 

• 「フォルダ設定」 でフオル 
ダを新規作成しました。 

• 「フォルダ設定」 で名称 
変更したフォルダに画 
像が入っていません。 

画像を再生するために、 
「フォルダ設定」 で画像が 

入ったフォルダを選択して 
ください。 

140 
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表示 1 原因 対処法 


表示可能な画像が 
ありません 

選択されているフォルダ 
内の画像がすべて非表示 
設定されています。 

他のフォルダを選択する 
か、 「非表示設定」 でフォル 
ダ内の画像の非表示設定を 
解除してください。 

144 

148 

モニタ OFF します 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

長時間使用したため、内 
部回路保護が働きました。 

カメラの電源を OFF にし 
て、しばらく放置した後ご 
使用ください。 

26 

周囲の温度がバッテリー 
の指定温度範囲を超えて 
います。 

バッテリーの指定温度範囲 
(◦〜 40°C) 内でご使用く 
ださい。バッテリーが高温 
になっている場合は、バッ 
テリーの温度が下がってか 
らご使用ください。 

21 

このファイルは 
表示できません 

パソコンまたは他のカメ 
ラで作成したファイル（画 
像）です。 

撮影したカメラまたはパソ 
コンで再生してください。 

- 

このファイルは削除 
できません 

プ□テクト設定された画 
像です。 

「プ□テクト設定」 で画像の 

プ□テクト設定を解除してか 
ら画像を削除してください。 

147 

フォルダの削除が 
できません 

フォルダ内に、非表示設 
定またはプ□テクト設定 
された画像があるか、も 
しくはニコンデジタルカ 
メラ以外で撮影された画 
像が入っています。 

•非表示設定またはプ□テ 
クト設定された画像があ 
る場合、設定を解除して 
ください。 

• ニコンデジタルカメラ以 
外で撮影した画像がある 
場合、フォルダの削除は 
できません。 

147 

148 

モードダイヤル位置が 
ずれています 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

カメラの_指標にセッ 
卜されているモードがあ 
りません。 

モードダイヤルを回して、 
カメラの_指標にいずれ 
かのモードを合わせてくだ 
さい。 

18 

AUTO で設定可能な 
メニューはありません 

EJ (オート撮影モード） 
時に® (メニュー）ボタ 
ンが押されました。 

モードダイヤルが〇 
(オート撮影モード）の場 
合、表示可能なメニュー画 
面はありません。 

- 
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対処法 


スピードライトが 

ポップアップ 

していません 

被写体が暗いと自動的に 
上がるスピードライトを 
押さえています。 

スピードライトを押さえて 
いないことを確認して、再 
度シャッターボタンを半押 
ししてください。 

32 

レンズエラー 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

• レンズの作動不良です。 

• カメラのボディとレンズ 
の間に指などがはさまつ 
ています。 

カメラのボディとレンズの 
間に指などがはさまってい 
ないことを確認して、カメ 
ラの電源を OFF にしてくだ 
さい。レンズエラー表示が 
続く場合は、ニコンサービ 
スセンターまでご連絡くだ 
さい。 

26 

通信エラー 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

パソコンに画像を転送中、 
またはプリンタに画像を 
転送中にインターフエー 
スケーブルの接続が外れ 
たか、 CF 力ードが取り出 
されました。 

パソコンのモニタに警告 
メッセージが表示された場 
合、 「0K」 をクリックして 
Picture Project を終了し 
てください（パソコンに画 
像を転送中の場合）。カメ 
ラの電源を OFF にした後、 
ケーブルを再接続するか、 
もう一度電源を ON にして 
転送してください。 

97 

プリンタエラー 

プリンタに異常がありま 
す。 

エラーの原因を処理した 
後、マルチセレクターの △ 
または▽を押して 「継続」 
を選択し、©を押すと、プ 
リントを再開します。 「キャ 
ンセル」 を選択すると、そ 
の時点でプリントを中止し 
ます。 

106 

システムエラー 

※表示パネルには Err が 
表示されます 

カメラの内部回路にエ 
ラーが発生しました。 

カメラの電源を OFF にし 
て、 AC アダプタを使用し 
ている場合は AC アダプタ 
を外し、バッテリーを取り 
出します。再度バッテリー 
を入れてカメラの電源を 
ON にします。システムエ 
ラー表示が続く場合はニコ 
ンサービスセンターまでご 
連絡ください。 

23 

26 
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と居 I つた 5 


カメラがうまく作動しないときは、お買い上げの販売店やニコンサービスセン 
ターへお問い合わせいただく前に、下記の症状と原因をご確認ください。 


•デジタルカメラの特性について 

きわめて希なケースとして、液晶モニタに異常な表示が点灯したまま、カメラが作動しなくなるこ 
とがあります。原因として、外部から強力な静電気が電子回路に侵入したことが考えられます。万一 
このような状態になった場合は、電源を〇 FF にして電池を入れ直し、電源を ON にしてカメラを作 
動させてみてください。その際、カメラを長時間使用していますと電池が熱くなっていることがあ 
りますので、取り扱いには充分にご注意ください。 AC アダプタのご使用時は、いったんカメラから 
取り外して再度カメラに取り付け、電源を ON にしてカメラを作動させてみてください。また、こ 
の操作を行うことでカメラが作動しなくなった状態のときのデータは、失われるおそれがあります 
が、すでにコンパクトフラッシュカードに記録されているデータは失われることはありません。こ 
の操作を行ってもカメラに不具合が続く場合は、ニコンサービスセンターにお問い合わせください。 



電源が入っても 
すぐ切れる 

• バッテリーの残量が少なくなっています。 

•低温下で使用しています。 

31 

177 

表示パネルに 
何も映らない 

• カメラの電源が入っていません。 

•バッテリーが正しい向きで入っていません。または 
バッテリーカバーがしっかりと閉まっていません。 

• バッテリーの残量がありません。 

• AC アダプタが正しく接続されていません。 

• オートパワーオフ機能が作動しています。 ®® 、 
©のいずれかのポタンを押すか、シャッターボタン 
を半押しするか、モードダイヤルを他のモードに切り 
換えてください。 

• インターバル撮影、または微速度撮影を行っています。 

26 

22 

31 

23 

26 

80 

112 

液晶モニタに 
何も映らない 

•撮影画像は電子ビューファインダーに表示され、液晶 
モニタが消灯しています。 p|SEL ボタンを押して液晶 
モニタを点灯してください。 

•レンズキャップが装着されています。レンズキャップ 
を取り外してください。 

• USB ケーブルが接続されています。 

• AV ケーブルが接続されています。 

• インターバル撮影、または微速度撮影を行っています。 

15 

11 

98 

96 

80 

112 

液晶モニタにカメラの 
撮影情報、画像情報が 
表示されない 

• 撮影情報、画像情報を非表示にセットしている可能性 
があります。設定内容の情報が表示されるまで®ポ 
タンを押してください。 

• スライドショーが行われています。 

19 

86 

145 
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•周囲が明るすぎます。電子ビューファインダーを使用 


液晶モニタの画面が 

することをおすすめします。 


よく見スない 

• 液晶モニタが汚れています。 

175 


• 液晶モニタの明るさを調整してください。 

162 


• カメラが再生モードになっています。 

83 


• バッテリーの残量がありません。 

31 


• 撮影可能コマ数が0になっています。 CF 力ードに充 
分な空き容量がありません。 

30 

シャッターポタンを 

• スピードライト表示が点滅しています。スピードライ 

34 

押し込んでも 

卜の充電中です。 

• 液晶モニタ（または電子ビューファインダー）に「初期化 

136 

J 取景<できない 

されていません」というメッセージが表示されます。 CF 
カードが C00LPIX8400 用に初期化されていません。 



• 液晶モニタ（または電子ビューファインダー）に「カー 
ドが入っていません」というメッセージが表示されま 
す。 CF カードがカメラに挿入されていません。 

24 


• スピードライトが発光禁止になっています。 

52 


• スピードライトが指などでさえぎられています。 

32 


• 被写体がスピードライトの調光範囲外にあります。 

53 

撮影した画像が 
暗すぎる 

•露出補正がマイナス側にかかりすぎています。 

59 

• 液晶モニタ（または電子ビューファインダー）のシャッ 
タースピード表示が点滅しています。シャッタース 

62 

(露出不足） 

ピードが速すぎます。 



• 液晶モニタ（または電子ビューファインダー）の絞り 
値表示が点滅しています。絞りを絞りすぎ（数値が大 
ぎすを」ています。 

63 


• 露出補正がプラス側にかかりすぎています。 

59 


• 液晶モニタ（または電子ビューファインダー）のシャッ 

62 

撮影した画像が 

タースピード表示が点滅しています。シャッタース 


明るすぎる 

ピードが遅すぎます。 


(露出過度） 

• 液晶モニタ（または電子ビューファインダー）の絞り 
値表示が点滅しています。絞りを開きすぎ（数値が小 
さすぎ）ています。 

63 


• シャッターボタンを半押ししたときや AE/AF-L ポタン 
を押したときに、被写体が AF エリア内に入っていま 

123 

ピントが合わない 

せん。 



•オートフォーカスが苦手な被写体です。 AF ロックを 
使用して撮影してください。 

36 
















• 撮影中にカメラが動きました。高速シャッタースピー 

62 


ドにしてください。 

高速シャッタースピードにすると露出不足のおそれが 
ある場合は： 



• スピードライトを使用してください。 

52 

画像がブレる 

• 撮像感度を上げてください。 

67 


• 絞りを開放側（小さい数値）にセットしてください。 
低速シャッタースピードでブレを抑えるには： 

63 


• 巳 SS を使用してください。 

114 


• セルフタイマーを使用してください。 

• 三脚を使用してください。 

56 


• 撮像感度が高感度側にセットされています。 

67 

画像にノイズが 

• シャッタースピードが遅すぎます。1/4秒以下の低 

62 

発生する 

速シャッタースピードで長時間露出撮影を行う場合は 
「ノイズ除去」 を roNj に設定してください。 

132 

スピードライト撮影時に、 
画像に白い点が写り込む 

• スピードライトの光が空気中のほこりなどに反射して写 
り込んでいます。スピードライトモードを発光禁止にし 
て撮影するか、ズームの望遠側で撮影してください。 

33 

52 


• スピードライトが発光禁止になっています。 

• 次の場合、スピードライトは自動的に発光禁止になり 

52 


ますのでご注意ください： 



• シーンモードの■(風景）、 K 夕やけ）、 H (夜 
景）、 皿 (ミュージアム）、發(打ち上げ花火）、 

40 


(クローズアップ）、□(モノクロコピー)、 IXK パノ 
ラマアシスト） x( スポーツ）、(トワイライト） 
がセットされている場合 

• フォーカスモードが ii (遠景モード）にセットされ 

55 

内蔵スピードライト 

ている場合 


が発光しない 

• 動画モードの場合（「微 速度 撮影」を除く） 

75 


•連写モードが 「連写 H」、 「連写 L」、 「マルチ連写」 
「UH 連写」 または 「サーキュラー連写」 に設定され 
ている場合 

110 


- 「BSS」 が 「OFF」 以外に設定されている場合 

114 


• 「スピードライト：発光切替」 が 「内蔵発光禁止」 に 

設定されている場合 

128 


• 外付けスピードライトが接続されている状態で、 「ス 

ピードライト：発光切替」 が 「オート」 に設定されて 
いる場合 

128 


• セルフタイマーがセットされていません。 

56 

U モコン ML-L3 で 

• シーンモードが 皿 (ミュージアム)、参(打ち上げ花火)、 

43 

撮影できない 

スポーツ）の場合、リモコンは使用できません。 

• 動画撮影時にはリモコンは使用できません。 

79 
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電子ズームが 
使用できない 

•画質が 「RAW」、 「 HI 」 にセットされています。 

• 連写モードが 「マルチ連写」、 ruH 連写」 に設定され 
ています。 

• 「コンバータ」 が 「OFF」 以外に設定されています。 

• 「ズーム：電子ズーム」 が 「OFF」 に設定されています。 

48 

110 

120 

126 

画像が自然な 
色合いにならない 

• ホワイトバランスが光源と合っていません。 

• 彩度調整が適切にセットされていません。 

69 

117 

画像が再生できない 

•パソコンや他社製のカメラで画像が上書きされたか、 
名前が変更されました。 

- 

トリミング 
ができない 

• レビュー再生モードまたは簡易再生モードになっています。 

• トリミングができない画像です。 

•CF カードの空き容量が少なくなっています。画像の 
削除などを行って、空き容量を確保してから作成して 
ください。 

37 

89 

138 

スモールピクチャーを 
作成できない 

• レビュー再生モードまたは簡易再生モードになっています。 

• スモールピクチャーが作成できない画像です。 

•CF カードの空き容量が少なくなっています。画像の 
削除などを行って、空き容量を確保してから作成して 
ください。 

37 

92 

138 

D - ライティングが 
でぎない 

• レビュー再生モードまたは簡易再生モードになっています。 

• D- ライティングができない画像です。 

•CF カードの空き容量が少なくなっています。画像の 
削除などを行って、空き容量を確保してから作成して 
ください。 

37 

94 

138 

再生時に画像の拡大表示 
ができない 

• 表示画像が動画です。 

• 表示画像がスモールピクチャーです。 

• 表示画像が320 X 240以下にトリミングされています。 

75 

91 

89 

テレビに液晶モニタの画 
面が映らない 

• AV ケーブルが正しく接続されていません。 

• テレビの入力切換が「ビデオ」になっていません。 

• ビデオ出力方式が正しく設定されていません。 

96 

171 

カメラをパソコンに 
接続したとき、また 
は CF カードをカード 
■J ーダやカードス□ッ 
卜に挿入したときに、 
PictureProject か目 
動的に起動しない 

• カメラの電源が入っていません。 

• AC アダプタ（別売）が正しく接続されていません。ま 
たはバッテリーの残量がありません。 

• USB ケーブルが正しく接続されていません。 

またはカードがカードリーダ、 PC カードアダプタ、 
またはカードス□ットに正しく挿入されていません。 

PictureProject については PictureProject リフアレ 
ンスマニュアル （CD-ROM) をご参照ください。 

26 

23 

31 
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主な仕様 


C00LPIX8400 


型式 

ニコンデジタルカメラ E 8400 

有効画素数 

8.0 メガピクセル 

撮像素子 

2/3型原色 CCD 

総画素数： 8.31 メガピクセル 

記録画素数 ( pixel ) 

• 3264 X 2448 (8 M ) • 1600 x 1200 (2 M ) 
•3264 X 2176(3:2) • 1280 X 960 (1 M ) 

• 2592 x 1944 (5 M ) • 1024 X 768 ( PC ) 

• 2048 x 1536 (3 M ) • 640 X 480 ( TV ) 

レンズ 

3.5 倍ズーム ED ニッコールレンズ、 

f =6.1 〜 21.6 mm (35 mm 判換算24〜 85 mm )、 

F 2.6 〜 F 4.9 (7 群10枚)、 ED レンズ2枚使用 

電子ズーム 

最大4倍 (35 mm 判換算で約 340 mm 相当） 

才一トフォーカス 

AF 測距センサーによる位相差検出 AF 、 コントラスト 
検出方式丁丁 LAF 、 マルチエリアオートフォーカス可能 

撮影距離 

50 cm 〜〇〇 

(マクロモード • マニュアルフォーカス時はレンズ前約 
3 crm 〜〇〇 (もっとも広角側)、 20 crm 〜〇〇 (もっとも望遠側)） 

AF エリァ 

中央、5ヶ所（自動選択)、9ヶ所（手動選択） 

AF 補助光 

クラス1 LED 製品 
( IEC 60825-1 Edition 1.2_ 20m ) 

最大出力値1900 " W 

ファインダー 

カラー液晶ビューファインダー、 0.44 型高温ポリシ U 
コン TFT 液晶、235,000画素、視度調節機能付き 

倍率 

約 0.2 〜約 0.7 

視野率 

上下左右とも約97% 

視度調節 

一3 〜■h lm 1 

液晶モニタ 

1.8 型高透過アドバンスト液晶、134,00◦画素、 
輝度調整 • 色調調整機能付き 

視野率（撮影時） 

上下左右とも約97% (対実画面） 
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記録形式 


記録媒体 

コンパクトフラッシュカード (Type 1/11)、 

マイクロドライブ対応 

画像ファイル 

Design rule for Camera File system ( DCF)、Exit 2.2 
準拠 、 Digital Print Order Format ( DPOF ) 準拠 

ファイル形式 

圧縮： JPEG-baseline 準拠 

EXTRA (約 1/2 )、FINE (約 1/4)、 

NORMAL (約 1/8)、 巳 ASIC (約 1/16) 

非圧縮 ： RAW ( NEF)、HI ( TIFF - RG 巳） 

動画 ： QuickTime 
音声 ： WAV 

露出 


測光方式 

4 モード TTL 測光方式 
• 256分割マルチ測光 • スポット測光 
• 中央部重点測光 • AF スポット測光 

露出制御 

プ□グラムオート（プ□グラムシフト可能）、シャッ 
夕 _ 優先才 _ 卜、絞り優先才 _ 卜、マニュアル露出、 
露出補正 （一2 ■◦〜 +2.0 EV 、 1/3 EV ステップ） 
可能、ブラケティング、 AE-BSS 

露出連動範囲 

広角側 ： EV 0〜+1 8.5 
望遠側 ： EV +1 .5 〜+1 8.5 


^ Design rule for Camera File system (DCF ) について 


COOLPIX 840◦は 、 Design rule for Camera File system ( DCF ) に準拠しています 。 DCF は' 


各社のデジタルカメラで記録された画像ファイルを相互に利用し合うための記録形式です。 

■ Exit Version 2.2 について 

COOLPIX 840〇は 、 Exif Ve 「 sion 2.2 に対応しています 。 Exit Version 2.2 は、デジタルカメ 
ラとプリンタの連携を強化し、高品質なプリント出力を簡単に得ることを目指した規格です 。 Exit 
Version 2.2 対応のプリンタを使用することで、撮影時のカメラ情報を活かし、プリンタが最適な 
プリント出力を提供することができます。プリンタの使用説明書を読んでご使用ください。 



^ Exit = Exchangeable image file format 
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絞り 

制御段数 


7 ツタ— 

メカニカルシャッターと CCD 電子シャッターの併用 

，ッター スピ ー ド 

2〜1/300◦秒※（プ□グラムオート、才ート撮影 
モード)、8〜1/3000秒※（シャッタースピード優 
先オート、絞り優先オート）、1◦分までの長時間露 
出および8〜1/3000秒※（マニュアル露出 ）、 UH 
連写時は1/3◦〜1/80◦◦秒 
※絞り値により高速側のシャッタースピードは 
1/15◦◦秒に制限されます。 


7枚羽根虹彩絞り 


10 (1/3 EV ステップ〈但し最小絞り F 7 .◦まで〉） 


撮像感度 


IS 050 相当、感度切り換え可能（オート、 IS 050、 
ISO 100、 ISO 200、 IS 040 ◦ネ目当） 


セルフタイマー 


約1◦秒、約3秒 

付属のリモコン ML - L 3 使用可能 


内蔵スピードライト 


調光範囲 

約 0.5 〜 6.0 m (広角側)、約 0.5 〜 3.0 m (望遠側） 

(iso auto m 

諺光方式 

i - TTL 調光（スタンダード i - TTL 調光）制御 

クセサリーシュー 

ホットシュー接点、セーフティ□ック機構（□ック穴）付き 

シンク□接点 

X 接点のみ 

■ US 巳 2.0 High-Speed 

g デォ出力 

NTSC 、 PAL から選択可能 

入出力端子 

• DC 入力端子 

•デジタル端子 （ USB ) /オーディオビデオ （ AV ) 
出力端子 

表示言語 

ドイツ語、英語、スペイン語、フランス語、イタリア 
語、オランダ語、スウェーデン語、日本語、簡体字中 
国語、繁体字中国語、韓国語から選択可能 

電源 

• Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 (付属） 
•バッテリーパック M 巳- CP 10 (別売）[単3形アルカ 

リ、リチウム、ニカド、ニッケル水素電池各6本使用] 

• AC アダプタ EH -54 (別売) 
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連続撮影コマ数 

約 26 ◦コマ CIPA 規格による※ 

^ CIPA 規格は、カメラ映像機器工業会による電池寿命測定方法を 
定めた規格です。測定条件は、 25° C 、 撮影毎にズーム、2回に 

1回の割合でスピードライト撮影、画質 「 NORMAL 」、 画像サイ 
ズ r [8 Mj です。 

兩寸法 

約 113 ( W ) X 約 82 ( H ) X 約 75 ( D ) mm 

質量（重さ） 

約 40 Og (バッテリー、メモリカードを除く） 

動作環境 


温度 

〇〜 40 °C 

湿度 

85% 以下（結露しないこと） 


• 仕様中のデータは、すべて常温（25°〇、付属の専用リチヤージャブルバッテリー EN - EL 7 をフル充電で 
使用時のものです。 


バッテリーチャージヤー MH -56 


電源 

AC 100 - 240 V 50/60 HZ 0.19 - 0.12 A 

定格入力容量 

16-12 VA 

充電出力 

DC 8.4 V /800 mA 

適応電池 

Li-ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 7 

充電時間 

約 2 時間 3 ◦分※残量のない状態からの充電時間 

使用温度 

0 〜 + 40 °C 

寸法 

約 75 mm ( W ) x 30 mm ( H ) x 85 mm ( D ) 

コード長 

約 1800 mm 

質量（重さ） 

約 94 g (暈源コードを除く） 


Li - ion リチャージヤプルバッテリー EN - EL フ 


形式 

充電式リチウムイオン電池 

定格容量 

7.4 V /1 100 mAh 

_形寸法（突起部除く） 

約 36 mm ( W ) X 56 mm ( H ) x 16 mm ( D ) 

質量（重さ） 

約 70 g (端子 カバーを 除く） 


@使用説明書について 

• 使用説明書の誤りになどについての補償はご容赦ください。 

•製品の外観、仕様、性能は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。 
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索引 


_ 

A —露出モード 
AC アダプタ 23、173 
AE - L 、 AF-L 169 
AE / AF - L ( AE/AF □ック）ポタン 
36、169 

AE □ック 36、169 
AF □ック 36、169 
AE-L — AE ロック 
AF-L — AF ロック 
AF-MODE 77、125 
AF エリア15、41、123、 
124 

AF エリア選択123 
AF システム124 

八ィブリッド AF 124 
標準 AF 124 
AF 測距センサー12、32、 
124 

AF 表示 34 

AF 補助光35 

AUTO - スピー ドライ トモー ド 

AV (オーディオビデオ） 96 

B 

BASIC 48 
BKT — ブラケティング 
BSS -►ベストシヨットセレクタ 
BULB —長時間露出撮影 
BULB/TIME 66、122 


C 

Q — 設定クリァ 
C-AF— 常時 AF 
CF 力ード 24、174 
初期化136 

D 

DCF 187 

Design rule for Camera File 
system 一 DCF 
Digital Print Order Format 
DPOF 

©ボタン19、 83 
DPOF 100 
D - ライティング 93 

E 

EXTRA 48 

F : 

FINE 48 

FUNC ボタン40、64、 
76、 168 

H 

HI 48 

I 

info.txt 170 

ISO —モードダイヤル、撮像感度 

J 

JPEG —画質 
JPG — ファイル名 

M 

M — 露出モード 
Mass Storage 97 
_(メニュー）ボタン4〇、 
107、137 

MF—AF ポタン 55、73 
M 0 V — ファイル名、動画 


S 


記号 

國 — カスタム no . 

50 、 100 、 200、400 67 

[ PC , 

[ TV , [3|2 49 

O — モード ダイヤル、 オー ト 
撮影モード 

H —モ—ドダイヤル、再生モ_ 

K 

モードダイヤル、画質 • 
画像サイズ設定 
► f — モードダイヤル、動画 
〇ポタン53 
〇(露出補正/音声メモ）ボ 
タン 59、95 
H ポタン85、88 
9ポタン 85、88 
©/〇ポタン37、56、 
74、83 

| d | SEL ボタン15 

M 28 

两、 <ct 、 □ 31 

令、 ⑤、<§>、 S 、货52 

A、ii 55 

A-WB、PRE、 翁、秦、幾、 

A ' % ' nw . 69 

e - VR 、亂 78 

® 、 [ D 、 EE 109 

fsl 、 I^Jj 、 Oj 、哩 j 、 ^ 111 j 、 

适 ii 、 呦 lio 

BSS s BSS s (ae) 114 

AO 、 0、3+、 O - us 

A 6 b 、如 2 、 6 b + 1 、 6 b ±0 、 < S ) _ 1 、 

&-2 、 n 11 7 

A ◊、令、 ◊ 、 。 、 

♦ 119 

※、冒、 S 、® 120 
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NORMAL 48 
NR — ノイズ除去 
NTSC - ビデオ出力 

_ 

ON/OFF ―電源スイッチ 

P 

P —露出モード 
PAL —ビデオ出力 
PictBridge 100 
PTP 97、102 

Q 

® (クイックレビュー）ボタン 
37 


WB —モ—ドダイヤル、ホワイト 
バランス 

WB-L — AE □ック 

あ 

赤目軽減自動発光 — スピードラ 
イトモート 
明るさ 

液晶モニタ-►画面の明るさ 
画像—階調補正 
アクセサリー — 別売アクセサリー 
アクセサリ— シュー12、 128 
アクセサリーシューカパー 
12、128 

アダプタリング120、173 
圧縮 — 画質 


QuickTime —動画 

m 

RAW 48 


s 


s —露出 1 

ーモ 


モード 

+モードダイヤル、シー 
ンモード 
SET UP— モードダイヤル、 
セツトアップメニュー 
S . AF — シングル AF 


D ポタン—ズーム 
TIF — ファイル名 
TIFF —画質 
TIME — 長時間露出撮影 
TV 再生640 75 


論 

色合い 

液晶モニタ-►画面の色合い 
画像—彩度調整、ホワイト 
パランス 

インターフェース —USB 
インターバル撮影112 

A 

打ち上げ花火43 
海•雪 42 

液晶モニタ14、17 
明るさ162 
色合い162 
点灯•消灯15、163 
遠景 モード—フオーカスモ—ド 


_ 

UH 連写—連写、フォルダ設定 
USB 97、170 

W 

w —ズーム 

WAV —音声メモ、ファイル名 
^ボタン—ズーム、操作ボタン 


お 

才 _ 卜撮影モ _ ド18、30 
才一トパワーオフ 26、167 
オートフォーカス 55 
オープニング画面163 
音声メモ 95 


力ードの初期化136、155、 
167 

階調補正116 
画質 • 画像サイズ設定 
画質 48 
画像サイズ49 
カスタム No . 118 
画像の削除 

1コマ再生モード 83 
簡易再生モード37 
削除（再生メニュー）138 
画像情報86 
カメラ再生320 75 
画面の明るさ162 
画面の色合い162 
簡易再生モード37 

责 

起動時モニタ表示163 
逆光44 

強制発光—スピードライトモード 

• 

クイック拡大 38 
クイックレスポンス161 
ク□—ズアップ 44 

_ 

警告メッセージ178 
言語27、157 

広角—ズーム、コンバータ 
コマンドダイヤル13 
コントラスト—階調補正 
コンバータ120 
コンバータレンズ173 
コンパクトフラッシュカード 
CF 力ード 
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サーキュラー連写—連写 
再生メニュー137 
再生モード 83 

1コマ再生モード 83 
拡大表示モード88 
サム ネイル再生モード 85 
動画再生82 
彩度調整117 
削除138 
撮影確認 LED 169 
撮影可能コマ数30 
撮影情報—ヒストグラム、画像 
情報 

撮影メニュー107 
撮像感度67 
サムネイル再生モード 85 

lb 

シーンモード 40 
打ち上げ花火43 
海•雪 42 
逆光44 

クローズアップ44 
スポーツ 45 
トワイライト 45 
パーティー 41 
パノラマアシスト 45 
風景42 
ポー ト レー ト 41 
ミュージアム 43 
モノクロコピー 44 
夜景43 

夜景 ポー ト レー ト42 
夕焼け42 
視度調節33 
絞り値—露出モード 
シャッタースピード — 露出モード 
シャッターボタン IQ 
常時 AF 77、125 


初期化—カードの初期化 
白黒動画320 75 
シングル AF 77、125 

す 

ズーム 33、126 
ズーム 時 F 値保持 126 
ズーム ポタン 33 
ストラップ11 
スピーカー13、82、95 
スピードライト 

外付け128、173 
内蔵12、 52、128 
表示34 

スピードライト（撮影メ 
ニュ ー) 127 
スピードライトモード52 
スポーツ 45 

スモールビクチャー 91、155 
スライド シヨー 145 
ス□—シンクスピードライ 
トモート 


せ 

設定クリア171 
セットアップメニュー156 
セピア動画320 75 
セルフタイマー 56 
セルフポ_トレ_卜 -* •液晶モニ 
夕、セルフタイマー 

そ 

操作音166 
測光方式109 

Lfc 

ダイレクトプリント102 
単写110 

ち 

調光補正127 

長時間露出撮影66、122 


m 

デート写し込み172 
電源スイッチ 26 
電子式手ブレ補正 78 
電子 ズーム 33、126 
電子ビューファインダー14、 
15 

転送 97、151 
転送マーク設定151 

動画75 
再生 82 
撮影79 

時計 マーク 14、28 
トリミンク 89 
トワイライト 45 

，偏 

日時設定 27、157 

の 

ノイズ除去132 
ノイズ 66、67、132 

は 

パージョン情報172 
パーティー 41 
八イライト表示 — 画像情報 
発光切替128 
発光禁止—スピ_ドライトモード 
パッテリー 20、22、30、 
177 

連続撮影コマ数189 
バッテリーカバー 22、23 
パッテリーチャージャー 20 
パッテリーパック 23、173 
パノラマアシスト 45、46 
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_ 

ピーキング 73、87、125 
ヒストグラム19、87 
微速度撮影80 
日付 27、86、101, 

150、157 
ビデオ出力171 
非表示設定148 
表示言語 / LANGUAGE 27、 
157 

表示パネル16 

ぶ 

ファイル名 39 
風景42 
フォーカス123 
フォーカス — AF エリア 、 AF 
□ック、 

才一トフォーカス、 

フォーカスモード、 
マニュアルフォーカス 
フォーカスモード 55 
フォルダ 

UH 連写専用 39、110 
インターバル撮影専用 
39、113 
選択144、160 
パノラマアシスト撮影専 
用 39、46 
番号 39 

ファイルの移動153 
フォルダ設定140、160 
フォルダ操作140 

新規作成、名称変更、フォルダ 
削除14〇 
フォルダ名 39 
ブラケテイング130 
プリント100、149 
プリント指定149 
プログラムオ_卜 — 露出モード 
プ□グラムシフト — 露出モード 
プ□テクト設定147 


ベストショットセレクタ114 
別売アクセサリー173 
別フォルダに移動153 

ほ 

望遠—ズーム、コンバータ 
ポー ト レー ト 41 
ボタン設定168 
ホワイトバランス 69 
微調整 71 
ブラケティング130 
プリセット 72 

1 *! 

マィメニュー107、134 
マイメニュー編集134 
マクロ モー ドーフオーカ スモー ド 
マニュアルフォーカス 73 
マニュアル露出 — 露出モード 
マルチセレクター18 
マルチ連写—連写 

ミュージアム 43 

む 

無限遠—フォーカスモード 

め 

メニュー—撮影メニュー、再生 
メニュー、セットアップメ 
ニュー 

L fe； 

モードダイヤル18 
モニタ設定161 
モノクロ 117 
モノクロ画像—モノクロ 
モノクロコピー 44 

や 

夜景43 

夜景 ポー ト レー ト42 


夕焼け42 

リアシンクロ —スピードライト 
モード 

リセット133 
リモコン 57 

リモコン用電池 58 
輪郭強調119 

れ 

レリーズ応答速度161 
レビュー再生モード 37 
レビュー設定162 
連写110 
連写モード—連写 
レンズキャップ11 
レンズフード173 
レンズリング12 
連番モード165 

暴 

露出制御121 
露出固定121 
露出補正59 
露出モード18、6〇 

絞り優先才_卜 （ A モード） 

63 

シャッター優先才—卜 （S 
モード） 62 
プログラムオート ( P モード） 

61 

プログラムシフト 61 
マニュアル露出 （ M モード） 

64 

ね 

ワールドタイム 27、157 付 

録 
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アフターサービスについて 


■この製品の操作方法についてのお問い合わせは 

この製品の操作方法について、さらにご質問がございましたらニコンカスタマー 

サボートセンターまでお問い合わせください。 

• ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

♦お願い 

•お問い合わせいただく場合には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認 
の上お問い合わせください。 

•より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でも次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いただき、 FAX または郵送でお送りください。「お問い合わせ承 
り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■製品の修理に関するお問い合わせは 

ニコンカメラ販売株式会社サービス部 

亍 140-0015 東京都品川区西大井 1-6- 3 

TEL 03 -3773-2221 受付時間：祝日を除く月〜金 （9 : ◦◦〜17 : 45) 

* このほか年末年始、夏期休暇など、都合により休業する 
場合があります。 

♦当サービス部では、修理品の直接受け付けならびに受け渡しに関する業務は行っておりません。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

• ニコンサービスセンターにつきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご覧ください。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することができない場合は最寄りの販 
売店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

• 修理に出されるときに、 CF 力ードがカメラ内に挿入されていないかご確認ください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 

保有年数は、製造打ち切り後 7 年を目安としています。 

• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていただきます。なお、部品保有期間経過後も、 
修理可能な場合もありますので、ご購入店またはニコンサービスセンターへお問い合 
わせください。水没、火災、落下等による故障または破損で全損と認められる場合は、 
修理が不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコンサービ 
スセンターにお任せください。 

■インターネットご利用の方へ 

•ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を次 
の当社ホームページでご覧いただくことができます。 

http :// www . nikon - image . com / jpn / ei _ cs / index.htm 

•製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめします。 
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.コンカスタ マー サボートセンター行 

TEL: 0570 -02-8000 FAX:03-5977-7499 

【お問い合わせ承り書】 太枠内のみご記入ください 


お問い合わせ日： 

年月日 

お買い上げ日： 

年月日 

製品名： 

シリアル番号： 

フリガナ 

お名前： 


連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL : 

FAX : 


ご使用のパソコンの機種名： 

メモリ容量： 

八ードディスクの空き容量： 

0 S のバージヨン： 

ご使用のインターフェースカード名： 

その他接続している周辺機器名： 


ご使用のアプリケーションソフト名： 


ご使用の当社ソフトウェアのパージョン名： 



問題が発生したときの症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度 
(おわかりになる範囲で結構ですので、できるだけ詳しくお書きください） 


※このページはコピーしてお使いください。 整理番号 















Nikon 


技術的なお問い合わせのご案内 

製品の操作に関する技術的なお問い合わせは、下記のニコンカスタマーサポートセンターをご利用 
ください。 


<ニコンカスタマーサポートセンター> 

全国共通電話番号 0570-02-8000 にお電話を頂き、音声によるご案内に従いご利用の製品グループ窓口の番号を入 
力して頂ければ、お問い合わせ窓口担当者よりご質問にお答えさせて頂きます。 


営業時間： 9:30〜18:00 (年末年始、夏期休暇等を除く毎日） 

Q 0^70-02-8000 携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-5977-7033 にお 

市内通話料金でご麵いただけますかけください。 


市内通話料で OK 

ナビタ Y 1 7 ル® 


FAX でのご相談は、 03-5977-7499 におかけください。 


ニコン宅配修理サービスのご案内 


修理品梱包資材のお届けから修理品のお引き取り、修理後の製品のお届けまでのサービスは下記 
をご利用ください。（有料サービス） 


<ニコン宅配修理サービスお申し込み専用窓口> 

_胃 携帯電話や PHS 等からのご利用はできません。 

纖 S0120-868-545 営業時間： 9:30〜17:30 土 •日-祝日を除く毎日）年末年始、夏期休暇等、 

休業する場合があります。 

なお、上記フリーダイヤルでは宅配修理サービス関連以外のご案内は行っておりません。 


株式会社^ 3ン 

ニコンカメラ販売株式会社 


Printed in Japan 
SB4G01000201(10) 
6MA03710-A 






